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　十月も終わりのころだった。

　日はすっかり暮れ、落ち葉が風に吹ふかれてカサカサと舞まう。

　公園のすみでは小学校低学年くらいの小さな女の子が静かに涙なみだを流していた。

　彼女を追ってきたらしい男の子が声をかける。

「ヒカリちゃん、どうして泣いているの？」

　少年に問いかけられ、少女は悲しげに首を横にふった。

「ミキちゃんに、きらわれちゃったの」

「え？」

「へんなこと言うからヒカリちゃんなんてキライって言われちゃった……」

　思い出したのか、少女の目からまた涙がこぼれる。

「あんなこと言うんじゃなかった……！　わたし、ひとりぼっちになっちゃう。ミキちゃんだけじゃなく、みんなにきらわれて、ともだち、ひとりもいなくなっちゃう──」




「────ぼくがいるよ！」




　少女がさいごまで言う前に、少年がいきおいよく大声を出した。

　おどろいて少年を見上げた少女に、彼はつづけて言う。

「ぼくはヒカリちゃんをきらったりしない！」

「ほんとに？　わたしがへんなこと言っても気にしない？」

「うん、もちろん」

「ふたりだけのひみつにしたら、守ってくれる？」

「守るよ。ひみつも守るし、ヒカリちゃんのことも、ぼくが守る」

「ぜったい？」

「ぜったい！　ぼくはヒカリちゃんのいちばんのなかよしだもん！」

　即そく答とうされ、落ち込んでいた少女の表情にゆっくりと希望の光がさしていく。

　やがて彼女は、きらきらとした瞳ひとみで「ありがとう、ゆうせいくん！」と彼を見つめる。

　少女に礼を言われ、少年は誇ほこらしげに微笑ほほえんだ。




「だいじょうぶ、ぼくたちはずーっと、ともだちだからね！」




　堂々と彼が宣言したのと、冷たい夜空に花火があがったのは同時だった。
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（なつかしい夢、見ちゃったなぁ……）




　びびびびびびび、と、うるさい目覚まし音が部屋に鳴りひびいている。

　ぼんやりした頭でスマホを見ると、時刻は午前七時三分。

　アラームを解除してカーテンを開ける。昨夜の予報通りきれいな秋晴れになりそうだった。




　私の名前は天あま野のヒカリ。もうすぐ十六歳になる高校１年生。




　いい意味でも悪い意味でも目立たない外見と、平和主義で流されやすい性格。趣しゆ味みは読書という地味さ。さらに成績も平均的と、どこにでもいそうな女子高生のひとりだ。

　ドラマやマンガでは教室のどこかに必ずいる感じ。

　でもけっして主人公じゃないし、主人公の友達ですらない、めちゃくちゃふつうの女子。




　そんなふつうの私は、今日もあわただしく学校に行く準備をする。

　ばたばたと洗面所に向かうと先客がいた。




「おう、ヒカリ、はよ」

「おはよう、お兄ちゃん」




　私より二歳上のお兄ちゃん、天野アキラは現在高３。

　おなじ高校生だけど、お兄ちゃんは少し遠くの男子校に通っている。

　ただでさえ目つきが悪いうえ長めの髪かみを明るい金色に染めているから、不良みたいなんだよね。お兄ちゃんの学校ではこれがふつうらしいけど、本当なのかな？

（まあべつに問題は起こしてないみたいだから、いいんだけど）

　……わが兄ながら、似合っててちょっとカッコいいしね。




「ねぇお兄ちゃん、早く洗面所使わせてよ」

「うるせーな、俺だって焦あせってんだよ。このままだと電車に間に合わねーし」

「えっ、お兄ちゃん今日も早いの？」

　いつもお兄ちゃんは遅ち刻こくぎりぎりなのに、意外だ。

　考えてみれば、昨日も一昨日おとといも早かった覚えがある。

　おどろいてみせると、お兄ちゃんがちいさく舌打ちをした。

「べつに好きで早く行くわけじゃねえよ。ちょっと面めん倒どうから逃にげたいだけ」

「もしかしてお兄ちゃん、遅刻しすぎて先生に目をつけられてるとか？」

「ちげえよ！　てかたいして遅刻してねえからな!?　……あー、まあとにかく、あれだ。そういうわけで、今日もおまえのこと送っていけねーから、気ぃ付けろよ」

　目をそらしてお兄ちゃんが言う。けど、私は顔をしかめずにいられなかった。

「あのね、毎朝言ってるけど、私もう高校生だよ？　お兄ちゃんに送ってもらわなくても平気だってば」

（むしろ、この年ねん齢れいでお兄ちゃんにべったりのほうが恥はずかしいよ）

　私の言うことは間ま違ちがってないと思う。

　なのにお兄ちゃんは私を上から下まで見て、フッと小ばかにしたような笑えみを浮うかべた。

「変なパンダのモコモコくつしたを履はいてるようなやつ、まだまだ子供だろ」

「変じゃないけど!?　かわいいでしょ！」

「はっ、ガキくせぇ」

　お兄ちゃんは鼻で笑って出て行ってしまう。口にはお気に入りの棒付き飴あめ。

　すれちがいざま、「じゃあな」と私の頭を軽くなでていった。




（もう、いつまでも子供あつかいするんだから）

　お兄ちゃんに頭をなでられるのは嫌きらいじゃないけど、だからこそ怒おこれなくて悔くやしい。

　口が悪くて、すぐに私を子供あつかいする、けどなんだかんだと優やさしいお兄ちゃんだから。

　照れくさいような恥ずかしいような気持ちにひたっちゃいそうだけど、私だってこれから学校だ。準備をして朝ごはんを食べて「いってきます」といつもどおりに家を出る。

　ふつうに、ふつうな私の日常。

　ただ私には、ひとつだけふつうじゃないところがあった。
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（あれ？　めずらしいな、こんなところで立ち話なんて）

　それは通学路の途と中ちゆう。なんてことない住宅街の真ん中だった。

　私が見つけたのは男女の高校生。

　ひとりは赤みがかった茶ちや髪ぱつの男子で、私とおなじ青あお空ぞら高校の制服を着ている。

　もうひとりは短い髪の女子。制服からして、お嬢じよう様さま学校で有名な華か京きよう女子高の生徒だろう。

　声を荒あららげているわけじゃないけど、神しん妙みようそうな顔に不ふ穏おんな気配を感じる。

（う～ん、もしかしたら別れ話とかかも）

　私がとっさに判断したのには理由がある。なにせ──







（────ふたりの〝恋れん愛あい予報〟は【雷かみなり】と【大雨】なんだもん）







　恋愛予報。

　私が勝手にそう呼んでいるのは、私だけに見える不思議なモノ。




【晴れ】とか【雨】とか【くもり】とか。

　いかにもテレビとかで見るような天気予報のマーク。

　それが、私の見ている相手の顔ちかくに、ぷかりと浮かんで見えているのだ。

　謎なぞの天気マークが見えるようになったのは小学生くらいのころ。




　最初に見たときはおどろいたし、どういう意味があるのか分からなかった。

　ただ、【雨】マークのひとは告白してフラれたり彼氏と別れたりしてるし、【晴れ】マークのひとは両りよう想おもいになれたり彼女と幸せな日を過ごしたりしてるから、きっとこれは恋愛に関するものなんだ、って気付いたんだ。その日の恋愛運が見える、っていうのが一番近いのかな。

　恋愛運が良い日は【晴れ】、恋愛運が悪い日は【雨】。

　それで、つけた名前が〝恋愛予報〟。




　とはいえ恋愛運自体を私がどうこうすることはできないし、今日は恋愛的にいいことがありそう、とか、悪いことがあるかもね、っていう〝一日の予報〟が見えるだけ。

　そんな占うらないみたいなもの、たいして意味ないよね。

　だって一日過ごしてみれば分かることなんだから。

（雨の予報なら役に立つけど、失しつ恋れんするって事前に分かってもいいことなんて無いしなぁ）

　ほんと無意味な能力だ。はぁ、と、ちいさくため息をつく。




　近づいていくと、恋愛予報が【大雨】な彼と【雷】な彼女の会話が聞こえてくる。

「どうして私とつきあってくれないの!?　私、華京女子高なのよ？　何が不満なのよ！」

　女子生徒が苛いら立だった顔で男子生徒につめよった。どうやら告白中だったらしい。

　ちょっとヒステリー気味な彼女に対し、茶髪の男子は疲つかれたようなため息をついた。

　髪と同じ色をした切れ長の瞳ひとみで、彼は彼女を見つめる。「高校名は関係ないだろ」と告げる冷たい横顔は、目をうばわれてしまいそうなくらいととのったものだった。




「悪いけど、俺は恋愛に興味ないし誰だれともつきあう気はない。つきまとうのはやめてもらえるか。うんざりしてるんだ」




（うわっ、よりにもよってなんてひどい言葉で振ふるんだろう）

　彼女の自じ業ごう自じ得とくなのかもしれないけど、あまりにも冷たすぎる。

　ショートカット女子は顔を蒼あおくして逃げ去っていった。

　茶髪男子はもういちど深く息を吐はいて、ゆっくりと駅のほうに向かっていく。

　おかげで、きっと私の存在には気づいていないはずだ。私はこっそり道を変へん更こうした。




　いつもとはすこし違ちがう通学路を歩きながら、私はさっきのふたりの恋愛予報を考える。

（あれはつまり、振られて激げき怒どした彼女の恋愛予報は【雷】で、好きでもない相手に好かれてた彼の恋愛予報は【大雨】ってことなのかな）

　実際に迷めい惑わくだったのかもしれないけど、そんな理由で恋愛予報が大雨っていうのは初めてのパターンだ。

（やっぱり恋愛予報なんて役に立たないな。ううん、むしろ邪じや魔まだよね）

　じっさい、恋愛予報が見えるようになって間もないころ、友達に余計なことを言って絶交されてしまったこともある。




　あれは八年前のこと。

　おなじクラスのミキちゃんは、小学２年生にして、なんと担任の先生に恋こいをしていた。

　まわりの『なんで先生なんか好きなの？』という意見も気にせず、ミキちゃんは『こくはくする！』と言いだしたのだ。

　みんなも心配したし、私も心配した。

　なにせミキちゃんの〝恋愛予報〟は【大雨】だったから。

　きっとミキちゃんはめちゃくちゃ泣いちゃうんだ、と思って、つい言ってしまったのだ。

『ミキちゃんの恋愛予報は大雨だから、ぜったいにフラれるよ』なんていうふうに。




　今ならもうすこし言い方があると分かるし、そもそも告白はフラれるとか両想いになるとか関係なくするものだとも思う。けど、当時は私も子供だった。

　結果。

　ミキちゃんは『いみ分かんないこと言わないで！』と怒ったし、さらに本当に告白してフラれて大泣きしながら『ヒカリちゃんがへんなこと言うから先生にフラれた！　ヒカリちゃんなんてだいきらい!!』とまで言ったのだ。




（あのときは〝恋愛予報〟なんて変な力いらない！　って泣いたなぁ）

　いまでは慣れてきたおかげで、見えないようコントロールできる。

　ミキちゃんには『へんなこと言ってごめん』と謝ったし、ミキちゃんにも謝られて仲直りできた。恋愛予報のことは適当にごまかした。

（あれ以来、恋愛予報のことは誰にも話してない）




　────たった一人をのぞいて。
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　朝の茶髪男子を避さけるようにしてたどりついた最も寄より駅。改札から入ろうとすると、予想外の人物と目が合った。そこにいたのは──。




「おはよう、ヒカリ。いっしょに学校いこ？」




　にこり、と微笑ほほえむ、幼なじみの日ひ吉よし祐ゆう生せいだった。




（うっ、祐生ってば今日もかっこいい……！）

　祐生を見たとたん、とっさにまぶしいような気がして目をつむりそうになる。

　だって祐生は本当にかっこいいのだ！




　すこしくせのある黒い髪かみ。おなじ色の瞳が、やわらかい光を宿して私を見つめる。

　さわやかで明るくて、いつもやさしい幼なじみ。

　ちょっと見上げなきゃいけないくらい背が高いから、私と話すときは少し屈かがんでくれて。

　小首をかしげて微笑む姿は、まるで雑誌のなかから抜ぬけてきたみたいだった。




（祐生が着てると、平へい凡ぼんなうちの高校の制服が一流ブランドに見えちゃうんだよね）

　これは私だけの意見じゃなく、クラスの女子全員一いつ致ちの意見だ。

　成績はトップクラスで教え方も最高。祐生に教えてもらうと私の成績も良くなるくらい。

　さらに勧かん誘ゆうされて入った生徒会でも活かつ躍やくしていて、教師からも生徒からも信しん頼らいされている。

　小学校に入る前にお母さんを亡なくしてから祐生は家事もやっているのに、本当にすごいなって思う。いちばん近くで見てきた私が言うんだからまちがいない。

　かっこよくて、やさしくて、頼たよりがいがあって、がんばりやで。

（こんなひと、誰でもあこがれちゃうよね）




「ヒカリ？」

「え？　あっ」

　ふしぎそうな顔で祐生に名前を呼ばれた。

　考えてみれば祐生を見つけてから、ずっと無言で突つっ立ってしまっていたのだ。

　あわてて私は「なんでもないよ、ごめん。おはよう、祐生」とあいさつをかえした。




「それにしても祐生、どうしてこんな時間に？　祐生は生徒会の仕事で一本早い電車でしょ」

　問いかけると、祐生がちょっといたずらっぽい顔で笑った。

「じつはアキラさんが教えてくれたんだ。今日もヒカリを送れないからよろしく、って」

「えっ、それでわざわざ待っててくれたの？　ごめん！　気にしなくていいのに」

　私が言うと、祐生が甘い声で「だーめ」と言って微笑む。

「でも」

　言おうとして、私は足元の段差につまずいた。

（うわっ、こける──）

　バランスをくずした瞬しゆん間かん。




　ふわ、と。

　身体からだが浮ういたように受けとめられた。

（えっ？）




「ほら、ヒカリひとりだと危ないでしょ？」

「祐生……」

　祐生の顔が間近にせまる。

　気付けば、私の身体は祐生に抱だきとめられていた。

　きっと私がつまずいたとき、すぐに手をのばしてくれたんだろう。

　私がバランスをくずすより早く、的確に。

（反射神経すごいな……！）

　おどろく私を祐生がきれいな瞳ひとみで見つめて、ささやいた。
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「だいじょうぶ。約束したじゃん。────ヒカリのことは俺が守る、って」




（ち、近すぎるし、やさしすぎるよ！！！）

　祐生はすぐに離はなれてくれたけど、心臓がどきどき激しく動いて止まらない。

　いや、止まったら困るんだけど、でも違う意味で止まりそうで。

（祐生ってば、ずるすぎる!!）

　心のなかで絶ぜつ叫きようしてしまう。




　そう、祐生はずるい。

　すごく、すごく、ずるい。




（こんなふうにされたら、好きになっちゃうのは当然じゃない……！）




　おかげで私は八年間ずっと、幼なじみの日吉祐生に片思いをしてしまっている。




　それは、祐生がミキちゃんに絶交されて泣いていた私を探してなぐさめてくれたから。

　恋れん愛あい予報のことも、疑わずに信じてくれたから。

　お父さんやお母さん、お兄ちゃんにも相談できずにいた〝恋愛予報〟。

　話せる相手がいるだけで、とっても気持ちが落ち着いた。

　ずっとひとりで不安だったんだ、って気付けた。




　気付いたときには、もう恋に落ちていた。

　だけど私たちの関係はずっと〝友達〟のまま。

（でも、もうすぐ片思いは終わりにする）




　じつは最近、何度も挑ちよう戦せんしていることがある。

　青空高校に入ることを決めたあたりから持っていた野望。それは。







（文化祭までに祐生に告白するんだ────！）







　天野ヒカリ、十五歳。一世一代の決心だった。
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　小学２年生のころ、祐生と約束したときに見た十月の花火。

　あれが青空高校の文化祭で最後にあげる花火だと知ったのは中学生のころだった。

　以来、私はいつかもう一度あの花火を祐生と見たいと思いつづけてきたのだ。

　こんどは友達じゃなく、彼女として。

（そのためには、まず祐生に告白しなきゃ）

　祐生に異性として意識されているとは思えないし、そもそも祐生は誰だれともつきあわない。

　だからうまくいくとは今のところ全く思えないけど、賭かけてみたかった。

（だって八年間も片思いしてきたんだから告白くらいしたいもの！）

　自分の〝恋愛予報〟は見られないし、祐生のも見ないことに決めた。




　祐生に告白しようと決意したのは、文化祭の一か月前。

　ところがすでに一週間が過ぎてしまって、文化祭まで、あと三週間ぐらいしかない。

（いいかげん、今日こそ告白するんだ！）

　今はふたりきりの登校途と中ちゆう。運良くまわりに人はいないし、雰ふん囲い気きも悪くない。

　だから。




「あ、あのね、祐生っ」

「うん？　どうしたの、ヒカリってば顔が赤いよ？」

「その、じつは、」

　私がついに気持ちを打ち明けようとしたとき。




　びこん、びこん、びこん！




　頭のなかで、ブザーみたいな謎なぞの音がした。




（え？）

　なにが、と、思うよりも前に。

　私と祐生のあいだに、とつぜんマークと文字があらわれる。




【晴れ】【大雨】【雷かみなり】【雪】【くもり】／【危険・三角関係トライアングル警報発令中！】




「な、なにこれっ!?」




　とつぜんあらわれたマークと文字に、私は目をまるくした。

　私の言葉に、目の前の祐生が「ヒカリ？　どうしたの」と、ふしぎそうにしている。

　どうやらこのブザーみたいな音も変なマークも変な文字も、祐生には聞こえていないし見えてないみたい。




（っていうことは、これ、まさか私の恋愛予報？　でも〝警報〟って……）

　こんな表示、見たことない。

　コントロールできるようになってから勝手に〝恋愛予報〟が見えるのも初めてだ。

　ましてや、音が出たうえ〝警報〟なんて！

（警報ってなに？　危険って？　天気マークだって全部表示されてて意味わかんない！）




　びこん、びこん！　と、警報みたいな音はどんどん大きくなって。




（ま、まさか、なにかとんでもないことが起こっちゃうの────？）




　次の瞬しゆん間かん。




「え？」「うわっ」

　どどどどどどど、と、豪ごう雨うが降りだしたのだった──！




「うそっ、さっきまで晴れてたのに！」

「ヒカリ、とにかく駅のなかに行こう！　ゲリラ豪雨っぽいし、ここじゃ危ないかも！」

「う、うん、そうだね！」

　激しい雨音が鳴りひびいて、叫さけばないとおたがいの声さえ聞こえない。

　バケツをひっくりかえしたみたいな雨、とは、まさにこのことで。

　私たちは大急ぎで雨宿りしたり、濡ぬれた制服を拭ふいたりしながら学校に向かった。




　もちろん、告白なんてできる余よ裕ゆうはゼロ。




（どうしよう、私の一大決心が……）




　生まれて初めての告白はみごとに空回り、謎の大雨にさえぎられてしまったのである。




[image: 1-4　いざ、告白・２]




「で、ヒカリってば日吉くんへの告白やめちゃったわけ？」




　祐生への告白に失敗した日の昼休み。

　教室でお弁当を食べながら朝のことを話すと、親友の三み坂さか春はる奈ながおどろいた声をあげた。

　おなじ図書委員になったことがきっかけで知り合った春奈とは、趣しゆ味みも合うしなんでも話す仲。もちろん祐生への気持ちも前から話している。

　恋れん愛あい予報のことは秘密だけどね。




　あきれた目をしている春奈に、私はきっぱりと言う。

「言っておくけど、私、告白するのをやめたわけじゃないから」

「へー。弱気になってくじけてるのかと思ってた」

　意外そうに春奈が言ったけど、馬ば鹿かにしないでほしい。

「そりゃ私は小心者だしメンタル強いほうじゃないけど、さすがに告白はあきらめられないよ。なにせ八年間の想おもいなんだから」




　ちなみに、あれ以降〝恋愛予報〟はいつも通りだ。

　警報なんて出てないし、マークに異常があらわれることもない。

　そもそも私は自分の恋愛予報を見ることができない。

（きっと何か恋愛予報が暴走したんだ）

　バグみたいなものかもしれない。だから無視していいだろう。

　あんな変なこと、二度も起こるとは思えないもの。

　ふたたび覚かく悟ごを決めた私に、春奈が納なつ得とくした顔をした。

「なるほど。じゃあどうすんの？　また明日あしたの登校中とか？」

　春奈に聞かれ、私は「じつはね」と声をひそめた。

「祐生には、今日の放課後に図書館裏の中庭に来てほしいって言ってあるんだ」

「おー、すばやい！」

「だってせっかく決意したんだもん、必死にもなるよ」

　勝手知ったる図書館付近なら、きっと変な邪じや魔まも入らないだろう。

「朝のリベンジ、してみせる……！」

　春奈が「うん、がんばれ！」と笑え顔がおを向けてくれた。
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　そしておとずれた放課後。




（今度こそ、言うんだ）

　どきどきする胸をおさえながら、私は祐生を待っていた。

　深呼吸を一回、二回。

　あたりに目を向けると、銀杏いちようや紅葉もみじなどが秋らしく色づいている。

　奥には慣れ親しんだ図書館があり、窓越ごしにいくつもの書しよ架かが並んでいるのが見えた。

　落ち葉がかさかさと鳴り、誰だれかが近付いてくるのを知らせる。

（きっと祐生だ）

　ごくりと息をのみこむ。

（私が告白したら、祐生はどんな表情をするのかな）

　おどろく？　困る？　それとも、どうもしない？　あるいは──。




（すこしでも、喜んでくれればいいのに）

　照れたりしてくれればいい。

　ときめいてくれればいい。

（ほんのすこし、一いつ瞬しゆんでもいいから）




　祐生にとって〝幼なじみ〟じゃなく、〝女の子〟になりたい。




　祈いのるような気持ちで手を組む。

　足音のするほうに視線を向ければ、あわててくる祐生と目が合って。




「ごめん、ヒカリ！　遅おそくなった」と謝る祐生に、私は「ううん」と首を横にふった。

　祐生が立ち止まるまえに、言う。




「あのね、私──」




　びこん、びこん、びこん！




（な!?）

　頭のなかで、例のブザーみたいな音がした。




「ヒカリ？」




　とちゅうで言葉を止めた私に、祐生が首をかしげる。

　だけど、私の目の前には大きな文字が広がっていて。




【晴れ】【大雨】【雷かみなり】【雪】【くもり】／【危険・三角関係トライアングル警報発令中！】




（ま、また!?　えっと、もう無視するしかない！）




　頭のなかでブザーはうるさいし、目の前には文字が大きく広がってる。

　だけど祐生には聞こえない・見えないもののはず。

　だから私は気にしないことにして、ふたたび口を開いた。




「す」







「────ヒカリ、危ないっ」

「は!?」







　ひゅるるるる、ぱしっ！

　いい音を立てて、祐生が空から降ってきた何かをつかむ。




　おどろいた。

　呼吸が止まった。

　だって私が好きって言いおわる寸前に、祐生がものすごい速度で動いたんだもの！




「なんだこれ、野球のボール？」

「なんでボールが降ってくるの!?」




　私の全身全ぜん霊れいの疑問に、祐生が「グラウンドのほうで練習してる野球部がとばしたのかな」と手のなかのボールを見つめた。

（全然とんでくる気配なんてなかったよ!?　なのにすぐさま受け止められるって、祐生の反射神経とか運動神経はどれだけすごいの！）

　すごすぎて何も言えなくなる。

　けれど祐生は私が絶句しているまえで、みるみるうちに真しん剣けんな顔つきになっていった。

「俺、ちょっと野球部のボールがとんでこないようネットの取り付けなり練習方法なり相談してくる。こう見えても生徒会の一員だし」

「えっ、いま？」

「早いほうがいいかなって。ヒカリの用事ってもしかして急用？」

「そういうわけじゃないけど、ただ、そこまでしなくてもいいんじゃって思っただけで」

　とにかく告白したい私は祐生をひきとめようとした。が。

「だめ。だって図書館の近くだと、ヒカリに当たる可能性があるでしょ。心配じゃん」

「！」




「いつも俺がそばに居られればいいけど、そういうわけにもいかないからね。生徒会としても他ほかの生徒のためにも必要なことだから」と言って祐生はグラウンドに向かっていった。

（や、やさしすぎる……！）

　あとに残された私は、どういう反応をすればいいのかわからなくて。

　真剣な顔の祐生もかっこいいな、と思うくらいしかできなかったのだった。

　とうぜん、告白リベンジなんてできる余よ裕ゆうはゼロ。




　つまり私は、二度目の告白も失敗したのだった……。




[image: 1-5　もしかして：呪い]




　連続の告白失敗に、さすがの私も二日ほど落ち込んだ。

　だが、舐なめないでもらいたい。




（一度や二度の失敗くらいで、あきらめたりしない！）




　日曜日をむかえた私は、ふたたびやる気に満ちていた。

　なにせ文化祭は三週間後にせまっている。

（祐生の彼女になれる確率はかぎりなく低いけど、まずは告白しなきゃ確実にゼロだもんね）

　それなら、たとえ０・００００００１％くらいであってもつきあえる可能性に賭かけてみたい。

（あの花火を、祐生ともう一度見たいから）




　覚かく悟ごを決めて、私は祐生の家をおとずれる。

　呼び鈴りんを鳴らして名前を名乗ると、すぐに祐生があらわれた。

　緊きん張ちようよりも、今はあせりが先に立つ。

（また何か変なことが起こるまえに、告白しなきゃ！）

「めずらしいね」なんて言って、やわらかく笑う祐生のまえに立ち、呼びかける。

「ゆうせ──」




　びこん、びこん、びこん！

【晴れ】【大雨】【雷】【雪】【くもり】／【危険・三角関係トライアングル警報発令中！】




　背筋に悪お寒かんが走る。

　直後。




　空からハトのフンが落ちてきて。




（……え）




　びしゃり。

　私の肩かたが、汚よごされた。




「うそおおおおおおおお！」

「ヒ、ヒカリ！　だいじょうぶ、だいじょうぶだからっ」




（ハトのフンが肩に落ちるとか、そんな偶ぐう然ぜんありなの!?）

　あまりのできごとに私はパニックになってしまい、祐生があわてて私のカーディガンを脱ぬがせてくれる。だけど、もう、なにも考えられなくて。

　泣きたくなった。むしろすこし泣いてしまった。




　さすがに、告白なんてできる余裕はゼロ。

　というか今日だけは絶対にしたくない！　ハトのフンくっつけて告白なんて最悪でしょ!?




　……私の告白は、今日も失敗した。
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　それでもあきらめなかった私は、かなりがんばったと思う。

（こうなったら意地でも告白してみせる！）

　決意とともに何度も挑ちよう戦せんした。

　途と中ちゆうからは、どきどきする気持ちとか恥はじらいなんて考える余裕もないくらいだった。




「祐生、おはよう！　あのね──」

「祐生、学食に行く前に聞いてほしいんだけど」

「祐生、生徒会の仕事おつかれさま！　ところで」




　だけど挑戦するたびに、あのいまいましいブザーがびこん、びこんと鳴りだして。




　時には、足にけがをした猫ねこが降ってきて。

　時には、教きよう壇だんでつまずいた先生の財さい布ふから小こ銭ぜにが降ってきて。

　時には、窓の開いた音楽室から楽がく譜ふが風にのって降ってきて。




　毎回ちょっとした騒さわぎになってしまい、あたりまえに告白なんてできる余裕はゼロ。

　…………私の告白は、みごとにどれも空回りして失敗しつづけている…………。
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「いったい私はどうすればいいのかな……！」




　昼休み、いつもの図書館受付で、私はぐったりとカウンターに頭を預けていた。

　この数日間、がんばりすぎて心が折れそうになっている。

　話を聞いてくれていた春奈が、難しそうに眉まゆを寄せた。

「うーん。なんていうか、さすがに異常だね。ヒカリってば呪のろわれてる」

　春奈の顔は真しん剣けんだ。私をからかっているとは思えない。

（呪い、ねぇ）

　思い当たることは、たしかにある。

　祐生に告白しようとしたときに限って出てくる〝恋れん愛あい警報〟だ。

（どう考えても、あの警報とやらが怪あやしいよね）

　例の警報が解除されないかぎり、祐生には告白できない仕組みになっている可能性がある。

　ほかに原因なんて考えられないのだから。




（なら、私のやるべきことは一つだ）




　たとえば大雨警報なら、雨雲が消えるのを待つように。

　たとえば暴風警報なら、風が弱まるのを待つように。







（三角関係とやらを消してみせる────！）




　心に決めて、私はこぶしをにぎりしめた。







[image: ２章　ライバル（文化祭まで　あと17日！）]




[image: 2-1　三角関係を調査せよ！]




　三角関係。そう聞いたら、どんなものを思い浮うかべる？

　私としては、三角関係＝ひとりの男子をめぐって女子ふたりが争うイメージ。

　いや、本当はもっといろんなパターンがあるとは思うけどね。

　でも今回はきっとこのパターン。

（私以外にも祐生を好きなライバルがいるにちがいない！）

　なにせ祐生はモテる。めちゃくちゃモテる。

　告白されるたびに『ごめんね、俺は誰だれともつきあう気はないんだ』って断ってるから、今では祐生に告白する子は減ったけど、でもやっぱりモテる。

（あれだけやさしいうえ、かっこよくて何でもできるんだから納なつ得とくだよね）

　いっぽう、私はモテない。

　生まれてから一度も告白されたことなんてない。ふつうの女子なんだから当然だ。

（……ふつうだよね？　ふつう、告白とかされないよね？？？）

　うん、ふつうの女子はモテないと思う。私の個人的な体験だけど！




　とにかくそんな状じよう況きようから考えて、例の三角関係トライアングル警報は祐生をめぐって争うライバルが現れるって意味なんだと思う。

　つまり三角関係トライアングル警報を消したい私としては、ライバルを消すべきなんだろうな。

　祐生のことをあきらめてもらうとか、そんな感じで。

（うーん、でも……それって、すごい罪悪感だよね。悪いことだと思う）

　想像するだけで良心がちくちくと痛む。だってライバルとはいえ争うとか良くないよね。

　しかも消すとか倒たおすとか、平和主義者で小心者の私としては避さけたいところ。

（とはいえ──）

　このまま警報に邪じや魔まされて告白もできない状況でいいのか、っていうと、それも困る。

　なんにせよ、ひとりで悩なやんでいてもしかたない。

（まずはライバルの存在を確かく認にんしよう！　考えるのはそれからだ）
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　五時間目の数学Ⅰを犠ぎ牲せいにし、六時間目のＨＲでは空気のふりをして文化祭・クラス展示の役職から逃のがれつつ三角関係トライアングル警報について考えたあとの放課後。

　部活に行く前の親友をつかまえて私はさっそく聞いてみた。

「あのね春奈、ちょっと聞きたいんだけど、祐生を好きな子に心当たりとかある？」

「えっ、まさかあんた、日吉くんを好きな女子が自分を呪ってるって思ってるの？　だから告白できない的な」

　私の問いに春奈がドン引きの顔をした。そういえば春奈は呪い説を主張していたんだっけ。

　私はあわてて「そういうわけじゃないよ」と否定する。

「ただ、あまりにも告白がうまくいかないから、いったんしばらく告白をやめようと思うんだよね。だからってそのあいだに祐生がほかの子とつきあいはじめたら嫌いやだし、どうなのかな～って思って」

（うんうん、これなら自然な理由だよね）

　春奈も「なるほどね」と納得してくれた。

「でも日吉くん、恋愛にキョーミ無いって話だし急につきあったりしないんじゃない？」

「そ、そうかなぁ。だったらいいんだけど……」

　私が引き下がりそうになったとき。

　春奈が「あえて言うなら」と口をひらいた。




「さいきん転校してきた美少女くらいじゃない？　たしか日吉くんと仲いいんだよね」




「え……？」

　とつぜんの言葉に私は春奈を見つめた。

（転校生？　仲いい？　どういうことなの。なんの話？）

　私には春奈がなにを言っているのか、まったくわからない。

　呆ぼう然ぜんとしていると、春奈が不安そうな声をだす。

「ヒカリ、もしかして日吉くんから聞いてないの？　日吉くんたちのクラスに転校生がきて、それがすごい美少女なんだけど日吉くんとしかろくにしゃべらないって話……」

「ええっ!?」

（なにそれ、ぜんぜん聞いてない！）

　おもわず大きな声を出してしまう。

　春奈が「あたしは彼氏に聞いたんだけど」とつけくわえた。

（知らなかった……）

　祐生からは、仲がいい子ができたなんて話はもちろん、転校生のことさえ聞いていない。

　そりゃ祐生の生活を全部知っているとは思ってないけど、それにしたってショックだ。

（だって、よりにもよって美人の転校生なんて！）

　気にならないわけがない！　ましてや三角関係トライアングル警報なんて出ている今はなおさらだ。

（こうなったら、転校生と祐生の関係を調べなきゃ──っ）

「ちょっとヒカリ？」と言う春奈を無視して、私は教室から駆かけ出した。




[image: 2-2　あやしいふたり]




　教室を出た私は、とにかく知り合いに聞いてまわった。

　中学のときの友達とか、おなじ図書委員の子とか、祐生の友達とか、いろんなひとに。

　転校生を知っているか？　どんなひとなのか？　祐生との関係は？

　結果、返ってきた答えは。




「ああ、Ｂ組の高たか星ぼし桜さくらさんでしょ？　めちゃめちゃ美人だよね！」

「前の学校は華京女子高だってさ。いわゆるお嬢じよう様さま学校。なんで転校したのかは知らない」

「誰ともしゃべらないから女子のあいだでも浮いてるみたい」

「友達いないっぽいよ。──あ、日吉とだけは仲いいけど。生徒会にも誘さそったらしいし」

「すげぇかわいいし告ってみたら、そっこー断られた！　好きなひとがいるんだってさー」




　……という、聞けば聞くほど不安が大きくなるものばかりだった。

　高星桜。美人で上品で知的らしい。しかも祐生とかなり仲がよい様子。

　正直言って、ライバルだとしたら強力すぎる。

（祐生が高星さんとつきあったらどうしよう。どうすればいいの？）

　あせる私に、図書委員の女子が告げた。




「高星さんなら、さっき日吉くんと情報科教室に行ったよ」

「！」

（ふたりきりで情報科教室!?）




　まずい。

　これは、かなりまずい。




（そんなの、いかにも告白しそうじゃない────！）




「天野さん？」と不ふ審しんそうな声をあげる女子を無視して、私は夢中で走り出した。
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　人込みをかきわけて、階段をのぼって。

　たどりついたのは廊ろう下かのつきあたりにある情報科教室だ。

　そっと扉とびらに近づくと、祐生の『えっ？』というとまどう声が情報科教室から聞こえてきた。

　なにがあったんだろう。気になって、さらに扉に近づく。

　盗ぬすみ聞きなんてだめだとわかっていても、つい耳をすましてしまう。

　続けて聞こえてきたのは、涼すずやかな女子の声。

『べつにわたしはいいわよ』

『でも高星さん』

　祐生が呼びかけるのが聞こえた。どうやら涼やかな声のぬしは噂の高星さんらしい。

『俺は無理にするようなものじゃないと思う』

『本気ならそれくらいするべきだわ。それとも遊びのつもりでわたしを誘ったのかしら？』

『そういうわけじゃないけど』

　困った様子の祐生と、つめよるような高星さん。

　聞こえてくるふたりの会話に、私の指先が冷たくなる。

（これは、どういう状じよう況きよう？）

　おそるおそる、扉に手をかける。

　高星さんの淡たん々たんとした声がひびいた。




『なら、かまわないじゃない。────キスくらい』




（な────）




　頭のなかが真っ白になる。




「ちょちょちょちょっと待ったーーーー！」




　気付けば反射的に叫さけんでいた。

　ばん！　といきおいよく扉を開ける。

　直後。




「あれ、ヒカリ？」

　きょとん、と、ふしぎそうな顔をする祐生と目が合って。




「誰だれ？」「どうしたんだ」「なにかあったの？」「用事かな」「だいじょうぶ？」




（えっ）




　祐生のまわりにいるたくさんのひとが、私を見ていた。
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（……ふたりきりじゃ、ない？）




　てっきり、祐生と高星さんは情報科教室にふたりきりなんだと思っていた。

　しかもキスをしようとしているんだ、と。

　だからあせって扉を開けたというのに、じっさいの情報科教室には祐生をふくめて生徒が十人ほど、おとなしく座っている。

　教きよう壇だんには背の高いきれいな女子生徒が立っていて、私をじっと見つめた。

　彼女の背後にあるホワイトボードには大きな文字が書かれている。

〝文化祭の生徒会出し物　会議〟。




（こ、これって、まさか）

　ひやり。

　背中に冷たいものが流れる。

　人生で最高に嫌いやな予感がする。

　だらだらと冷や汗あせを流していると、すみに座っていた男子生徒が立ち上がった。

　赤みがかった茶ちや髪ぱつの男子生徒は、つかつかと私の前まで歩いてくる。

　やがて。

　どこかで見たような冷ややかなまなざしが向けられた。




「いまは生徒会の会議中だ。なにか用か？」




（やっぱりいいいいいい）




　低い声とともに、茶髪の男子生徒が私の前に立ちはだかった。
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（まさか祐生と高星さんのふたりきりじゃなく、生徒会の会議だったなんて！）

　やっちゃった。やってしまった。

　祐生と高星さんがキスしようとしていると勘かん違ちがいしたあげく、生徒会の会議に乱入してしまうとか、私ってば最低すぎる！

（そういえば祐生はもともと生徒会メンバーだし、高星さんのことも生徒会に誘ったって誰かが言ってたんだ。なんでその可能性を思いつかなかったんだろう。あああ、私のばかー！）

　いてもたってもいられなくて、私は「すみません、失礼しました!!」と頭をさげる。

　そのまま逃にげようとすると。

「おい、ちょっと待て」

　茶髪の男子生徒が私を呼び止めた。




「用があったんだろう？　話は俺が聞く」

（ひえっ、どどどどうしよう）

　これは困った。だって話なんてないんだもの。

　祐生が「彼女は俺に用があったんだと思うので」と助け船を出そうとしてくれる。

　けど、茶髪男子は祐生の提案をことわった。

「日吉の知り合いなら、俺が代わりに聞いておく。日吉は会議に集中していろ」

「でも、秋あき月づき会長」

「いいから」

　祐生を強ごう引いんにだまらせて、秋月会長と呼ばれた茶髪男子が私を見下ろす。

　どうやら彼は生徒会長らしい。

　言われてみれば、生徒会長は秋月とかいう名前だった。

（でも、それ以外でもどこかで見たような……？）

　どこで見たんだっけ？　なかなか思い出せない。

　とまどっていると、秋月会長が「行くぞ」と私を廊下に連れだした。

　そのさい、秋月会長は壇上の女子生徒に声をかける。

「ちょっと俺は出るけど会議は続けていてくれ。人手が足りない件は考えておく」

「わかりました」

　秋月会長が女子生徒に告げた。

「よろしくな、高星」




（え──）




　ぱたん、と扉とびらが閉められた。
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（高星って、つまりさっき壇上にいた女子が高星桜さんなの!?　き、気になる……！）

　美人の転校生、高星桜。

　祐生と仲がいいと噂うわさで、私のライバルと思わしき女子。気にならないわけがない。

（とはいえ、まずは目の前の秋月会長だよね）

　私はあらためて、秋月会長にむきなおり頭をさげた。

「あの、会議中にとつぜん入っていっちゃって本当にすみませんでした」

「たしかにかなり迷めい惑わくだったな。はっきり言ってかるく軽けい蔑べつする」

（うっ）

　腕うでを組んだ秋月会長が私を見下ろす。

「高校生にもなってノックも確かく認にんもせず飛び込んでくるなんて恥はずかしくないのか？　今後はもうすこし落ち着いて行動したほうがいいぞ。あと叫ぶな。うるさかった」

「は、はい、そうですね……」

（秋月会長の言葉が厳しすぎてつらい……事実なんだけどさ）

　反省して「次からは気を付けます」と神しん妙みように言えば、秋月会長は「それならいい」とうなずいてくれた。ほっとひと安心だ。

「じゃあな。もう走ったり叫んだりするなよ」

「はい」




「…………」

「…………」




　説教を終えた秋月会長が、不ふ審しんげに私を見た。

「……帰らないのか？」

「……いえ、その」

　ちらり。私は情報科教室の扉を見た。

（あそこに今、祐生は高星さんといるんだよね）

　気になっているのはたったひとつ。




　結局、キスってなんのことだったの？　ってこと！




（あれが解決しないと気になって帰れないよ）

　できることなら、今すぐ盗ぬすみ聞きを再開したいくらいだ。

　とはいえ、そんなよこしまな気持ちを素す直なおに言うわけにもいかなくて、だまってチラチラと情報科教室の扉を見る。

　私の視線に気づいた秋月会長が首をかしげた。

「もしかして会議の様子が気になるのか？」

「う……っ、は、はい。すこし」

「ただの会議だぞ？」と秋月会長はふしぎそうに私を見る。

「まあそんなに気になるなら、ちょっとくらい見てもいいけど」

「いいんですか!?」

「ああ。ただし絶対に邪じや魔まするなよ」

　秋月会長が扉を細く開け、小声で説明をつけくわえてくれる。

「今日の議題はホワイトボードに書いてあるとおり、文化祭での生徒会の出し物だ。今年は劇の予定で、内容は白雪姫ひめ。主役兼けん監かん督とくが壇上にいる高星だ」
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　扉の隙すき間まから私がまず見たのは、壇上の女子生徒のこと。

（あれが高星さんか）

　すきとおるような白い肌はだ。すらりとした手足。さらさらと音がしそうなきれいな髪かみ。

　大きな瞳ひとみは長いまつげにふちどられている。ちょっと気が強そうな美少女だ。

（うわぁ、ほんとにかわいい子だな）

　見ているだけで、ため息がこぼれそうになる。

　ああいうひとはパンダのモコモコくつしたなんて履はかないんだろうし、ましてや幼なじみがキスしていると思い込んで会議に乱入したりもしないだろう。なんでも完かん璧ぺきにこなしそうだ。

「いかにも白雪姫って感じですね……」

　私が感想をこぼすと、秋月会長が冷たく返してくる。

「顔は関係ないだろ。高星は演劇部の経験があるから日吉がスカウトしてきただけだ」

「そうなんですか」

（祐生、スカウトなんてしてたんだ）

　私はそれも知らなかった。秋月会長がつけたすように言う。

「ちなみに王子役は日吉だぞ」

「ええ！　祐生が王子っ？」

「うるさい」

　大声を出すと、秋月会長ににらまれた。

　けど、しかたないと思う。

　だって祐生が王子なんて、はまり役すぎるもの！

（すごい楽しみになってきた！　……あれ、でも私、やっぱり祐生から何も聞いてないよね）

　なんで祐生はだまっていたんだろう。

　いつもの祐生なら恥ずかしがりながらも教えてくれそうな話なのに。

（そもそも、どうして祐生は高星さんのことを何も言わなかったの？）

　すくなくとも私たちは友達のはずなのに。

（……高星さんが特別だから？）




　祐生が何も話してくれていなかったことが気になって、胸のあたりがそわそわする。

　なにもかもが不安でしょうがない。

（そういえば、祐生が王子役で高星さんが白雪姫役ってことは、キスって劇のことかな）

　秋月会長に聞いてみると、秋月会長は「ああ」と、うなずいた。

「ほら、白雪姫って王子のキスで姫が生き返るとかそんな話だろ。高星はキスのふりをするんじゃなく、ちゃんと実際にキスしたほうがいいんじゃないかって言ってたんだ」

（そういうことだったんだ）

　祐生と高星さんのキス疑ぎ惑わくは、あくまで舞ぶ台たいの話だった。

　けど、それで私の心が晴れるわけじゃない。

「まぁそこまでする必要はないし止めるつもりだ」という秋月会長の声が耳を通りすぎる。




（やっぱり、高星さんは祐生が好きなのかも）




　だって好きでもなかったら、いくら演技とはいえキスなんてできないと思う。

　しかも高星さんは噂どおり、祐生と親しそうに話している。

（まさか、このままふたりはつきあっちゃうの？　そんな──）

　ふるえそうになる指先をにぎりしめたとき。

　秋月会長が「へぇ」と意地悪く目を細めた。




「おまえ、日吉と高星の仲が心配で見に来たのか」
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「ふぇっ!?」




　とっさに変な声がでた。

　秋月会長が「うるさい」と顔をしかめて、扉とびらをふたたび閉める。

　だけどそんなことにかまっていられない。

「な、なな、なんでそれを！」

　恥ずかしさのあまり声がうわずる。

　とたん、秋月会長は「やっぱりな」とつぶやいて。

　急に距きよ離りをつめてきた。

（……え？）




　とつぜん近づかれ、つい後ずさってしまう。

　背中に冷たい壁かべが当たるのがわかった。

　間近にせまった秋月会長と目が合う。

（秋月会長って、こんな顔してたんだ……）

　どうして壁かべ際ぎわに追いつめられているのかわからなくて、私はそんなことを考えてしまう。

　祐生と高星さんばっかり見ていたから、ちゃんと秋月会長の顔を見たのはこれが初めてだ。




　強気な表情がよく似合う、髪と同じ色をした切れ長の瞳。自信にみちた笑いかたをする唇くちびる。

　堂々とした立ち姿には、なんとなく圧あつ倒とうされる威い厳げんみたいなものさえ感じる。

　甘い雰ふん囲い気きの祐生とは正反対のタイプだ。

　見とれてしまいそうなほど、ととのった顔──。

（あっ、そうだ。この顔、どこかで見たと思ったら前に見かけたんだ）




　ふいに気付いた。

　私はこのひとを通学路で見たことがある。

　口くち喧げん嘩かをしていた女子生徒と男子生徒。恋れん愛あい予報が【雷かみなり】と【大雨】だったふたり。

『恋愛に興味はないし誰だれともつきあう気はない』とか言って、男子は女子を振ふっていた。

（秋月会長ってば、あのときの男子生徒なんだ──！）

　あのときの冷たい横顔とは違ちがい、みょうに楽しそうな顔で秋月会長がささやいた。




「日吉が好きなんだな」

「！」




　秋月会長の指し摘てきに、私の顔が一気に赤くなる。

　秋月会長が鼻で笑う気配があった。

「態度でばればれだ。おまえ、噓うそがつけないタイプだろ。素す直なおっていうか、なんていうか……いまどき幼よう稚ち園えん児じでも、もうちょっとうまくごまかすぞ。つくづく子供脳なんだな」

「子供脳!?」

「安心しろ、多少要領が悪い人生を送るかもしれないけど、噓つきよりよっぽど美徳だ」

（なんかひどいこと言われてる気がする！）

「ちなみに」と秋月会長に目をのぞきこまれ。

　拒きよ絶ぜつをゆるさない口調で問いかけられた。




「おまえ、名前と学年は？」

「へ？　えっと、１年の天野ヒカリですけど」

「部活は？」

「はいってません」

「委員会は？」

「図書委員です」

「図書委員だと文化祭の出し物は古本市だったな。役職は決まっているのか」

「えっ、午前に店番を……」

「なら、クラスの出し物は？」

「希望生徒のダイエット挑ちよう戦せん記録展示です」

「ああ、１Ｃのあれか。変な展示だよな。で、おまえの仕事は？」

「…………とくにありません」

　なにせ役職を決めるＨＲで、私は三角関係トライアングル警報に悩なやんで空気になっていたので。




　立て続けに変な質問をしてきた秋月会長は、満足したのか「ふんふん」とうなずいた。

「理想的な環かん境きようだな。しかもあつかいやすい」

　秋月会長のひとりごとが聞こえる。

（待って、なんか嫌いやな予感がする）

　できれば今すぐ、ここから逃にげ出したい。

　けれど私が何かをするより前に、秋月会長が口をひらいた。




「おまえ、生徒会の劇を手伝え」

「…………はい？」




　いったい何を言われたのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　そもそもどうしてとつぜん命令形なのか。




　まぬけな声をあげた私に、秋月会長は続ける。

「手伝うって言ってもたいしたことじゃない。雑用だ。部活に入ってなくて、クラスの出し物でもたいした役職についていないならちょうどいい。委員会のほうには言っておく」

「な、なんで私がっ？」

「たいていのやつがめんどくさそうだからと断ってきて人手不足なんだ。でも、おまえは日吉と高星がどうなるか気になるだろ？　手伝うことになれば近くで様子を探さぐれるぞ」

「………………」

「明日あしたから手伝いに来いよ。俺の手伝いとして指名しておく。ああ、おまえ、覚えてなさそうだから教えておいてやるけど、俺は生徒会長の秋月蓮れんだ。２Ａな」

「あの、受けるつもりはないんですが」

「ちなみに断るなら、おまえが何をしにきたのか日吉と高星にばらす」

「な!?」

　あっさりと言われて全身から血の気が引く。

　けど、目の前の秋月会長は本気のようだ。

（これ、まさか──……）




「……私、脅きよう迫はくされてます？」

「よくわかったな、そのとおりだ」

　にやり。

　秋月会長は本当にあくどい笑いをみせて。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんに言いきった。

「ちょうど手伝いが足りなくて困ってたんだ。よろしくな、盗み聞き女」




（こ、このひと、やっぱりひどい！　悪人だーーーー！！！）




　かくして私は秋月会長の強ごう引いんな手段によって生徒会を手伝う羽目になってしまったのだ……。
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「……というわけで、まぁとにかく生徒会を手伝うことになっちゃったんだよね」

「うっわ、ヒカリってば大変だったんだね……！」

　翌日の昼休み、私は図書館の受付カウンター内で春奈に昨日のことを説明していた。

　もちろん盗み聞きのことは大きな声では言えないから、ひそひそっとね。

　すると、春奈のとなりで受付業務をしていた男子が私に話しかけてきた。

「ねーねーごめん、ちょっと今話聞こえちゃったんだけど、天野さんも生徒会に入るんだ？」




　へらへら笑いながら声をかけてきたのは１Ｂの図書委員、村むら雨さめ守まもるくん。

　高星さんのことを聞いたとき、『すげぇかわいいし告ってみたら、そっこー断られた！　好きなひとがいるんだってさー』と答えてくれたひとだ。

　祐生とは同じクラスで、けっこう仲がいいほうだと聞いている。

　とつぜん声をかけられたことにとまどいつつ、私は村雨くんに軽くうなずいた。

「文化祭までの手伝いだけだよ。ちょっと生徒会長の秋月さんにたのまれて？」

「えっ、秋月会長？　大変だね。天野さんかわいそー！」

（かわいそう？　どういう意味だろう）

　村雨くんの言葉に首をひねっていると、となりにいた春奈が口をひらいた。

「ねぇ村雨、それってあの噂うわさのこと？　秋月会長はめちゃくちゃ性格が悪いとかっていう」

「そ、そんな噂があるの!?」

　春奈の言葉に私はおびえる。村雨くんが難しい顔をした。

「んー、俺は噂っての知らねーけど、日吉から聞くかぎり秋月会長って言いかたが厳しいらしいじゃん？　悪いひとじゃないっぽいし、日吉にとっては尊敬できる会長らしいけど、俺だったら怖こわそうでヤだなーって」

「なるほど。怖いのはたしかにちょっといやだね」

　村雨くんに同意する。それにしても祐生、秋月会長のこと尊敬してるんだ。意外。

　春奈が「あたしの聞いた噂ではさ」と説明をはじめた。

「たしかに秋月会長っていろいろ実績あるみたいなんだよね。学校側と交こう渉しようして制服を新しいデザインに変えてくれたり、あんまり目立たない部にも活動費をまわしてくれたりさ。ただ、めちゃくちゃ偉えらそうで感じ悪いって噂」

「へえ、秋月会長ってそんなふうに言われてるんだ」

　悪いけど、今のところ納なつ得とくしかしない。

（だって人の純じゆん粋すいな気持ちをもてあそんで弱みにつけこむようなひとなんだもの）

　まぁもちろん盗み聞きなんかした私が一番悪いんだけどね？　わかってるけどね？

　けど、やっぱり脅迫するなんて悪いひとだと思う！

（おかげで昨日は祐生にも疑われるし……）

　はぁ、と、私は昨日のことを思い出してため息をついた。
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　話はさかのぼって、昨日の帰り道。

　文化祭の出し物会議が終わったあと、心配してついてきた祐生と私はいっしょに帰ることにして、そのとき生徒会を手伝うことになったと明かしたのだ。

　とたん、祐生は「ヒカリが生徒会に!?」と目をまるくしてみせた。

「どうして？　俺が生徒会に勧かん誘ゆうされたときも、生徒会の活動してるときも、べつにヒカリはまったく興味持ってなかったよね。それなのに、なんで急に」

「いや、まぁ、なんていうか秋月会長に勧誘されて……」

　祐生に問いつめられ、しどろもどろに答える。

　本当は秋月会長に脅おどされたんだけど、事実は言えない。

「勧誘されただけでヒカリはうなずいたの？　もしかしてむりやりなんじゃ」

　祐生が疑いのまなざしを向けてくる。

　だからあわてて弁解した。

「私だってサービス精神？　ボランティア精神？　的なものはあるんだよ！　生徒会、忙いそがしいのに人が足りてないんでしょ？」

「そりゃ、人が足りないのは事実だし増えるのはありがたいよ。でも……」

　祐生が私の目をのぞきこむ。

（近っ！）

　透とう明めい感かんのある祐生の瞳ひとみが私を見つめた。

「秋月会長がヒカリを自分の手伝いに指名した、っていうのが引っかかるんだよね」

「そ、そうなの？」

「うん。役職を指定するなんて初めてのことだし」

　祐生の瞳が心配そうに揺ゆれていて、胸がしめつけられる。

　だけどだからこそ、私には気になることがあった。

（そんなにやさしいのに、どうして高星さんのことを教えてくれなかったの？）

　聞かずにいられなくて、私は「それより」と口をひらいた。

「祐生、転校生の高星さんって子と友達になったんだね」

　私が言ったとたん。

「！」

　祐生が、目を見開いた。




（……え？）

　祐生の視線がうろうろとさまよう。

「それは、えーと、う～ん……あの、高星さんのことはそのうちまた話すよ」

　動どう揺ようしているのはあきらかで、そのうえ何かを秘密にしているような言葉。

（祐生、絶対なにかごまかそうとしてる）

　幼なじみなんだから、それくらい分かる。

（なんで？）

　どうして祐生は高星さんとのことを話そうとしないのか。

　何を秘密にしているのか。

（どうしよう、すごく気になる。不安になる）

　心がもやもやして、心臓が縮んでいく気がする。

　聞きたくてしかたない。けどおなじくらい、聞いてしまうのが怖くて。




「とにかくヒカリ、生徒会で困ったことがあれば俺に相談してね！」

「えっ、う、うん」




　祐生があきらかに話を変えたから、私は何も聞けなかった。

　そのあとも、祐生は高星さんの話題を避さけつづけて。




　──結局、私は祐生に高星さんのことを何も聞けなかった。




（祐生は何をかくしてるんだろう？　……祐生にとって高星さんって、なに？）

　疑問は不安とあせりを呼び込んで。

　私は昨夜、よく眠ねむることができなかったのだった。
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　そんなこんなで、昨日の祐生との会話を考えたり、春奈と古本市の話をしたり、村雨くんが「俺も生徒会の手伝いしてみよーかなー」なんて言うのを聞いたりしながら昼休みを過ごし、五時間目の家庭科と六時間目の生物を終えたあと。

　放課後、私は秋月会長によって呼び出された。

　ととのっているけれど偉そうな秋月会長の顔を見て、早くもうんざりしてしまう。

「昨日の今日で、さっそくですか」

「俺は仕事が早い。ついてこい」

（べつにほめてないんだけどな）

　心のなかでだけつぶやき、私は秋月会長のあとを追って廊ろう下かを歩く。

　連れてこられたのは空き教室だった。

「はいるぞ」

　秋月会長が教室内の誰だれかに声をかけ、扉とびらを開ける。

　続いて入ると、教室のなかには一人しかいなかった。

（え……）




　さらさらと音がしそうなほどきれいな長い髪かみ。

　透明感のある白い肌はだと、長いまつげにふちどられた大きな瞳。

　神様が特別ていねいに造形したように、なにもかもが完かん璧ぺきな容姿の少女。

　教室のなかに座る彼女に秋月会長が声をかけた。

「待たせたな、高星」




（やっぱり高星さん！）

　あせる私を、秋月会長がふりかえった。

「高星、こいつが俺の手伝いとして新しく生徒会に入ることになった１Ｃの天野ヒカリ」

　どうやら秋月会長は私の名前もクラスも覚えていたらしい。すこし感心してしまう。

「で、天野、こっちは１Ｂの高星桜。文化祭で生徒会がおこなう出し物の担当」

　秋月会長に紹しよう介かいされた高星さんが私を見て、なぜかあわてたように椅い子すから立ち上がった。

「え、ええ、わたしが高星桜よ！」

　高星さんの声はうわずっている。まるで異常に緊きん張ちようしているみたいだ。

　もちろん私だって緊張している。

　なのに秋月会長は私たちの様子なんて気にせず、あっさりと言った。




「今日はおまえたちで、生徒会の劇『白雪姫ひめ』の宣伝チラシを作ってもらいたい。他ほかのやつは生徒会室で別の用事があるから、ふたりで力を合わせてがんばってくれ」




（ふたりで!?）

　気になっていた存在とふたりで作業をしなきゃいけないなんて、そんなの聞いてない！

　あせった私は秋月会長の腕うでをつかんで「どういうことですか！」と小声でうったえる。

　秋月会長が小声で返答した。

「高星のことが気になるんだろう？　なら敵情視察できてちょうどいいじゃないか」

「ええ……」

（だからって急にふたりきりにさせるとか、なんて意地悪なんだろう）

　言葉を失って秋月会長を見つめてしまう。秋月会長が眉まゆを寄せた。

「おまえ、俺が意地悪で言っていると思ってるだろ」

（うわ、ばれた。もしかして秋月会長って心が読めたりするのかな）

　私の顔を見て、秋月会長がさらに言葉を重ねた。

「今度は俺は心が読めるのかと疑ってるな」

「えっ、本当に心が読めるんですか!?」

　私に恋れん愛あい予報なんて変な力があるんだもの。心を読める力があってもおかしくない！

　だけど秋月会長は「はあ？」と顔をゆがめた。

「なにファンタジーなこと言ってるんだ。これだから子供脳は」

「……」

　秋月会長は本当に最低なひとだった。ひどい。私の純真な心をなんだと思ってるのか。

「じゃあ、せいぜいがんばれよ」

　短く言い残して秋月会長がさっさと教室から去っていく。

　残されたのは絶句する私と、なにやら緊張している高星さんの二人だけ。

　高星さんが深呼吸して私にむきなおった。

　かわいい瞳ひとみで私をきつくにらみつける。

「な、なによ、わたしと二人じゃ不満なのかしら？」

「えっ、いや、そんなことは」

「ならあきらめなさい！　今日はわたしといっしょにすごしてもらうわよ」

　堂々とした強気な態度に、私は「は、はい」とうなずくことしかできなかった。
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「秋月会長はふたりで力を合わせてって言ったけど、基本的にはわたしが指示させてもらうわ。わたしが劇の監かん督とくなんだから」

「あ、うん。よろしくお願いします」

　はりきった様子の高星さんに私は素す直なおにうなずく。

（……なんか、噂うわさによると高星さんって祐生以外とはしゃべらないって話だったのに、思ったよりちゃんと会話してくれるんだな）

　さすがに必要事じ項こうだし、ふたりきりだからだろうか。

　私がまじまじと高星さんを見つめると、高星さんは「ふん」と、きれいな髪を指で払はらった。

「今日はあなたに、わたしの実力を見せつけてあげるわ。そして──」

　高星さんは息を吸い、私をびしりと指さす。

「あなたに、わたしを認めさせてみせる！」

「えっ」

「わたしは本気よ。覚かく悟ごしていてちょうだい」

（……なんのこと？）

　言うだけ言って、高星さんは優ゆう雅がなしぐさで椅子に座る。

　私としては意味不明だ。ていうか、ちょっと怖こわい。

（なんか私、高星さんに敵視されてるよね？　なんで？）

　これはやっぱり、高星さんが祐生をめぐるライバルだからだろうか。

　頭をひねっていると、高星さんが説明をはじめたのであわてて私も席についた。




　高星さんによると、生徒会の劇といっても十五分ほどの短いものらしい。

　文化祭のあいだ、講堂ではいろんなクラスや部活がライブや合唱などの出し物を行う。

　それらの出し物の前座として、最初に生徒会が短い劇を行うそうなのだ。

　目的は生徒会のメンバーを覚えてもらうため、と、高星さんが教えてくれた。

「短いとはいえ劇をすれば、生徒会メンバーの顔も覚えてもらえるだろうって秋月会長の提案みたいよ。名前はわからなくても〝姫の人〟なんていうふうに」

　なるほど、言われてみればそうかもしれない。

（私も生徒会の人なんて覚えてなかったもんね。でも劇ならたしかに覚えられそう）

　そういえば春奈が言っていたっけ。

　秋月会長は制服を変へん更こうしたり、目立たない部活にも部費をまわすようにしてくれたとか。

（秋月会長って、意外にちゃんとすごいんだ）

　失礼なことを考えつつ、私と高星さんはチラシの図案について話しはじめた。




「じゃあ絶対に書かなきゃいけない情報は日時と場所、それから〝生徒会主しゆ催さい・白雪姫〟って言葉だけでいいんだよね？」

　私が聞くと、高星さんは首をたてに振ふった。

「ええ、ヒカリさんの言うとおりで十分よ」

「ヒカリさん!?」

　いきなり名前で呼ばれて目を見開いてしまう。高星さんはふしぎそうに小首をかしげた。

「不満かしら？　それともまちがっていた？　そんなことはないはずだけれど」

「いや、その、合ってるけど」

「そう、よかった。じゃあヒカリさん、あとはメインとなる絵ね」

「う、うん」

（呼びかた、決定なんだ）

　なかなか強ごう引いんである。堂々とした態度に『苗みよう字じで呼んでもらえる？』と言いだすことはできなくて、私は話をつづけた。

「えーと、まぁ白雪姫っぽい絵を描かいておけばいいんじゃない？　姫とか王子とかリンゴを」

「写真ではだめかしら？」

「印刷で見えにくくならないかな」

「ならネットからフリー素材のイラストをさがしてみるわ！」

「待って、そういうのは禁止されてるはずだよね？」

　高星さんがいきおいこんで言うので、冷静にひきとめる。

　文化祭の仕事を何もしていない私だけれど、春奈が女子テニス部のフランクフルト屋台用チラシで苦労していたから知っているのだ。

　高星さんが生徒会から発行された案内を見る。

　読みすすめるうちに高星さんの顔が青ざめていった。

「本当だわ。著作権者の許きよ諾だくを得ていない作品や転てん載さいは禁止って書いてある……」

「だから描くしかないよ。とりあえずそれぞれ描いてみようか」

「そ、それぞれ？」

　高星さんがととのった顔をひきつらせる。よくわからないけど、私はとにかくうなずいた。

「うん、恥はずかしいけど私、あんまり絵がうまくないんだよね。中学の美術も五段階評価でたいてい三だったし」

「そ、そう、三……。……十分じゃないの！」

　高星さんが小声でなにか言った気がしたけど、たぶん気のせいだろう。

　あるいは私に気を遣つかってくれたのか。

「とにかくおたがい描いてみて、良いほうを選ぶことにしない？」

「…………わかったわ」

　私の提案に高星さんは無表情でうなずいた。目が死んでるように見えたけど、まさかね。




　二人で下描きをはじめてから数十分。私と高星さんはずっと無言だ。

（どうしようかな）

　秋月会長が『敵情視察』と言っていたように、高星さんには聞きたいことがいろいろある。

（今のところいちおう会話できてるよね？　祐生以外とは全くしゃべらないのかと思ったけど、そこまでじゃないみたい）

　だからすこしくらい仕事と関係ないことを話してみてもいいと思う。

　心を決めて、私は高星さんに声をかけようとして。




（…………ん？）

　高星さんの下描きが目に入った。

（高星さん、なにを描こうとしてるんだろう）

　疑問に思ってしまったのも仕方ないと思う。

　なにせ、高星さんの筆の下には、足が四本のタコ？　のような、雪だるま？　のようなものがたくさんいたんだもの。うじゃうじゃと、五、六体。

（……宇宙人？）

　宇宙人のような謎なぞ物体に描かれた瞳は、なぜかまっくろな三日月形。狂きよう気きを感じる。

　高星さんは白雪姫ひめでなにを表現しようとしているんだろう。

（たしか高星さんって劇の監督でもあるんだよね。まさかホラーサスペンス系白雪姫？）

　だとしたら、ふつうのリンゴと、よく見る白雪姫っぽいシルエットを黒く塗ぬりつぶして影かげっぽく描いただけの私はかなり空気を読めていないことになる。

「あの」と声をかけると、高星さんが、びくっ！　と思いきり肩かたを揺ゆらした。

「高星さん、それは何を……？」

　おそるおそるたずねると。

「…………っ」

　高星さんの顔がみるみるうちに真っ赤になっていった。

　やがて、か細い声で言う。

「わ、わたし、絵画センスがゼロなのよ……っ」

（は？）




　私の沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、高星さんはあせったように、まくしたてはじめた。

「本当に絵が下手なの！　中学の美術なんて提出物を出したからなんとか赤点にならずに済んだだけで、先生に私がふざけているわけじゃないってわかってもらうのに、どれだけ苦労したか！　高校で美術がなくなってどれだけ嬉うれしかったか！」

「そ、そうなんだ」

「これだってわたしなりに必死で七人のこびとを描こうとしたのよ!?　かわいくしようと！」

「ああ、なるほど」

（七人のこびとだったのか）

　宇宙人なんて思ってしまって申し訳ないことをした。変なことを言うまえで良かった。

　高星さんの顔はもう完全に真っ赤だ。

「だから絵はいやなのよ……！　こんな恥ずかしい姿をさらす予定じゃなかったのにっ」

「えっと、むりやり描かせてごめん。あの、誰だれか絵のうまいひとに描いてもらおうか」

　苦手なことをやらせたうえ、恥ずかしい思いまでさせちゃって悪かったな。

　そう思って謝りつつ提案すると、なぜか高星さんはおどろいた顔で私を見た。




「あなた、笑わないのね」

「いや、おもしろいことがあれば笑うよ？」

　人を感情の欠けつ如じよした無表情人間みたいに言わないでもらいたい。

　たしかに高星さんとふたりきりになってから緊きん張ちようしっぱなしで笑ってないかもしれないけど。

　即そく答とうした私に、高星さんは「そういう意味じゃないわ」と答えて目をそらした。

　そのすきに私の描いた絵が目に入ったらしく、指をさしてくる。

「その、ヒカリさんが描いてくれたイラスト、いいと思うわ」

「えっ、めちゃくちゃふつうだけど？」

「わたしからすれば十二分に上手だし、センスもあると思うもの。これにしましょう」

　すぐさま決定して高星さんが清書するよう押し付けてくる。

「高星さんがいいならいいけど」

「もちろんよ。すてきな絵をありがとう」

　言ってから、高星さんがもじもじと小声で告げる。

「あの、ヒカリさん……、……最初は偉えらそうなことを言ってごめんなさい」

「ど、どうも」

　真顔でお礼と謝罪を言われ、なんとなくいたたまれない気持ちになってしまう。




（うーん、高星さんって見た目だけじゃなく、かわいくて良い子なんだな）

　最初の会話ではすこし怖こわかったし謎の敵視をされてたし、てっきり秋月会長みたいな偉そうな子なのかと思った。祐生以外とろくにしゃべらないって噂うわさにも警けい戒かいしていた。

（でも）

　たしかにちょっと口調は強気なところが多いけど、それだけだ。

　ちゃんと私とも話してくれるし、絵が下手で恥ずかしがる姿はちょっとかわいかった。

（しかも、いかにもふつうな私の絵をほめて、きっちりお礼まで言ってくれるんだもんね）

　かなり良い子なんじゃないだろうか？

（なんか、なおさら高星さんが祐生をどう思ってるのか気になってきた……！）

　あせるまま、私は高星さんに「あの、とつぜんなんだけど」と問いかけた。

「高星さんは好きなひととかいる？」

「そ、それは……っ」

　私の問いに、高星さんは不自然なくらい目を見開いた。

　やがて、恥ずかしそうに言う。

「……いるわ」

「！　それって」

　私が問いを重ねようとすると、高星さんが顔を上げた。




「わたしとあのひとのことが気になるのね」




（あのひと、って……祐生のこと!?　やっぱり高星さんは祐生が好きなの？）

　高星さんが私を見つめる。

「わたしと彼のこと、いつから知っていたの？」

「えっと、知っていたわけじゃないけど……」

「なら推測したってところかしら？　まぁあれだけ彼に近づけば、いちばん近くにいるあなたは気付くわよね」

「…………」
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　高星さんの言葉に私はだまりこむ。

　本当は最近まで高星さんの存在に気付かなかったから。

　高星さんが切々とうったえてきた。

「あなたにとっても彼が大事なひとだっていうのはわかってる。でも、わたしも本気なの」

「本気って、つまり」

「ええ」

　高星さんがうなずく。

　かわいい大きな瞳ひとみが、まっすぐに私を射ぬいた。




「わたしは彼とつきあいたいわ。あのひとの、恋こい人びとになりたい」

「……！」




　きっぱりとした言葉だった。

　今のは完全な宣戦布告だ。

（高星さんはやっぱり祐生のことが好きだったんだ……！）

　あの、と言おうとしたとき。

「お邪じや魔まします！　ヒカリ、いる？」

　教室の扉とびらがいきおいよく開かれた。
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「祐生!?」

　教室に入ってきた人ひと影かげを見ておどろいた。

　まさか話題の中心であった祐生本人が登場するとは思わなかった。

　祐生のうしろからは秋月会長までもが入ってくる。

「悪いな、日吉がどうしてもこっちに来たいってうるさくて」

「だってせっかくヒカリも生徒会に来てるんだし、いっしょに仕事してみたかったんです」

　困ったような顔をする秋月会長に、祐生はにこにこと答える。

（う、うーん、そんな純じゆん粋すいな笑え顔がおを向けられると何も言えなくなる……）

　本当はちょっと高星さんとの話を邪魔されて困っちゃったんだけど。

（まぁ大事な話は聞けたもんね。とにかく祐生には聞かれずに済んでよかった）

　高星さんも気にしていないみたいで、何もなかったように下描きをかくしている。

　気をとりなおした私に、祐生は持っていた紙かみ袋ぶくろをさしだしてきた。




「これ、さしいれにと思って焼いてきたんだ。チョコマフィンなんだけど食べてくれる？」

「えっ、嬉うれしい！　食べる食べる。みんなで食べよう？」

　初めての生徒会の仕事だし、しかも高星さんとだし、緊張しておなか減ってたんだよね。

　がさがさと紙袋を開けると、チョコレートの濃のう厚こうな香かおりがただよってくる。

「ヒカリはこれでよかった？」

　言いながら祐生がさしだしてきたのは紙パックの紅茶だ。私のお気に入り。

「うん、ありがとう。お金はらうね」

「今日はいいよ。はじめての仕事でお疲つかれのヒカリにさしいれだから。ね？」

　にこり。微笑ほほえむ祐生から、きらきらと光がさしているように見える。

（まぶしい……。祐生は本当にやさしすぎるよ）

　うしろから「日吉って菓か子しとか作れるのか！」という嬉しそうな秋月会長の声と「初耳です」と答える高星さんの声が聞こえてきた。

　さっきまでの緊張感は完全に消え去った。

　せっかくだから、祐生の焼いたチョコマフィンをみんなで楽しむことにする。




「これは……うまい……！」「日吉くんって本当になんでもできるのね」

　秋月会長が感動したように言い、高星さんが目をまるくする。

　ふたりともチョコマフィンに夢中だ。祐生の作るお菓子、本当においしいもんね。わかる。

　おいしそうにマフィンを頰ほお張ばるふたりを見ていると私まで嬉しくなってくる。

　もちろん私もいただき、祐生に「すごくおいしいよ、ありがとう」とお礼を言う。

　祐生はほめてもらえて照れくさいながらも嬉しいらしくて、ずっと笑顔だ。

「あ、そうだヒカリ。聞いたかもしれないけど、俺王子やるんだよ」

「そうだよね。うん、楽しみにしてるよ」

　うなずくと、祐生がぱっと顔をかがやかせた。

「ほんと？　ヒカリがそう言ってくれるなら俺すっごいがんばるよ！　期待してて」

　そう言って笑う祐生はいつもどおりで。

　だから私は予想していなかった。

　祐生と高星さんが、どんなふうに話すのかを。私たちの関係が変わっていっていることを。

　祐生が「ところで」と高星さんを見た。




「高星さん、ヒカリとはどうだった？」

（えっ、祐生ってば私の前でそれを高星さんに聞いちゃうの？）

　私のほうがあわててしまう。

　だけど高星さんは気にせず、ぷいっと視線をそらした。

「……べつに」

　顔をそむける高星さんに、祐生が悪戯いたずらっぽい笑顔をむける。

「どうせ高星さんのことだから、やたらと偉えらそうな態度とっちゃって後こう悔かいしたんでしょ？　俺の予想ではあれかな。認めさせてみせる、とか、わたしは完全無欠！　って言ったとか」

　祐生に図星をさされ、高星さんの顔がカッと赤くなる。

「ちょっと日吉くん!?　あなた、わたしを何だと思ってるの！」

「あはは、ごめん。でもそんなに外れてないでしょ？」

「それは……そうだけど！」

「むりに見み栄えを張らなくても、素すのままの高星さんをヒカリに見せればいいのに」

　赤くなってむくれた高星さんに、祐生が楽しげに笑いかける。

　それはとても自然で、本当に仲のいい様子で。




（え……）

　私は知らないうちに息をのんでいた。

　ごくりと喉のどが上下するのがわかる。

（このふたり、こんなに仲が良かったんだ……!?）

　考えてみれば、祐生と高星さんがしゃべっているようすを間近で見るのは初めてだ。




（いつのまに祐生は高星さんとそんなに仲良くなってたんだろう）

　ぜんぜん知らなかった。

　クラスが違ちがうんだから、ある程度はしかたないのかもしれないけど。

（高星さんは祐生とクラスもいっしょだし、生徒会でもいっしょだったから、きっと私の知らない祐生をいっぱい知ってるんだろうな）

　祐生も、高星さんのことをいろいろ知ってるようすだった。

（げんに、さっきだって高星さんの行動を正確に予測してたもんね）

　それだけでもふたりが親しいってことはあきらかだ。

（いいな……）

　その仲の良さが、うらやましい。

　今も、ぼんやりとしている私のまえで祐生と高星さんはじゃれあうように話しこんでいる。

（どうしよう。ふたりの会話に入っていけない）

　いっしょの机を囲んでいるのに疎そ外がい感をおぼえてしまう。

　ふたりが、あまりにもお似合いのカップルみたいに見えるから。

（しかも高星さんは祐生が好きなんだよね？）

　そんなの──……。

（…………見ているだけで、つらいよ）

　私の胸が、ぎゅっと痛くなる。




（これが、三角関係ってことなんだ）




　急に、そんなふうに実感した。

　私、祐生、高星さん。

　三人いるなかで、幸せになれるのは二人だけ。それが三角関係。

（じゃあ選ばれなかった一人はどうなるの？）

　考えただけで胸が苦しい。

（祐生は、誰だれを選ぶの？）

　答えは祐生にしかわからない。

（……こわい）

　告白することで答えが出てしまう。

　それが怖こわいと、初めて思った。

（だって、祐生と高星さんがつきあうところなんて見たくない）




　祐生と高星さんが仲良く話す姿を見るのが苦しくて。

　自分の考えに没ぼつ頭とうしていた私は気付かなかった。

　祐生と高星さんが「ヒカリはいい子だから高星さんの良さをちゃんと分かってくれるって言ったよね？」「そうね。わたしが思っていたより、ヒカリさんは素敵だった」「やっぱり！　だよね。俺もそう思う」なんて会話をしていたことにも。

　そして秋月会長が、私を心配そうに見ていたことにも。
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　マフィンを食べ終わったあと、私は考えを振ふり払はらうようにイラストの清書に集中した。

　できあがったイラストに高星さんが必要事じ項こうを書くことでチラシは完成。

　なんだかんだで遅おそくなり、お兄ちゃんから『迎むかえにいく』というメッセージが来たけれど、『俺が送るってアキラさんに伝えて』と祐生が言ってくれたので甘えることにした。

　このとき高星さんが妙みようにあわてていたけど、あれはきっと祐生に送ってもらえる私に嫉しつ妬としてたんじゃないかな。

　ちょっと申し訳ないけど、幼なじみの特権なので許してほしい。




（三角関係ってむずかしいな……）

　すっかり暗くなった空を見ながら考える。

　となりを歩く祐生が私の顔をのぞきこんできた。

「ヒカリ、悩なやみごと？」

「あ、ううん、えーと、チラシのイラストはあれで良かったかなって心配していただけ」

　とっさの私の言葉に、祐生は疑うそぶりも見せずに「ああ、なるほど」と納なつ得とくしてくれた。

「俺はもちろん、あれでいいと思うよ。シンプルで分かりやすいし」

「本当なら祐生の王子っぽさを主張したいところだったんだけどね」

　半分本気で言うと、祐生がぷっとふきだした。

「そんなのいらないよ。主役は姫ひめだし、出番が多いのは女王とこびとだしね。俺なんてラストに出てくるだけなんだよ？」

「でも王子は、きらきらした衣装とかつけるんじゃないの？」

「まさか。衣装なんててきとうだよ。使い古しのシーツでマントを作る予定なんだから」

「それちょっとかっこわるいね!?」

「ふふ、笑えるでしょ？　姫も女王もふつうのワンピースですませるらしいよ。秋月会長は鏡の役だから、アルミホイルで作った鏡を持つんだって」

「学芸会レベル!?」

「うん、そんなかんじ」

　あはは、と祐生が笑った。




　日が暮れた道路は人通りがすくない。祐生は自然と車道側を歩いてくれる。

　まるで私を守るみたいに。

（……こういうの、なんだかひさしぶりかも）

　祐生とどうでもいい話をして笑いあって、ふたりきりで歩いて。

　嬉うれしいな、と思ったとき、祐生がふと口を開いた。

「こういうの、ひさしぶりでいいよね」

「え？」

　自分の心をのぞかれたみたいで振り向くと、幸せそうな笑えみを浮うかべる祐生がいた。

「だってほら、最近あんまりヒカリとゆっくり話せなかったでしょ？　しかも急に秋月会長の勧かん誘ゆうで生徒会に入るとか言うしさ。正直、気が気じゃなかったんだよね」

「勧誘がどうかしたの？」

「いや、なんていうか、ヒカリってば俺の知らないあいだに、いつのまに秋月会長と仲良くなったんだろうとか思ってさ……ちょっとさみしかったっていうか」

「さみしい!?」

　おどろいて声が大きくなってしまう。

「いやヒカリ、そこ拾わないでよ！」

　祐生が顔を赤くした。

「だって祐生がそんなこと言うの初めてだから、おどろいて」

　私が言うと、祐生は赤い顔のまま、すねたように目をそらす。

「さみしいものは、さみしいじゃん。なんかヒカリが遠くにいっちゃうみたいな気がしてさ」

（ええっ？）

　心のなかで声をあげてしまう。正直、それは私のせりふだよね。

　なにせ祐生こそ、私の知らないあいだに高星さんと仲良くなってるんだから。

　だけど祐生はぼそぼそと言ったあと、「あぁもう俺なに言ってんだろ！　恥はずかしい！」と顔をかくしてしまう。耳まで赤くなっているのが丸見えだ。

　祐生は照れかくしをするように「とにかく」と声をはりあげた。

「俺はこうしてヒカリといっしょにゆっくり帰ってるのが楽しいの！　だから生徒会に入ってくれたのだって、ほんとは嬉しいし」

「……私も」

「え？」

　今度は祐生がおどろいた顔をする。

　そんな祐生に、ささやくように告げた。

「私も、祐生とゆっくり帰れて嬉しい」

　恥ずかしい気持ちをおさえて言う。自分の顔が熱くなっているのがわかる。

　きっと祐生も、私の顔が赤くなっているのがわかったんだと思う。

　祐生はほんのすこし照れたように沈ちん黙もくしてから「……そっか！」と嬉しそうに笑った。




　もしかしたら、今こそ告白するチャンスなのかもしれない。

　だけど私はこの時間を壊こわしてしまうのが怖くて、くだらない会話をつづける。

　どうせ告白は三角関係トライアングル警報で邪じや魔まされる可能性もあるしね。




「そういえばヒカリ、駅裏に新しいカフェできたの知ってる？」

「ああ、春奈が行きたいって言ってたところね。気になってるんだ。祐生、行ったの？」

「うん、生徒会のみんなでね。かなり良かったよ。俺好みのコーヒーだった。秋月会長がパンケーキを絶賛してたかな」

「祐生はコーヒー好きだもんね。秋月会長はケーキ好きなの？　マフィンも喜んでたけど」

「秋月会長は甘いものが好きなんだよ。とくに子供っぽい食べ物が好きみたい。コーヒーも砂糖とミルクを大量に入れないと飲めないしね」

「へぇ、意外。いかにもブラックコーヒー飲んでそうなのに」

「はは、だよね。俺もそう言ったら本人すごい恥ずかしがって無言になったよ」

「なにそれ、恥ずかしがらなくてもいいのにね」

　ぶはっ、と笑いながら二人ぶんの足音をひびかせる。

　なつかしくて安心できる、たのしい時間。




（────ああ、やっぱり祐生が好きだな）




　ふと、そんなことを思う。

　なんでもない時間がこんなにも楽しいのは相手が祐生だからだ。

　つまんない会話なのにずっと続けばいいと思ってしまうのは、好きだから。




　好きで、好きで、どうしようもないくらいに好きだから。




（高星さん、ごめんね）

　心のなかで謝る。

（私は祐生のこと、ゆずれない。あきらめられない）
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　高星さんはいい子だと思う。魅み力りよく的だと思う。祐生とも仲がよさそうだった。

（でも私だって祐生が好きなんだもん）




「文化祭までにヒカリもいっしょにそのカフェ行こうよ。秋月会長とかも誘さそってもいいし」

「うん、行ってみたい」




　ちいさいときのように、私と祐生は顔を見合わせて笑いあった。




[image: 3-4　日吉祐生の主張]




　週が明けた月曜日の放課後。

　天野ヒカリが秋月蓮とともに書類整理をしているあいだ、日吉祐生をふくむ生徒会の男子数人は木工室に来ていた。文化祭の看板を製作するためだ。

　副会長の柊ひいらぎ清せい司じが眼鏡をかけなおして設計図を確かく認にんする。

「俺たちは木材を切っていくから、日吉たちはできているぶんを組み合わせはじめてくれ」

「わかりました。村雨、俺が釘くぎ打ちするから押さえておいてよ」

　柊の言葉に祐生はうなずき、助すけっ人ととして連れてきた同級生、村雨守と声をかわす。

「おっけー！　まちがって俺の手打つなよー」

「そういうこと言われると失敗しそうになるよね」

「こわっ。いや、俺は日吉を信じてるからな。おまえなら何でもできる！」

「買いかぶりなんだけどなぁ」

　柊たちがノコギリで木材を切る音、祐生がベニヤ板を釘で打ち付けていく音がひびく。

　祐生がこまめに釘の位置を確認していると、村雨から声をかけられる。




「ところで日吉、最近なんだか嬉うれしそうだよな」

　村雨の言葉に祐生が顔を上げた。

「えっ、わかる？」

「わかるっつの。すっげーにやにやしてるもん」

「あはは、うん、じつはヒカリが生徒会に入ってくれたの、じみに嬉しくてさ」

　祐生は釘打ちの手をとめ、ふにゃふにゃと表情をゆるませて語りだす。

「最初はなんで秋月会長の言いなりに？　って疑問に思ったけど、やっぱりヒカリといっしょに登校できたり、いっしょに生徒会の仕事したり、ふたりきりで帰れたりするの楽しいんだ。ヒカリを勧誘してくれた秋月会長に感謝だよ。毎日がすっごく楽しい」

「はー。それでそんなに喜んでんのかよ。犬か。忠犬か」

「村雨が教えてくれた駅裏の新しいカフェにも、こんどいっしょに行こうって話してるんだ」

「デートの約束まで！　くっそ、幸せなやつめ」

　幸せそうな祐生に村雨が毒づく。

　とたん、祐生がきょとんと目をまるくした。

「デート？」

「デートだろ。天野さんと日吉のデート」

　村雨が冷静に指し摘てきする。祐生がカッと顔を赤らめた。

「いや、ちがうよ！　俺とヒカリはそういう関係じゃないしっ」

「はぁ？　なにをいまさら」

「本当だって！　俺たちはただの幼なじみで友達！」

　顔を赤くして必死に祐生がうったえる。村雨が疑わしげな目を向けた。

「ふーん。日吉は天野さんのこと、なんとも思ってねーの？」

「ヒ、ヒカリは大事ないちばんの友達だよ。そんなふうに考えたこともないし……」

　頰ほおを赤らめたまま、祐生は村雨から視線をそらす。

　照れているのはあきらかだ。

「ならさ、俺が天野さんにつきあってー、って言うのはあり？」

「ない」

「即そく答とうかよ！」

　祐生が一いつ瞬しゆんにして表情の消えた顔で村雨を見る。

「あのさ村雨、村雨ってこないだ高星さんにフラれたばっかりでしょ？　そんな軽いやつにヒカリをわたすわけないじゃん。ヒカリにふさわしくない」

「えっ、それ、おまえが決めることなの？　父親気取りか」

「ヒカリに変なことしたら痛い目に遭あわせるからね」

　金かな槌づちを持ちながら言う祐生には迫はく力りよくがある。村雨が「わかったよー」とため息をついた。




「なんかさー、日吉ってあれだよな。無自覚っぽそう」

「うん？」

　祐生が首をかしげる。

　ちょうどそこに柊が「新しいぶんだ」と切り終えた木材を持ってきたので、話はそこで切り上げられた。

　柊に礼を言い、けがをしないよう真しん剣けんに釘を打ちながら祐生は考える。

（ヒカリとデートって、そりゃ楽しそうだけど……いやいや、そんなの変だろ。うん、変！）

　だってヒカリは大事な友達なのだ。想像しただけで赤くなる頰には気づかないふりをした。







[image: ４章　急接近（文化祭まで　あと８日！）]




[image: 4-1　悪魔な生徒会長]




　私が生徒会に入れられてから一週間ほどが経過した。今日は十月二十一日、土曜日だ。

（なんだかんだいって、けっこう慣れちゃえるものなんだなぁ）

　最初は最悪と思っていたけど、やってみると案外楽しかった。

　お兄ちゃんは「がんばってる妹にごほうび」と棒付き飴あめを大量にくれたくらいだ。文化祭にも来てくれるらしい。

　秋月会長にこき使われつつも、祐生といっしょに帰ったりできるのは嬉しかったし、高星さんとも少しずつ仲良くなれている。それがいいことか悪いことかは分からないけどね。

　高星さんとはあれ以来、〝好きなひと〟については話していない。
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「天野、いるか？」

　土曜日さいごの授業である数学Ａのノートをしまっていると、教室の扉とびらのほうから秋月会長の声が聞こえてきた。

　となりの席の春奈が「ヒカリ、今日も生徒会なわけ？　忙いそがしそうだね」と同情の声をあげる。

「そういう春奈はテニス部は？」

「今日はうちも文化祭の準備かな。ちなみに明日あしたは彼氏とデートだ！」

　嬉しそうな春奈の顔はきらきらしていてかわいい。デート、いいよね。

（私も祐生とデートとかしたいな）

　幼なじみとして二人で出かけたことはあるけど、デートってまた別だもの。

　そんなことを考えながら帰る支し度たくをして秋月会長のもとへ行く。

「遅おそい。今日は忙しいんだぞ」

　叱しかられてしまったけど、秋月会長の口が悪いのには慣れたから平気だ。

　秋月会長だって私をこき使うのに慣れたんだから、おたがいさまだよね。




「今日は劇に必要なものの買い出し組と、文化祭会議組と、看板製作組に分かれてもらう」

　生徒会室で昼食を食べながら、秋月会長がみんなに今日の予定を発表した。

「看板のほうは俺が引き続きやる」と言ったのは副会長の２Ａ、柊先せん輩ぱい。

　柊先輩が眼鏡をいじりながら言う。

「このスケジュールなら看板の製作も安心してすすめられる。今年の文化祭は秋月のおかげで余よ裕ゆうがあるから、去年とか一昨年おととしみたいな失敗もなさそうだし」

「柊、たのんだ。会議は１年を入れておきたいから日吉と俺だな」

　ちなみに生徒会の１年は、祐生と高星さんと私しかいない。

「買い出しのほうは高星と……そうだな、天野に任せる。ほかは全員、看板の製作で」

　秋月会長の言葉に全員が納なつ得とくした。

　ところが祐生が手をあげる。

「待ってください、秋月会長。買い出しは荷物が増えるでしょう。俺がヒカリと行きますよ。会議は高星さんに出てもらえばいいし」

「えっ」「ええ……」

　祐生の提案に私がおどろき、高星さんがいやそうな顔をする。

（私としては祐生とふたりで買い物に行けるなら嬉しいけど……）

　しかし秋月会長があっさり首を横に振ふった。

「それはだめだ。舞ぶ台たい監かん督とくの高星でないとわからないことがあるかもしれないだろ？」

「……」

　祐生がだまりこむ。たしかに秋月会長の言葉は正しい。

「まぁ荷物が増えると困るのは事実か」

　秋月会長がつぶやき、私に視線を向けた。

「じゃあ買い出しは高星と日吉。天野は俺と会議に出ろ」

（ええっ、嫌いやだ！）

　叫さけびたかったけど、秋月会長はとっとと決定してしまっていて。

「うーん……」と、なんとなく複雑そうな祐生や、無表情の高星さん、絶望する私を置いて、秋月会長は「じゃあ一時まで解散な」と立ち去ってしまったのだった……。
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　数十分後、私は会議の書記として秋月会長のとなりでチョークをにぎっていた。

　今日は飲食屋台の片づけ担当を割り振る会議らしい。

　しかし飲食の屋台を出す各クラブの代表たちはただいま口論中だ。

　できるかぎり楽な仕事をしたい代表たちが秋月会長の割り振った担当に反論しまくった結果、話し合いで解決することになって今の混乱状態がある。

　弓きゆう道どう部部長が「うちは人数が少ないんだから」と言い、男子テニス部主将が「いちばんいい場所をとってるのはバスケ部だろう」と主張している。

（せっかく祐生と二人で行けるかと思ったのに、秋月会長と会議とか……）

　正直、天国と地じ獄ごくくらいの差があると思う。

（しかも祐生と高星さんが二人で買い出ししてるかと思うと、すごくもやもやする）

　だってふたりきりで買い物って、もうデートじゃない？　デートだよ！

（ああ～、気になる。めちゃくちゃ気になる！）

　暗い顔で思いつめていると、秋月会長があきれたように小声で話しかけてきた。

「おまえ、そんなに日吉たちが気になるのか？」

「それは、まあ」

　あいまいにうなずくと、秋月会長はすこし疲つかれたような笑えみをうかべた。

　たぶん、各クラブの代表が長々と担当の押し付け合いをしているから疲れているんだろう。

「なら、この会議が早く終わったら日吉たちのほうに合流していいぞ。……早く終わればの話だけどな」

「本当ですか!?」

　そう言われればがんばるしかない！

　急にやる気が出てきた私は、不毛な争いを続ける各代表をにらみつける。

（これはやっちゃいけないと思ってたけど、背に腹は代えられない！）

　覚かく悟ごを決めて口をひらいた。

「──弓道部は清せい掃そうを担当してはいかがでしょう？」




「いや、だから人数が」

「ですよね。というわけで、人数が少ないので、女子テニス部といっしょにどうです？」

　反論しようとした弓道部部長の声をさえぎるように私は提案した。

「へっ」「え、女テニうちはべつにいいけど」

　弓道部部長の顔が赤くなった。女子テニス部の代表は軽い返事だ。

「じょ、女テニがいいなら、うちの部もべつに……」なんて弓道部部長が嬉うれしそうな顔をする。

（ふふ、ですよね）

　気分を良くして、さらに私は視線をめぐらせる。

「バスケ部と柔じゆう道どう部と水泳部でテントの解体をお願いできませんか？」

「まぁ柔道部と水泳部がいっしょならいいかな」「どこでもいい」「俺も」

「じゃあさっそく三人で話し合ってもらえますか。雑談していてもらっても構いませんので」

　私の言葉でバスケ部主将と柔道部主将と水泳部主将が近付く。

　どことなく落ち込んだ顔をしていた三人が、なぜか「文化祭の花火は罪。クリスマスとバレンタインとともに滅ほろびればいい」という話題で盛り上がりはじめていた。

（うんうん、いい感じ）

　三人の様子に安心して、私は残った代表者である男子テニス部主将とサッカー部代表の女子マネージャーを見た。

（よし、これはこっちだな）

　ちらちらと男子テニス部主将を見る女子マネージャーに話しかける。

「と、いうことで、備品返へん却きやくはサッカー部と男子テニス部にお願いしようと思うんですが、どうでしょう？」

　男子テニス部の主将が「俺は清掃のほうが」と言いかけたけど、それより早く女子マネージャーが「わかりました！　私もそれがいいと思ってたんです!!」と即そく答とうした。

　結果。

　あっというまに、さっきまでもめていたはずの役割分担が完成したのだった。




　秋月会長が私のとなりでおどろいた顔をしている。

　ちょっと心苦しい。

　だって、タネは簡単。




（ごめんなさい、みなさんの〝恋れん愛あい予報〟を見ちゃいました……！）




　すべて、恋愛予報を見た結果だった。




　弓道部の部長の恋愛予報は【くもり　のち　晴れ】。

　しかも春奈から弓道部部長が女子テニス部の練習をやたら見に来るって話を聞いてたから、きっと女子テニス部といっしょなら【晴れ】になると予測したんだよね。予想通り。

　さらにバスケ部主将と柔道部主将と水泳部主将は、全員恋愛予報が【豪ごう雨う】だった。

　きっと三人とも最近手ひどい失しつ恋れんをしたんだろう。

　そんなときに新しい出会いもありだとは思うけど、人数的にちょうど良かったんで私の独断により失恋の痛みを分かち合う同盟を作ってもらうことにした。

　ありがたいことに三人は気が合った様子。思おも惑わく通り。

　そしてサッカー部の女子マネージャー。彼女が会議のはじまりから、ずっと男子テニス部の主将を見ていたことには気づいていた。私も恋こいする乙女おとめだからね、同志はわかるよ！

　そんな女子マネージャーの恋愛予報は【晴れ】。

　ついでに男子テニス部主将の恋愛予報は【くもり　時々　晴れ】。

　女子マネージャーの恋は脈ありなんだろう。ここはぜひ彼女を応おう援えんしたい。

　背を押すような提案をしてみれば、女子マネージャーは全力で乗ってくれた。想定通り。




（結局、仕事って人間関係が大事だと思うんだよね）

　もちろん適正な仕事量かどうか、とかもあると思うけど、今回はどの担当もそれなりに負担があるものだったし。

　すこしの不公平感はあるかもしれないけど、それ以上の利益があればがんばれると思う。

　今回は、好きなひとといっしょに作業できるとか、そういう利益を私が提案できた。

　恋愛予報のおかげでね。

（ま、こんなに都合よく好きな相手がいたり、恋愛予報が似てたりすることは少ないけど、たまには役に立ったかも）

　私はにこにこ顔で秋月会長を見た。

「秋月会長、決定したし、会議はもう終しゆう了りようでいいですよね」

「あ、ああ」

「じゃあ私、買い出しに合流しますね！　みなさん、お疲れさまでした」

「！　おい……」

　私はさわやかな笑顔を各部の代表たちにむけ、教室をあとにした。
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「待て、天野！」

「はい？　なんでしょう」

　校舎の一階エントランスで秋月会長に声をかけられ、私はふりかえる。

　見れば、私をあわてて追ってきたらしい秋月会長がすこし呼吸を荒あらくしていた。

　赤みがかった茶色の髪かみが乱れている。

　秋月会長は私を見て、すこし照れたように視線をそらした。

「さっきの……助かった」

「会議のことですか？」

「ああ。まさかあんなに簡単にみんながうなずくと思わなかった。俺の指定にはさんざん文句を言っていたのに」

　秋月会長がすこし暗い顔をする。

　恋愛予報っていうズルをした身としてはちょっとあわててしまう。

「いやいや、さっきのはなんていうか、たまたまみなさんの気持ちがわかったからですよ！」

「……たしかに、俺は人情の機き微びにうといところがあるからな」

　ひとの気持ちを斟しん酌しやくできない、なんて難しいことを言って秋月会長が苦く笑しようした。

　その表情に、私はあれ？　と首をひねった。

　さみしそうな笑みは秋月会長によく似合っていて、見とれそうになってしまったから。




（秋月会長って、こんな謙けん虚きよなひとだったっけ？　いつもはもっと偉えらそうなのに）

　なのに落ち込むようなそぶりを見せられると、どうしていいのかわからなくなる。

（そういえばこのひと、生徒会の仕事に関してはめちゃくちゃ真しん剣けんだからかも）

　春奈も以前に仕事ぶりは褒ほめていたし、祐生や村雨くんも敬意を払はらってる感じだ。

　さっきも柊先せん輩ぱいが『今年は秋月のおかげでスケジュールに余よ裕ゆうがある』とか言ってたし。

　そもそも私を脅おどしてきたのも、生徒会の仕事に人手が足りないからだ。

（なんか……本当にまじめなんだな）

　秋月会長が私を見て眉まゆをさげた。

「おまえくらいわかりやすかったら楽なんだけどな」

「それ、バカにしてますよね？」

「本気だよ。ちょっと──……見直した。おまえのこと」

（えっ？）




「おまえに興味がわいた」

「はい!?」

　低い声で秋月会長がささやく。

　秋月会長のととのった顔が間近に見える。

　まっすぐな茶色い瞳ひとみが私をとらえた。

（な、近い……！）

　息がつまる。

　ふるえそうになる。

（こんなふうに男の人に近づかれるのなんて、初めてなんだもの）

　広い肩かた幅はばは秋月会長が異性だと強く感じさせるもので。

（家族でも幼なじみでもないのに）

　私を見つめる秋月会長の視線は、怖こわいくらいに強くて。

「天野」

　私の腕うでがひきよせられる。

（もうだめ、これ以上こんな距きよ離り感かんにも緊きん張ちよう感かんにも耐たえられない！）




「おまえ、なんであんなふうに人の気持ちがわかったんだ？」

「ご、ごめんなさい！　恋愛予報でズルしただけなんです────！」




　ぎゅっと目をつむり、私は逃にげるようにして叫さけんでいた。
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「……恋れん愛あい予報？」

　秋月会長がきれいな瞳をまるくして私を見ている。

（そりゃそういう反応だよね）

　いきなり恋愛予報なんて言われても意味不明だろう。

「どういうことだ？　説明しろ」と秋月会長にうながされ、私はもうあきらめに近い気持ちで本当のところを打ち明けることにした。

　秋月会長をごまかせる気がしなかったからだ。

（祐生以外には秘密だったのに、まさか秋月会長に話すことになるなんて……）

　人生って何があるかわからない。

（まぁでもどうせ話したところで信じないよね）

　そう思っていたのだけれど。




「なるほど。おまえ、そんな力があったのか」




　私が〝恋愛予報〟の力について説明すると、秋月会長は納なつ得とくした、とうなずいてみせた。

「えっ、あの、信じたんですか？」

「なんだ、噓うそなのか？」

「いやいや、本当のことですよ！」

　あわてて言うと、秋月会長が満足そうに腕を組んだ。

「だろうな。おまえが噓を言うとは思えない」

　きっぱりと言う姿には、私を疑う様子なんてすこしも無い。

（本当に信じてくれたんだ……）




　意外だった。

（だって秋月会長なら、ファンタジーとか子供脳とか言うと思ってたのに）

　秋月会長を見上げると、いつのまにか私から一歩引いていて。

「なんにせよ今回は助かった」と、会議でのことを感謝してくれている。

「もちろん、おまえのその力のことは誰だれにも言わないから安心しろ」

「そう、ですか」

　秋月会長の表情からは、疑う様子だけじゃなく、変なものを見るような視線や、バカにする気配も感じない。かといって、ネタにして遊ぼうって雰ふん囲い気きも無い。

　まるで私の得意科目を聞いただけ、みたいな顔をしている。

（なんか……これって、ちょっと嬉うれしいかも）

　ほわほわと私の胸のあたりが温かくなる。

　ミキちゃんとも祐生とも違ちがう、秋月会長の反応が心地ここちいい。

　もちろん、この一件だけで秋月会長のこれまでのひどい言動すべてを許すってわけじゃないし、今でも秋月会長がいいひととは思えないけど。

（だけど……）




　無言で見つめていると、秋月会長が声をかけてくる。

「ところで、日吉たちのことを追いかけるんだろう？　俺もいっしょに行こう」

「えっ、なんでですか」

「おまえは問題を起こしそうだからな。前みたいにノックもなしに変なところに突とつ入にゆうしたり、まわりの迷めい惑わくも考えずに叫んだりされると困る。学校の恥はじだ」

「秋月会長って本当に口が悪いですよね」

「ただの事実だ。ほら、早く行くぞ」

　言いながら、秋月会長はすたすたと校門に向かう。

　秋月会長は急いで来たからか、手にはケータイしか持っていなかった。

　きっと買い出しのあと、また学校にもどってくるんだろう。

（もしかして私のこと心配してついてきてくれてるのかな）

　ふと、そんなふうに考える。

　まさかね、とは思いつつ。

（だけど……秋月会長は案外、悪いひとじゃないみたい）

　秋月会長を見る目が変わった自分に気付いていた。
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　近道をしようと言う秋月会長にしたがい、裏門から行くことにした私たち。

　さすが生徒会長をやっているだけあって、校内の道をよく知っているみたいだ。

　まぁ帰宅部で１年生の私と比べるほうがまちがっているのかもしれないけど。

「こっちだ」「はい」

　言われるまま、校舎の陰かげを通っていると。

　すこしだけ開いた窓から、廊ろう下かでの話し声が聞こえてきた。




「──そもそもさぁ、なんで秋月って２年のくせにあんなに偉えらそうなんだよ」




　秋月会長の、陰口だった。




（えっ、ど、どうしよう。たしかに秋月会長は偉そうなひとだし同感なんだけど）

　動どう揺ようする私の前で、秋月会長は気にした様子もなく歩いていく。

　窓からは、さらに会話が聞こえてきた。




「ほんとそれな。カンニングくらいでガタガタ言いやがってよ」

「教師だけじゃなく親にまで言われたんだぜ。なんだよ停学って。あいつのいる生徒会とやらも似たようなことしてんじゃねーのって話だよ」

「言えてる。教師も教師だよな。なんで秋月の言いなりなんだよ。生徒会長で成績良くて顔もいいとか、逆にうさんくさいっつの」

「まじ最悪。あれがカッコいいとか言う女ほんとキモイ」

「まぁいいじゃん、停学っていってもサボれると思えばさ」

「ははっ、言えてる」




（はあ!?）

　耳に入ってきた内容に私は目を剝むいた。

　なに、それ。全力でつっこみを入れたい。

（どう考えてもあんたたちの自じ業ごう自じ得とくじゃない!!）

　しかも生徒会のひとたちはカンニングなんてぜったいしていない。

　祐生はするわけないし、秋月会長だってまじめな性格みたいだし、やるとは思えない。

　さらに顔がいいとか、うさんくさいとか、秋月会長をかっこいいと思う女子がキモイとか、後半ほとんど嫉しつ妬とでしょ！

（だめだ、聞いてるだけで腹が立ってくる）

　むかむかして一言いわずにいられない。だから私が立ち止まろうとすると。




「天野、やめろ」

「！」

　いつのまに私のほうを振ふり返っていたのか、秋月会長が私の手をつかんでいた。

　そのまま、秋月会長は私を連れて裏門のほうに進んでしまう。

　バカな会話をしていた生徒たちのいた廊下は、どんどん見えなくなってしまって。

「な、なんで止めるんですか、秋月会長？　あんなこと言われて、むかつかないんですか！」

　私が言うと、秋月会長がようやく立ち止まった。

　だけど秋月会長は私のほうを見ないまま答える。

「べつに」

「でも」

「おまえも聞いていてわかっただろ。相手をするほどのやつらじゃない。それに──」

　秋月会長が遠くを見たまま、つぶやいた。

「こんなことは慣れてる」




（……え）

　冷たい風が吹ふいて落ち葉がカサカサと音を立てる。

　グラウンドのほうから野球部が練習する声が聞こえてきた。

「文句を言われるのも俺の仕事のうちだ。ああいうふうに思われることもあるとわかったのは収しゆう穫かくだしな。勉強になる。さすがに顔を変えたり成績をわざと落としたりはできないが」

「そんな」

「すべての人間に好かれるなんて不可能だろ。だからいいんだ」

　平へい淡たんな口調で言って、秋月会長は「行くぞ」とふたたび歩きはじめる。

　だけど。

（本当にそれでいいの？）




　なんだか歯がゆかった。

　たしかに誰だれからも好かれるのなんて無理だし、秋月会長の言うとおり相手をするほどのひとじゃない。きっと時間のむだだ。

（だから、あのひとたちのことはどうだっていいとしても）

　それでも言わずにいられなくて、私は秋月会長のそでをひっぱって振り向かせた。




「でも、あんなふうに悪意をもたれたら嫌いやな気持ちになるでしょう？」

「……は？」

　秋月会長の顔を正面から見すえる。秋月会長は動揺しているように見えた。

「おまえ、なに言ってるんだ。俺は平気だって言って──」

「平気だとしても、なんていうか……そう、すくなくとも私は秋月会長がカンニングなんかしないひとだってわかってるって言いたいんですよ！」

　私が言うと、秋月会長が苦く笑しようした。

「なにを言い出すのかと思えば。まぁじっさいカンニングはしたことないけどな」

「ですよね！　あと他ほかの生徒会のひとたちもまじめだし、ちゃんとしてるし」

「たしかに。柊たちはいいやつだ」

「それに秋月会長も、偉そうで口は悪いけど結局なにかとまじめですよね」

「待て、それはほめてるのか？」

「ほめてますよ！　いや脅きよう迫はくはいまだにどうかと思ってますけど」

「そ、そうか」

「とにかく、その、なんていうか────だから、元気になってください！」

「え？」




　ぽかん、と秋月会長が口を開ける。

　すこし間の抜ぬけた表情は、いつも自信満々の秋月会長にしてはめずらしい──ううん、初めて見るもので。

　それだけ意外だったんだろう。

　だけど私はどうしても言いたかった。




（だって秋月会長、平気なふりをしていたけど、傷ついていたように見えたんだもの）




　なんとか秋月会長をはげましたいのに、口下手な私はなかなか秋月会長をほめることができない。力づけることができない。

　私にできることなんて、ほんとうにささやかなことだけ。

（えっと、ほかに秋月会長を元気にできること、はげませること……！）

　考えに考えて、秋月会長を見つめて。

（……あ！）

　私は口に出した。




「秋月会長には、きっといいことがありますよ！」

「は？」




　秋月会長がふしぎそうに首をかしげた。

（さっきから秋月会長のめずらしい表情ばっかり見てる気がするな）

　でも今はそんなことどうでもいい。

　私はもう一度、力強く秋月会長に言う。

「ぜったい、いいことがあります。断言します！」

　まっすぐに秋月会長を見つめて。

　自信を持って。




「天野──……」

　断言した私を、秋月会長は呆ぼう然ぜんとした顔で見つめていた。

　しばらく沈ちん黙もくして、ただただ私を見る。

（そんなに見つめられても困るんだけどな）

　とはいえ、秋月会長が私の言葉をうたがって呆然とする気持ちもわかるから、あえてその視線をうけとめた。

（私、まちがったこと言ってないもんね！）

　秋月会長と視線をぶつけあう。

　見つめあう。




「…………」

　秋月会長は何かを言いたそうにしたり、とまどったり、迷ったりしたすえに。

　やがて、ふわりと微笑ほほえんだ。

「おまえ、変なやつだな」

「変って失礼な」

「……ありがとう」
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（えっ？）

　聞き間ま違ちがいかと思った。けど、秋月会長を二度見すると、かわらず笑みを浮うかべている。

　いつもの自信満々な笑みとはちがう、やわらかくて幸せそうな微笑み。




「ありがとうな。俺のために怒おこってくれて、はげましてくれて」

「いや、あの」

　素す直なおなお礼に私はとまどってしまう。

　だって、たいしたことをしたわけじゃない。

　陰かげ口ぐちをたたいていた生徒たちを改心させられたわけでもないし。

（なのにお礼なんて言われても……秋月会長、本当にどうしたの？　別人みたいだよ）

　私の頭が混乱してしまう。

　けれど秋月会長は言うだけ言ってすっきりしたのか、「じゃあ行くか。日吉たちが気になるんだろ」と先を歩きはじめた。

「おまえのおかげで元気もでたし、俺はもうだいじょうぶだから」

「そうですか？　まぁ、じゃあ、行きましょう」

　祐生たちが気になるのは事実なので、反論する気もない。

（秋月会長が元気になったんならいいか。めずらしい表情は見なかったことにしてあげよう）




　ちなみに私が断言できたのは、秋月会長の〝恋れん愛あい予報〟を盗ぬすみ見たから。




　今日の秋月会長の恋愛予報は【晴れ】。

（きっと秋月会長に、何かいいことが起こるんだろうな）

　秋月会長の恋愛事情なんて私に関係ないけど、ここは広い心で秋月会長の幸せを喜ぶことにしよう。

　心なしか軽い足取りの秋月会長を温かい目で見ながら、私も早足で歩きはじめた。




[image: 4-3　これぞ三角関係!?]




　秋月会長と移動しながら祐生に連れん絡らくをとる。

　祐生と高星さんは総合ディスカウントストアにいるらしい。

『そっちに合流するね』とメッセージを送ると『待ってるよ』と返信が来たから安心して向かったのだけれど。

（こ、これは……）

　私は陳ちん列れつ棚だなの陰にかくれて祐生と高星さんを覗のぞき見したまま、動けなくなっていた。

（なんなの、あのカップルっぽい空気!?）

　祐生と高星さんは、ふたりでひとつのカートを押しながら、ああでもない、こうでもないと親しげに語りあっていたのだ。




「ボール紙とアルミホイルもオーケー、と。高星さん、こびとの道具はいる？」

「いいえ、こびとは『こびと』って書いた紙を背中に貼はって主張してもらおうと思ってるわ。そのほうがわかりやすいでしょう。それより王子の剣けんをどうするか迷ってるのよね」

「俺はいらないよ。高星さんこそ、ティアラとかつけないの？　きっと似合うよ、ほら」

　言葉とともに、祐生がオモチャのティアラを高星さんの頭にのせる。

　高星さんが苦く笑しようした。

「これ、変身できちゃうやつよね？　似合うって言われても反応に困るわよ」

「あはは、ヒカリは昔好きだったんだけどなぁ。あ、このオモチャの剣、俺今も持ってるよ」

「じゃあ日吉くん、それを持ってきてよ。それともおうちまで取りに行きましょうか？　シーツなんかもお願いしちゃっているし」

「あれ？　俺、高星さんに住所教えた？」

「天野さんの家の近くでしょ。教えてくれれば分かるわ。……できれば近くに行きたいというか、なんていうか……」

　高星さんが顔を赤くしてぼそぼそとつぶやく。祐生が「なるほど」と何かに納なつ得とくした。

「じゃあ人手がほしかったら手伝ってもらおうかな。そのときはよろしく、高星さん」

「ええ、よろこんで！」

　祐生の回答に、高星さんが華はなやぐ笑みをうかべた。




（祐生と高星さんって本当に仲がいいんだ……）




　私の背後で秋月会長が「高星ってあんなにしゃべるんだな」と興味深そうにつぶやくのが聞こえた。高星さんは基本的に祐生や私以外としゃべらないから、おどろいたんだろう。

　けど、おどろいたのは私だって同じだ。

（祐生が高星さんを家に呼ぶくらい仲良しだなんて）

　それに、さっきの祐生が高星さんにオモチャのティアラをのせた姿。

　まるで絵本のなかのカップルみたいに素す敵てきだった。

（すごくお似合いのふたりだった）

　それが、とってもショックだ。




（もしかして祐生、高星さんのことが好きなのかな……）

　わからないけど、そんな気がする。

　考えただけで胸がじくじくと痛む。

　二人のあいだには私が入っていけない空気があるように見えて。

（私、邪じや魔ましちゃうんじゃないの？）

　盗み見するしかない自分が、むしょうに悲しくなってくる。

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かんで動かずにいると、秋月会長が声をかけてきた。

「おい、だいじょうぶか？　動けないのか？」

　ちょっと困ったような秋月会長の声。そこには気き遣づかいがにじみでている。

（やっぱり秋月会長ってけっこういいひとなのかも）

　現実逃とう避ひにそんなことを考えてしまう。

　だけど私はせっかく心配してくれている秋月会長に暗い顔をしてしまう。

「私たち、帰ったほうがいいですかね」

　秋月会長が不可解そうに眉まゆをよせた。

「なんでだ？　ここまで来たんだ、声をかければいい。あいつらもきっと喜ぶぞ」

「そうですかね。なんか、邪魔かなって……」

　言いながら、私の声がちいさくなる。

「天野」

　秋月会長が「考えすぎだ」と言いかけたときだった。




（あれ？）




　祐生たちが安全ピンを見ている棚たなの、いちばん上。

　大量にストックされた何かの箱が、反対側から押されるようにして傾かたむくのが見えた。

（うわ──）

　ぐらり。

　箱が揺ゆれる。

　落下する。

（あぶない！）

　背筋に冷たいものが走る。

　恐きよう怖ふに支配される。

　いてもたってもいられなくて。




「祐生、逃にげてっ！」

　叫さけびながら、私はとびだす。

　私の視線で異変に気付いた秋月会長が、とびだした私におどろいた気配があった。

「天野、なにしてる！」

　強い言葉とともに腕うでをつかまれる。

（っ！）




　腕を思いっきりひっぱられて。

　そのまま、抱だきとめられる。

（祐生……！）

　視線は祐生からそらすことができなくて。

　あまの、と、もう一度口走る声が聞こえた気がした。







「──!?」

　ガシャァァァアン！







　箱が床ゆかに落ち、中から大量のペンがこぼれる。

　盛大な音が鳴りひびく。

　箱のすぐそばで、高星さんをかばうようにしてしゃがむ祐生が見えた。




「祐生!?　高星さん！」

　叫ぶと、「ヒカリ!?」と祐生が目を見開く。

　どうやら祐生は、とっさに高星さんをかばいつつ後ろにとびすさったようだ。

　カートの上には落ちてきたペンが散乱しているけれど、二人には全く当たっていない。

（二人とも無事だったんだ！）

　反対側の通路にいた店員さんが「申し訳ありません！　おけがは!?」とあわてて駆かけつけてきた。祐生と高星さんが店員さんに何度も頭を下げられている。

（よかった……）

　こわばっていた体から力が抜ぬける。

　どっと疲つかれがあふれでて、くずれおちそうになる。

　あきれたような声が私の耳をくすぐった。

「おまえ、本当にそそっかしいな……！」

「えっ」




　間近で聞こえた声に反応して振ふり向くと、そこにあったのは涼すずしげな顔。

「あ、秋月会長!?　なんで！」

　ハッと気付けば、私の体は思いっきり秋月会長に抱きしめられていた。

（そういえば腕をひっぱられて、そのまま抱きとめられていたんだ！）

　祐生のほうに夢中で、自分がどんな状態かなんて考えられなかったのだ。

　秋月会長が私を抱きしめたまま、ため息をつく。

「おまえが無む謀ぼうにとびだそうとしたからだろ。距きよ離り的てきにいっても運動神経から考えても、おまえがとびだすより日吉が自力で逃げるほうが早い。おまえ、日吉の反射速度知らないのか？」

「そ、それは知ってますけど」

「けど？」

　目を細めた秋月会長ににらみつけられ、私は視線をそらす。

　たしかに秋月会長の言うことは正しい。

　祐生は反射神経がすごくいいし、自力で逃げられただろう。

　ましてや私があのままつっこんでいっても、邪魔にしかならなかったと思う。

（でも）

　私は目を伏ふせたまま、そっとつぶやいた。

「…………止まれなかったんです」




　だって、祐生が好きだから。

　祐生のことが、心配だったから。




　とっさに体が動いてしまって、むだだと分かっていても止まれなかった。




（そんで迷めい惑わくかけるなんて私ってば本当にまぬけすぎる！　たしかにそそっかしいよ!!）

　自分で自分が情けない。

　恥はずかしさと申し訳なさで悶もだえそうだ。

　けれど秋月会長は。




「──……っ」




　なぜか息をのんで、私をじっと見つめていた。

　そこまで、と、空気をふるわせるような、ささやかな声が聞こえる。




「秋月会長？」

　秋月会長が息をのむ理由がわからなくて、私は秋月会長を見上げる。

　そのとき、ようやく店員さんから解放されたらしい祐生が私たちのほうに歩いてきた。

　祐生に「無事でよかった」と話しかけようとした私は、祐生の顔を見て硬こう直ちよくする。

（あれっ？）




　祐生は、見たことがないくらい怖こわい顔をしていて。

　急に私の手をつかんでひっぱった。




「ヒカリ、こっちに来て。……秋月会長、あとはお願いします」

「！」




　冷たい声だった。




（祐生？）

　おもわず耳をうたがってしまう。

　けれど祐生の横顔を見て言葉を失った。




（なんで祐生、こんなに怒おこってるの……？）




　いつもおだやかに微笑ほほえんでいるはずの顔は、険しい表情をしていて。

　誰だれも寄せ付けない雰ふん囲い気きを放っている。




（こんな祐生、見たことない）




　どきどきと心臓がうるさい。

（初めて見る祐生に緊きん張ちようしてるから？　それとも、怖いから？）

　不安と緊張におそわれる。




　何も言えないでいる私を連れて、祐生が早足で歩きだす。

　ろくに会話もできないまま、秋月会長と高星さんの姿はあっというまに見えなくなってしまった。
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　祐生に腕うでを引かれるままディスカウントストアを出て、しばらく道を歩いて。

　ずっと声をかけつづけたのだけれど、祐生が止まってくれなくて。

「あの、祐生、手が痛い……」

「！　ごめん、ヒカリ」

　耐たえきれなくて言うと、祐生があわてて手をはなしてくれた。

　ふたりで立ち止まり、祐生を見上げる。

　立ち止まったことで冷静さをとりもどしたのか、祐生はすっかりいつものおだやかな表情にもどっていた。

（よかった、これなら落ち着いて話せる）

　安心して、私は祐生に問いかける。

「ねえ祐生、急に出ていくなんてどうしたの？　もしかして高星さんといっしょにいるところを邪じや魔ましたから怒った？」

　私の言葉に祐生が目をまるくした。

「え？　そんなわけないよ。ヒカリのおかげで箱に当たらなくてすんだくらいだし」

「じゃあどうして？　高星さんだっておどろいただろうし、それに秋月会長にあんな言いかたしなくてもいいんじゃ……。私、秋月会長に助けてもらったのにお礼も言えてないよ」

「それはそうなんだけど」

　祐生は顔をしかめてつぶやいた。




「……なんか、ヒカリが秋月会長に抱だきしめられてるのを見たら頭に血が上っちゃったんだ」




（えっ？）

　私は息をのむ。

　祐生は私の様子に気付かず、渋しぶい顔のままつづける。

「気付いたらヒカリを連れて外に出てた。自分でも理由はわからないよ」

「そ、そうなの？」

「うん。考えてみれば秋月会長に丸投げしちゃったね」

　なんでだろう、と祐生が首をかしげた。




（そんなこと言われても、私だってわからないよ）

　祐生がなにを考えてるのか、さっぱり謎なぞだ。

　ただ、胸をしめつけられるような感覚が苦しい。

（嫉しつ妬としてくれたんなら、いいのに）

　だけど祐生の様子からは判断できない。




「ごめん、ヒカリ。怒った？」

　黙だまっている私のことを誤解したのか、祐生が申し訳なさそうに私の顔をのぞきこんできた。

　祐生に聞かれた私は考えを中断する。

　あらためて祐生にむきなおった。言うべきことは言わなきゃいけない。

「うーん、怒ってるというか、秋月会長たちには謝ったほうがいいと思う。私も祐生も」

「そっか、そうだね。うん、俺、秋月会長に謝っておく」

「じゃあこの話はおしまいにして、秋月会長と高星さんに連れん絡らくするね」




　ケータイを見ると、すでに秋月会長からはメッセージが来ていた。

『日吉・高星・天野は帰宅して休むように』とのこと。秋月会長の気き遣づかいだろう。

　これは正直、ちょっとありがたい。

（不安になったりどきどきしたり、緊張したり走ったりして疲つかれたもんね）

　なんだか今日はいろんな気持ちにさせられた日だ。

「じゃあ祐生、秋月会長のお言葉に甘えて帰ろうか」

　私が言うと祐生が微笑んだ。

「いや、俺は学校にもどるよ。会長に謝りたいし、ほかの仕事も残してきたしね」

「そう？」

　祐生がそう言うなら必要なんだろう。とりあえず駅までふたりで歩きだす。




　いつのまにか夕ゆう闇やみが近くなっていて、どこかから子供たちの遊ぶ声が聞こえてきた。

　騒そう々ぞうしい町中を歩きながらしばらくすると、祐生がつぶやく。

「でも、ちょっと俺嬉うれしかったかも」

「なにが？」

「んー、ヒカリとひさびさに手をつなげて？」

「ええっ」

（どういう意味!?）

　祐生の言葉に鼓こ動どうが速くなる。

　だけど祐生は幼い子供のような笑えみをうかべて言った。

「ヒカリの手、幼よう稚ち園えんのころとおなじなんだなって思ってさ。ヒカリは覚えてないかもしれないけど、母さんが亡なくなって泣いてた俺の手を、ヒカリがずっとにぎっててくれたんだよね」

「……祐生」

「ヒカリの手、あったかくてほっとする」

　ささやいて、祐生は前を向く。

（子供みたいな、じゃない。幼い子供そのものだ）

　十年以上前に見たときと同じ、見ているほうが苦しくなるような微笑みだった。

「ねぇ、ヒカリ」

　ふいに祐生がささやいた。

　不安にも祈いのりにも似たひびきで問いかけてくる。




「俺たち、ずっと〝いちばん仲良しの友達〟だよね──？」




（え？）

　約束したもんね、と祐生がつぶやく。

　ふりむいたさきは逆光で、祐生がどんな表情をしているのかは見えなかった。




[image: 4-4　日吉祐生の苦悩]




　天野ヒカリと別れた日吉祐生が青空高校の生徒会室にもどってきたあと。

　祐生は生徒会長である秋月蓮のまえで、あらためて頭をさげた。

「秋月会長、さっきは失礼しました。後始末も任せてしまってすみません」

　祐生に謝られ、蓮は「いや」と首を横にふる。

「気にするな。急なアクシデントでパニックになったんだろ。メッセージ送った通り、帰ってよかったんだぞ」

「いえ、だいじょうぶです。おわびもこめてちゃんと看板づくりがんばりますよ！」

　許してくれてありがとうございます、と微笑み、祐生は看板製作に交じっていく。そこには助すけっ人ととして来ている祐生の同級生、村雨守の姿もあった。

　さわやかな笑顔で村雨と会話する様は、まるっきりいつもと同じだ。

　ヒカリを連れていったときの剣けん吞のんな表情なんて、まったく感じさせない。

　蓮は祐生の様子をしばらく見守り、ふと近づいていく。

　祐生にだけ聞こえるほどの声で、ささやいた。

「日吉」

「はい？　なんですか、秋月会長」

　無む邪じや気きな笑みをうかべる祐生に、蓮は村雨を指さした。




「村雨に聞いたんだが、おまえ、天野にふさわしい男でないと許さないって言ったらしいな」




　蓮の言葉に村雨があわてふためき「悪気はなかったんだ、悪い、日吉！」と小声で叫さけぶ。

　が、祐生は村雨のほうを見向きもしない。

　祐生はただひたすらに蓮を探さぐるようなまなざしで見つめる。

「たしかにそう言いましたけど、それがなにか？」

「いや。なら、俺だとどうなのかと聞きたくてな」

「！」

　びくり。

　祐生の瞳ひとみが大きく揺ゆらぐ。

　けれど蓮は気付かないふりをしてさらに問いかけた。

「おまえから見て俺は天野にふさわしいか？　それとも不合格か」

「それは」

　しっかりと祐生の両目を見すえてくる蓮に、祐生は息をのむ。

　やがて、祐生のほうからさきに視線をそらした。

「……決めるのは、ヒカリですよ」

　祐生が硬い声で言う。

　蓮がわずかに眉まゆをよせて「そうか」と、うなずいた。

「変なことを聞いて悪かったな。忘れろ」

「いえ」

　短く言って蓮は祐生のもとから去っていく。

　副会長の柊から備品貸し出しの書類を受け取り、チェックするためだ。

　残された祐生は村雨の気遣うような視線を感じつつ。

　しずかに、ひとり唇くちびるを嚙かんだ。




　蓮は村雨みたいに軽くないし、ちょっと口が悪いけどそれ以上にまじめだし、祐生にとって尊敬できるところがたくさんある。

　だけど。

　だけど、と、祐生は思う。

（──……ヒカリと秋月会長がいっしょにいるところを想像しただけで、なんで俺はこんなにいらいらするんだろう……──）

　脳のう裏りに浮うかぶのは、数時間前のヒカリと蓮のすがた。

（あのとき秋月会長はヒカリを助けてくれたんだ、って分かってるのに）

　なのに、むしょうに苛いら立だつ。

　思い出しただけで胃のあたりがむかむかする。

（いや、心配することなんてない、ヒカリと俺はだいじょうぶ）

　祐生はこぶしをにぎりしめる。

（だって俺は、ヒカリのいちばんの友達なんだから）

　約束したからだいじょうぶ、と、自分に言い聞かせた。




　おなじように、蓮は祐生の視線を背中に受けつつ書類を受け取り、思う。

（日吉にとっては、そんなにかんたんに渡わたせる程度の気持ちなのか）

　本当に、彼にとって彼女は〝幼なじみ〟でしかないというのだろうか。

（だとしたら、天野はどうなる？）

　思い出すのは店内でのヒカリの姿だ。

　祐生が危ないと気付き、自分の身もかまわずにとびだそうとした。

　そのうえ。

『止まれなかったんです』と言っていたのだ。

　どうして止まれなかったのかなんて、わかっている。わかりきっている。

（そんなに、天野は日吉を──）

「──……っ」

　胸が苦しくなって蓮は眉根を寄せる。

　ふと、『秋月会長には、きっといいことがありますよ！』と断言してくれた、けなげな顔を思い出した。







[image: ５章　変わっていく関係（文化祭まで　あと７日！）]




[image: 5-1　その手はとても優しいのに]




（はじめての告白失敗から、もう二週間も経たつんだ……）

　今日は十月二十二日の日曜日。私は自分のベッドでごろりと寝ね転ころがっている。

（ちょっと疲つかれがたまってるかもな……）

　以前は帰宅部としてだらだら過ごしていたのに、生徒会に入ってからがんばりすぎたせいもあるのかもしれない。

　日曜日は一日中家で過ごすことにしよう。

　あと一週間でいよいよ文化祭だし、体調をととのえておくのは大事だからね。

　そして翌日の月曜日。




「なにかあったら連れん絡らくしろよ！　青あお高こうまで迎むかえに行くから」と言っていたお兄ちゃんを見送って少し経った後、ピンポーンとチャイムを鳴らす音がした。

　ちょうど学校に行く私が、お父さんやお母さんのかわりに玄げん関かんに向かうと。




「おはよう、ヒカリ。いっしょに学校いこ？」




　にこり、と微笑ほほえむ祐生の姿があった。




「あれっ、祐生ってばどうしたの？　駅じゃなく家までくるなんて」

「最近、ヒカリ無理してるでしょ？　心配だから様子を見にきたんだよ」

「いやいや、なにも家にまで迎えにきてもらわなくても一人でだいじょうぶだよ」

「だめだよ。ほら」

　言葉とともに、祐生が手をさしのべてきた。

　そのまま、祐生の手に私の手がからめとられて。

（え！）

　祐生の手が私の手をにぎる。

　ぬくもりに心臓が跳はねる。

（私、祐生と手をつないでる……！）

　手のひらから伝わる熱に、胸がどきどきしてしまう。

（なんで急に？）

　祐生がにこりと微笑み、私の手をひっぱった。

「さ、ヒカリ。行こう？」

「それはいいけど、あの、祐生、手は」

　はなして、と言おうとして。

　祐生の声にさえぎられた。




「はなさないよ」

「！」




　おもわず祐生の顔を見る。

　だけど祐生は前を見ていて。

　ほんのすこし、祐生の耳が赤くなっているのに気付いた。

「祐生」

「…………」

　私が声をかけても、祐生は無言で歩いていく。

　私の手は祐生につかまれたままだ。

（祐生はどうしたの？　なにを考えてるの？）

　どきどきして熱くて頭がいっぱいで、ろくになにも考えられない。

（これは本当に〝友達〟の距きよ離り感かんなの？）

　幼いころとちがって、手をつなぐことなんてしていなかったのに。

（祐生ってこんなに強ごう引いんだったっけ……）

　よくわからないまま、私は祐生のすこしうしろを歩く。

（こんなふうにされると誤解しそうになるよ）

　まるで私を特別だと言っているみたいで。

（手が、熱い）

　祐生がなにを考えているのか、私にはまったくわからなかった。
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　その日の放課後、私は生徒会の作業中に気分が悪くなってしまった。

（風邪かぜかな。やっぱりお兄ちゃんや祐生の言ったとおり、今日は無理しないほうがよかったのかも）

　このままでは生徒会に迷めい惑わくをかけてしまう。

（頭が痛いし気持ち悪い……）

　自分で思っている以上に顔に出ていたんだろう。

　となりに座っていた祐生が「ヒカリ、顔色悪いよ？」と声をかけてくれた。

　会議の進行をしていた秋月会長が祐生の声を聞きとがめて私に近づいてくる。

「天野、体調が悪いのか？」

「……すこし。あの、ちょっとお手洗いに」

　いってきます、と立ち上がりかけて。




（あれ？）

　急に視界が暗くなった。

（前が、見えない）

　目を開けているはずなのに、なにも見えなくて。




　ぐらりと足元がくずれた。

（あ）




「ヒカリ！」「天野！」「ヒカリさん!?」

　叫さけぶ声がたくさん聞こえて、誰だれかに抱だきとめられる感覚があって。

「──ヒカリ」

　やさしく甘い声でささやかれた。

（ああ、祐生だ）

　すぐに気づく。

　私の名前をこんなにもやさしく呼ぶひとは他ほかにいないから。

　こんなにも甘くささやくのは祐生しかいないから。




（やっぱり祐生はいちばんやさしいな──……）




　いつだって私を心配してくれて。

　なんでも私を最優先してくれて。

　私がつらいときは、いちばんに助けてくれる。

　やさしくて、かわいくて、そして頼たよりになる、かっこいいひと。

（私の、大好きな祐生）




　あたたかい腕うでのなかに、なんだかひどく安心してしまって。




　そこからさきの記き憶おくは、ない。
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「ヒカリ！」「天野！」「ヒカリさん!?」




　お手洗いにと言って立ち上がったとたん、ふらりと倒たおれそうになった天野ヒカリに、生徒会の面々は騒そう然ぜんとなった。

　生徒会長の秋月蓮がヒカリに手をのばそうとする。

　が。




　蓮の手がふれるより一いつ瞬しゆん早く。

　日吉祐生の腕が、ヒカリを抱きとめた。

「──ヒカリ」

　ささやいて、抱きしめる。

　やさしく、ていねいに受けとめる。

　その声で、手つきで、彼がどれだけ彼女を大切に思っているのか伝わってきて。

　生徒たちはおもわず見とれてしまう。

　祐生の腕のなかでヒカリは気を失ってしまったようだった。

　きっと安心したのだろう。




「日吉……」

　かすかな声が蓮の喉のどからもれる。

　蓮の苦い表情を知ってか知らずしてか、祐生が凜りんとした声で告げた。

「彼女は俺が家まで送ります。今日は二人とも帰らせてもらいますけど、いいですよね？」

　副会長の柊がうなずき、心配の声をかける。

「もちろんだ。天野さんはだいじょうぶか？」

「たぶん、だいじょうぶです。ヒカリは昔から疲つかれがたまると熱が出るんで、今回もそれだと思います。彼女の家族には俺から連れん絡らくしておきますね」

　すらすらと述べ、祐生は生徒会室から立ち去ろうとする。

　蓮があわてて声をだした。

「待て、日吉！」




「なんですか？　秋月会長」

「天野に無理をさせたのに気付けなかったのは俺の責任だ。俺が天野を送る」

　蓮は立ち上がり真しん剣けんに言う。

　けれど祐生はすぐに首を横に振ふった。

「けっこうです。秋月会長はべつの仕事もあるでしょう？」

「それは、そうだが」

　蓮がくやしげに顔をゆがめる。

　祐生はふしぎそうに蓮を見た。

　そこには悪意などまったくない。




「ヒカリのことは任せてください。だって俺はヒカリといちばん仲がいいんですから」

「…………」




　祐生はヒカリを抱きあげたまま生徒会室を出ていく。

　高星桜が扉とびらを開けながら「わたしも」と言うが「平気だよ」と手短に断って。

　静かに扉が閉められた。

　生徒会室に気まずい沈ちん黙もくがおりる。




　本当に〝仲がいい〟だけの関係なのか、と聞きたくて。

　けれど聞くことができないまま、蓮はこぶしを強くにぎりしめた。
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（……あれ？　私、ここは？）




　目を覚まし、ぼんやりとした頭であたりを見まわす。

　どうやら私はベッドに横たわっているようだった。

　見慣れない景色は青空高校の保健室だった気がする。

（なんで、ここに？　たしか私、生徒会室で気分が悪くなって──……）

　ぐるぐると考えているうちに、思い出す。

（そうだ、あのまま倒れちゃったんだ！）

　いけない。きっと秋月会長や生徒会のみんなに迷めい惑わくをかけてしまったはずだ。

　あわてて体を起こそうとすると、ちょうど扉を開けて入ってきた声に止められた。




「ヒカリさん、寝ねていたほうがいいわよ！」

「……高星さん？」




　見ると、高星さんがさらさらの髪かみをなびかせて足早に近づいてくる。

　高星さんは微笑ほほえんで「だいじょうぶよ」とささやいた。

「いま、日吉くんがヒカリさんの荷物をとりに行っているわ。わたしはそのあいだ様子を見に来ただけ」

「そ、そうなの？　生徒会のほうは」

「気にしなくていいわ。それより秋月会長が謝っていたわよ。体調不良に気付けなくて悪かった、って。……わたしも、気付けなくてごめんなさい」

　ぺこりと高星さんが頭をさげる。

　私はあわてて首を横に振った。

「いやいや謝らないで！　私こそ自己管理できなくてみんなに迷惑かけてごめんなさい」

「それこそ謝るようなことじゃないわ。誰だれにでもあることだから。それより、今すこし話せるかしら」

「え？　あ、うん、だいじょうぶ」

　大事な話をされる予感がして、私は上半身を起こして居住まいをただした。
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「あらためて、土曜日はありがとう。あなたのおかげで、けがをせずにすんだわ」

「高星さんを助けたのは祐生だよ。私は何もしてないし」

「でも、日吉くんを助けようとしたでしょう？」

　高星さんが私を見つめる。

　なぜか温かくて慈いつくしみにあふれたまなざしだ。

「あのときの緊きん張ちようがストレスになってヒカリさんは今回倒れてしまったのかも、と思うと、こんなふうに言うのは不ふ謹きん慎しんかもしれないんだけど」

　断ったうえで、高星さんが言った。




「ヒカリさんって、本当に日吉くんが好きなのね」




「な────」

　驚きよう愕がくで私の目が大きく見開かれた。

（ど、どうしてそれを!?）

　信じられない。

　とつぜん告げられた言葉に青ざめてしまう。

「ななな、なんで、そんな」

　うわずった声が口からもれる。

（いつから知られていたの!?　ていうか、高星さんはなんでそんなに落ち着いてるの！）

　ライバルに恋こい心ごころを知られていたなんて、おどろきすぎて息ができない。

　なのに高星さんはどこまでも落ち着いた様子で断言した。

「それくらい見てればわかるわ」

（うそでしょおおおおお！）




　真っ青だった私の顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤になる。

（は、恥はずかしい……！）

　やばい。よくわからないけど、とにかくやばい。

　恥ずかしがればいいのか、あわてればいいのか。それさえわからない。

　私の混乱なんて知らずに、高星さんはつづける。

「そんなことより、わたし、土曜日のあなたを見てすごいなって思ったの」

「いやいや褒ほめてもらえるのは光栄だけど、あんなの空回りしただけだよ。祐生はきっと一人でだいじょうぶだったし」

「わたしはそうは思わないわ」

　高星さんはきっぱりと言いきる。

「空回りしてるなんて全く思わない。あなたは好きなひとのために全力でがんばれる、すごいひとよ。けなげで、けんめいで、りっぱだと思う。わたし、あなたを尊敬しているの。あなたに勇気をもらえたわ」




（え……？）

　高星さんを見上げてしまう。

　初めて言われた言葉だった。

（高星さんが、私を尊敬？）

　からかわれているのかとも思ったけど、高星さんは真剣そのものだ。

（私はたいしたことしてないのに）

　早とちりして体が動いてしまっただけだ。

（ただ、祐生が好きなだけで）




　無意識に体が動いてしまうほど好きっていう気持ちの強さ。

　それを高星さんがまぶしく思っていることなんて、私はまったく気づかなかった。

　だって私にはふつうのことだったから。




　おどろきすぎて何も言えないでいると。

　高星さんが「あっ」とあわてたような声をあげた。

「あの、言っておくけど、あなたが彼の大事なひとだからゴマをすってる、ってわけじゃないわよ!?　本音なんだからねっ」

「いや、そんなこと誰もうたがわないよ？」

「と、とにかく」

　話を変えたいのか、高星さんがこほんと咳せきをする。

「そういうわけで、わたしも、あなたみたいにがんばりたいって思ったの。だから」

　高星さんはゆっくりと息を吐はき、私を見すえた。




「わたし、告白するわ」




（祐生に、高星さんが……!?）

　とつぜんの告白予告に息をのむ。

　高星さんが気まずそうに目をふせた。

「あなたは反対するかもしれないけど……ごめんなさい、やっぱりわたし、あのひとが好きなの。告白することくらい認めてほしい」

「高星さん……」

　いじらしく言う高星さんを見て、私はぎゅっとシーツをにぎりしめた。

（そういえば高星さんは最初から『つきあいたい』って言ってたっけ）

　まさか自分が勇気を与あたえる側になるなんて思わなかったけど。

（けど）

　これで確定したことがある。




（いよいよ、三角関係が終わるんだ）




　高星さんが告白するってことは、そういうことだ。

（今まで三角関係だと知りつつ何もできずにいたけど……）

　でも、もう今のままではいられない。

　私、祐生、高星さん。

　三人の関係が変わることになる。




（もし、祐生が高星さんを選んだとしたら？）

　そのとき私は、祝福できるんだろうか。

（きっと友達なら祝福すべきだよね）

　なにせ高星さんはいい子だし、こうして告白することを教えてくれるくらいフェアだ。

　彼女を祐生が選ぶなら、『よかったね』と言ってあげたい。

　あげたい、けど。

（けど）




（────無理だよ）




「……っ」

　耐たえきれなくて、私は唇くちびるを嚙かむ。

　想像しただけで涙なみだがにじみそうだ。

　高星さんが「ヒカリさん？」と心配そうにしてくれるのが見えた。

　高星さんは本当にいい子だ。

（でもやっぱり、無理だ……！）




　だって私は祐生が好きだから。

　祐生の〝彼女〟になりたいから。




（私、なんてわがままで自己中なんだろう）

　自分で自分がいやになる。

　恋れん愛あいって、なんでこんなに苦しいんだろう。

　片思いって、どうしてこんなにつらいんだろう。

　好きで、好きで、好きだからこそ。

（あきらめたくない──！）




　覚かく悟ごが、決まった。

　私はシーツをにぎりしめたまま高星さんを見る。

（……本当は、すこしだけ高星さんの〝恋愛予報〟が見たい気もするけど）

　でも、高星さんが正々堂々と私に告白予告までしてくれているんだもの。

　私もズルなんてしちゃだめだよね。

（対等に、高星さんと並びたい）

　高星さんのまっすぐな視線とぶつかった。




「高星さんの告白を否定する気はないよ。けど。

　────私も、告白する！」




　高星さんを邪じや魔ましたいわけじゃないけど、私にも告白する権利はあると思う！

　だから正々堂々、おたがいフェアにがんばりたい。

　ほんのすこしの可能性にでも、賭かけてみよう。そう思ったときだった。

　祐生が私のカバンを持って現れた。

「ヒカリ、おまたせ！」
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　祐生が来たことで高星さんは目を大きく見開いた。

　おどろいたんだろう、私だっておなじだ。

　おもわず口を開けたまま硬こう直ちよくしてしまった。

　けれど高星さんがすぐに立ち直り、私にむかってささやいた。

「ヒカリさん、おたがいがんばりましょう」

「高星さん……」

　ちいさく微笑ほほえんで言う高星さんは、やっぱりとっても素す敵てきで。

（三角関係の相手が高星さんでよかった）

　私はすこしだけ胸をなでおろす。

　高星さんが立ち上がった。

「じゃあ、わたしは失礼するわね。体調が悪いのに長々とごめんなさい」

「ううん、そんなことないよ。……ありがとう。おたがい、がんばろうね」

「ええ。またね、ヒカリさん」

　優ゆう雅がなしぐさで高星さんが去っていく。

　ふしぎそうに私と高星さんを見ていた祐生に向き直った。




「高星さんに聞いたよ。祐生、いろいろありがとう」

「どういたしまして。それより気分はどう？　さっきより顔色はいいけど。あ、これ、ヒカリのカバン。それと水も持ってきたから飲んで」

「あ、ごめん、ありがとう。けどさっきより元気になったし、ひとりで帰れるよ」

　私が言うと、祐生が表情をくもらせた。

「……なんでそんな無理しようとするの。そんなに俺じゃ頼たよりにならない？」

「そんなことないよ？　ただこれ以上迷めい惑わくかけちゃうのは悪いし」

「悪くなんてない」

（え？）

　祐生が私を見つめる。




「俺のこと、もっと頼ってよ。俺はヒカリに頼られたい」

「っ！」




「ヒカリ」と祐生がやさしく私の名前を呼ぶ。

　祐生の声には特別な感情がこもっているように思えた。




（もしかして、祐生にとって私は特別なの？）




　ふつう、幼なじみとはいえ女子をお姫ひめ様さま抱だっこして保健室に運んだりしないと思う。

　しかもこんなに間近で、こんなに甘い声で、こんなに情熱的に。

　見つめながら、『頼られたい』なんて、そんな言葉。

（期待、しちゃうよ）




　さっき高星さんと話していて決意した気持ちがあふれだす。

（今、言おう）

　きっと今がチャンスなんだ。そう思う。

（たとえ三角関係トライアングル警報で邪魔されたとしても関係ない）

　だから勇気を出して、口を開いて。

「祐生、私──」

　言いかけたとき。







「だって俺、ヒカリのいちばん仲いい友達でしょ？」

「────え？」







　全身が冷たくなった。

　頭から冷たい水をかけられたみたいだった。




　まばたきをして祐生を見れば、祐生はにこにこと笑えみをうかべている。

　なんのくもりもない、明るい表情で。

「ずっと友達だって約束したもんね」とくりかえす。




（友達……）

　胸がじくりと痛んだ。

（そうだよね。私は祐生の特別になりたいけど、祐生は私のことを友達としか思ってない）

　あたりまえだ。

　なのに、どうして私は勘かん違ちがいしそうになってしまったんだろう。

（いくら祐生がやさしいからって、それは……約束したから、なのに）

　じくじく、じりじりと、心臓がどんどん痛くなる。




（祐生の目が、見れない）

　逃にげるように目を伏ふせる。

　それでも胸の痛みが消えることはない。

　祐生に友達としか思ってもらえないことが、つらすぎる。

　顔を伏せたまま、かすれるような声でつぶやいた。

「ちがうよ……っ」

「ヒカリ？」

　聞こえないくらいのつぶやきを祐生が聞きとがめる。

　そうしたら、もう言わずにいられなくて。

　いきおいよく顔を上げて、祐生を見つめた。




「私は……祐生と、友達でいたくない」

「え？」




　私の言葉に祐生が目をまるくする。

　なにを言われたのか分からない、って顔で。

　でも私は止まれなかった。

　だってそれは本心だったから。

（私は祐生の友達じゃなく、彼女になりたいんだもの！　ましてや──）




「〝約束〟だから友達なんて、そんなの嫌いやだよ……！」
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「ちが、そういう意味じゃ……」

　あわてた様子で祐生が言う。

　でも私には、なにが違うのかわからない。

「祐生。もう〝約束〟は守らなくてもいいよ。私、ひとりで平気だから」

　私は祐生にきっぱりと告げる。

　祐生は混乱している様子だ。

「なに言いだすの、ヒカリ？　守らなくていいって」

「昔みたいに恋れん愛あい予報で失敗したりしないし、祐生が無理に約束を守ろうとする必要はないよ。じっさい恋愛予報のことは秋月会長にも話したしね」

「秋月会長に!?」

　私の言葉を聞いて祐生が目を見開く。

　そんな祐生に、私はもう一度くりかえした。

「だから、だいじょうぶ。……ひとりで帰るね」

「なんで、そんなこと……っ」

　祐生が苦しげに声をしぼりだす。

　だけど私はもう、これ以上祐生の顔を見てられなくて。

　ベッドから立ち上がる。

「カバン、ありがとう」と、ささやいて。

　祐生とすれちがうようにして保健室を出る。

「…………ヒカリ」

　祐生はずっと立ち尽つくしていた。

　すれちがいざま、祐生の髪かみがゆれる。

　甘くてさわやかな、大好きな祐生の気配だった。

（ごめんね、祐生）
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　天野ヒカリが去っていき、保健室に残された日吉祐生は唇くちびるを嚙かむ。

「なんで……！」

　問いかけても、答えてくれる幼なじみはいない。

　ヒカリは自分と友達でいるのも嫌なんだろうか。

　どうしてとつぜんあんなことを言われたのか理解できない。

　苛いら立だたしさとくやしさで胸が苦しい。

「でも、俺は──」

　言いかけて、祐生はひそやかに眉まゆをよせる。

（俺はヒカリのいちばんの友達のはず？　いちばん近くにいるはず？）

　それとも、と思う。

　それとも、べつのなにかなのか。

（────俺はヒカリと、どうなりたいんだろう）

　大切な幼なじみの足音は、とっくに聞こえなくなっていた。
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（はぁ……）

　ため息をつき、私、天野ヒカリは保健室の扉とびらをぱたんと閉じる。

　放課後の廊ろう下かには誰だれもいない。

　まっすぐに校門に向かって歩きながら、私はひとり考える。

（どうしてこんなことになっちゃったんだろう）

　私はただ、祐生に告白したかっただけなのに。

　胸が痛い。

　痛くて苦しい。

（ごめんね、高星さん）

　せっかく高星さんに勇気をもらったのに、どうしようもなかった。

（おたがいがんばろう、って言ったのにな）

　でも私はこれ以上がんばれない。

（告白するまえに、失恋しちゃったんだ）




（祐生にとって私は、ただ約束でつづけた友達にすぎなかったから）




「……っ」

　涙なみだがぽろぽろとあふれてくる。

　校内の緑がにじんで見えて、涙が落ちていく。

　涙のしずくはアスファルトに吸い込まれて跡あとをつくった。




（なんで、好きってことさえ言えないんだろう）




（幼なじみだから？　友達として仲良くしすぎたから？）

　そうかもしれない。

　私と祐生は、友達としての時間が長すぎたのかもしれない。

（あと一歩がふみこめない）

　友達と彼女の境界線はどこにあるんだろう。

　それとも、最初の入り口からちがっていたんだろうか。

（友達は一生彼女になれないの？　ずっとずっと〝恋愛対象外〟なの？）

　みじめすぎる。かなしすぎる。

（……苦しすぎるよ）




　泣き顔が誰にも見られることのないよう、顔をふせて歩く。

　だから、気付かなかった。

「天野……!?」

　校門前に立っていた、秋月会長の存在に。
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「天野、おまえどうしてひとりなんだ!?　日吉は？　それにその顔……っ」

　秋月会長が駆かけ寄ってくる。

　泣き顔を見られるのがいやで私はあわてて顔をそむけた。

「き、気にしないでください！　祐生とは関係なく、ただひとりで帰ろうと思って、それで、ちょっと体がしんどくて」

　だから泣いちゃっただけなんです、なんて。

　無理のある言い訳をしようとする。

　だけど。

「……天野？」

「！」

　秋月会長は心配そうに、私の頰ほおにそっとふれた。

　涙が秋月会長の指先でやさしく拭ぬぐわれるのがわかる。

　意志の強そうな瞳ひとみが私の顔をのぞきこんでくる。

　その目があまりにも、いたわりに満ちていて。

　私のことを気き遣づかってくれているのがわかって。

（そんなにやさしくされたら、泣いちゃうよ）

「…………っ」

　ぽろぽろと、涙がふたたびこぼれてしまう。

　ずっと我が慢まんしていたぶん、よけいに。

「ふ、ぐ……っ」

　こらえていたものが全部あふれてきてしまう。

　嗚お咽えつをこぼして泣きはじめた私の肩かたを、秋月会長がそっとふれて。

「天野、だいじょうぶだ。俺がいるから。だいじょうぶだから」

　私が泣き止やむまでずっと、秋月会長はそばにいてくれた。
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　泣いているあいだに秋月会長に公園まで誘ゆう導どうされ、そこでもさんざん泣きつづけて。

　すっかり目が腫はれたころ、私はようやく泣き止んだ。

　秋月会長は自じ動どう販はん売ばい機きで買った紅茶を渡わたしてきて、私のとなりに座る。

　手には私とおなじようにちいさいペットボトルを持っていた。

　秋月会長にはすでに祐生とのことを説明したあとだ。

　つまり、祐生に告白しようとしたら『友達』宣言をされて傷ついて、『もう約束だからって無理に友達でいなくていい』って言ったこと。




　あらためて落ち着いた私は、おずおずと口をひらく。

「あの……なんか、すみません。恥はずかしいところをお見せして、その、甘えちゃって」

（うう、冷静になると本当に恥ずかしい！）

　かなり逃にげ出したい気持ちだ。

　だけど秋月会長は気にした様子もなく、あっさり首を横に振ふった。

「べつに。俺はたいしたことはしてない」

「でも、その」

「いいから気にするな。それより、ちゃんと飲めよ、それ」

　秋月会長が私の手にある紅茶を指さす。

「えっと、じゃあ、ありがたく……ごちそうになります」

「ああ」

　お礼を言って、ちいさいペットボトルのふたを開ける。

　こくりと飲むと、紅茶は甘くて疲つかれた喉のどに気持ち良かった。

　私が飲むのを見て、秋月会長も手に持っていたココアを飲む。

（やっぱり祐生の言っていたとおり甘党なんだな）

　ふと、そんなことを考えていると。




「なぁ、天野」

　とつぜん名前を呼ばれ、私は肩をゆらす。

「は、はい？」

　なんだろう、とおびえながら振り向くと、秋月会長が私を見つめていた。

　赤みがかった茶色い髪かみが風にゆれる。

　背後に見える青い空と、きれいなコントラストを描えがいていた。

　秋月会長は私をしっかりと見つめ、告げる。

「おまえ、俺にしておかないか？」




「……は？」

　なんのことかわからなくて、私はぽかんと口をひらいた。

　秋月会長は気にせずつづける。

「日吉じゃなくて、俺を選べばいい。俺ならもっとやさしくしてみせる」

「え？」

（秋月会長ってば何を言い出すんだろう）

　選ぶってどういうこと？

　わけがわからない。

　けれど会長はどこまでも真しん剣けんに。

　切ない声で、ささやいた。




「おまえを傷つける日吉より、おまえを好きな俺といるほうがきっと幸せになれる。楽に、なれる」

「──────は!?」




　おもわず、大声をあげてしまった。

（え？　は？　ちょ、いまなんて!?）

　頭が混乱してついていけない。

（す、好き？　秋月会長ってば、私を好きって言った!?）

　両目を大きく見開いて秋月会長を凝ぎよう視ししてしまう。

（だって、あの秋月会長が私を好きだなんて）

　そんなのぜんぜん信じられない。

　私は会長を見つめたまま、大きな声で聞いてしまった。

「ああああの、私のこと、からかってるんですかっ？」

　私の問いに、秋月会長は。




「……さぁ、どうだろうな」

　ふっ、と笑って立ち上がった。




（はああああああ!?）




　あまりにもわけがわからない。

（ちょ、人をこんなに混乱させてそれはないでしょ！）

　全力でつっこみを入れて猛もう抗こう議ぎしたい。

　でも、おどろきすぎて私の口はぱくぱくと開閉するだけで、声がだせない。

　秋月会長が私を見下ろす。

「あ、あのっ」

　必死になにかを言おうとする私に。

　秋月会長の手がのびてきて。

（え？）




　ぽふ、ぽふ、と、頭をなでられた。




（な──……っ）

　顔が一いつ瞬しゆんで赤くなる。

　お兄ちゃんに乱暴に頭をなでられることは多いけど、こんなふうにやさしくなでられるのは初めてで。

（なんなの、このひとっ？）

　秋月会長の顔をしたやさしすぎる別人みたいだ！




　私の混乱も知らず、秋月会長は笑えみを浮うかべて言う。

「今日のところはこれくらいで許してやる。俺は弱ってるやつにつけこむ気はないしな」

　なによりおまえの体調も心配だ、と、秋月会長がつぶやいた。

「家までは送るから、ゆっくり休め。文化祭までには治せよ。生徒会は人手不足なんだ」

「そ、それは、はい」

「よし。ならいい」

　短く言って、秋月会長はそれっきりで会話を終わらせてしまう。

　そのあとはすっかりいつもどおりの秋月会長で。




（す、好きってなんだったの!?　本気なの？　うそなの？　冗じよう談だんなの？？？）




　ひょうひょうとした会長の横顔からは何もつかみとれない。

　自分からしゃべる気はないようすだ。

　だからといって私から聞くのも恥はずかしすぎて。

（うう、熱が上がってきた気がする……！）

　私はぼんやりとした頭をかかえ、へろへろになりながら帰宅したのだった。

　迎むかえてくれたお兄ちゃんに「なんで俺が迎えにいくまで待ってねえんだ！」と怒おこられたのはまた別の話だ。
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　熱を出した私は一日寝ね込こんでしまったけど、翌々日の水曜からはすっかり元気になった。

　迷めい惑わくをかけてしまった生徒会の面々には謝り、休んだぶんまで仕事をがんばってこなすことにした。

　祐生とは気まずくなって、あまり話をしていない。

　秋月会長にもいろいろ思うところがあったけれど、意外にも秋月会長は以前のままだったので、こちらは前とおなじ関係にもどっていた。

（やっぱりあれは秋月会長の悪い冗談だったのかな）

　あるいは、落ち込んだ私をはげまそうとしてくれたのかもしれない。

　よくわかんない方法だと思うけど。

　とにかく文化祭はもう今週末にせまっていて、毎日がおどろくほど忙いそがしくて。

　生徒会の劇で私は照明係なのでその練習をしたり、春奈の所属する女子テニス部のフランクフルトを試食したり、各屋台に備品を引き渡わたしたり、図書委員会の古本市の準備をしたり、すこしくらいはクラスの展示準備も手伝ったり……。

　あわただしく過ごすなかで「日吉くんとどうしちゃったの？」と聞いてくれた春奈にだけは愚ぐ痴ちったり、泣いたりして。

　気付けば時間はあっというまに過ぎ去っていったのだった──。
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　夜が明けて、十月二十九日、日曜日。

　天気予報のとおり今日は快晴だった。

　いつもより早い時間に起きて身み支じ度たくをととのえる。

　お父さんとお母さんは古本市を見に来てくれるらしい。

　パンダのモコモコくつしたをはいて洗面台へむかう。

　棒付き飴あめをくわえたお兄ちゃんが声をかけてきた。

「お、ヒカリ、今日はがんばれよ」

「がんばれって言われても私はただの照明係だよ？」

　そりゃ照明を失敗したりしたら目もあてられないけどさ。

　演技の途と中ちゆうで照明が消えたりしたら最悪だもんね。

　私がいやな想像をしていると、お兄ちゃんはちょっとだけ苦そうに笑った。

「ま、いろいろだよ。……心配すんな、きっと今日はいいことがあるさ」

　お兄ちゃんはそう言って私に棒付き飴をくれる。

　いったい何を根こん拠きよに言ってるんだか。

　でもまぁお兄ちゃんにそう言ってもらえて、すこし安心できたかもしれない。

　このところ祐生とのことで落ち込んだりしたしね。

（いいこと、あるといいな）

　すくなくとも劇は失敗したくない。

「父さんたちとは別に俺も文化祭は見に行くから」

「うん、案内するね」

　お兄ちゃんも見に来るなら、なおさらがんばってるところを見せないと。

　なりゆきとはいえ、せっかく今日までがんばってきたんだから文化祭は成功させよう！
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　登校すると、柊先輩や祐生、村雨くんたちががんばっていた立て看板が目に入った。

『青空高校　文化祭』と大きく書かれた看板は、造花で華はなやかに飾かざり付けられている。

（おお、かわいい！　柊先輩も祐生も村雨くんもすごいなぁ）

　いっしょに見ていた春奈も「やるじゃん、生徒会」と笑顔だ。

　ほかの生徒たちも感心したり写真を撮とったりしている。

（うん、こういうふうに認めてもらえるのっていいよね）

　だって実際、みんなすごくがんばったんだもの。




　やがて午前十時。図書委員会が借りた教室で、私は春奈と並んで座りながら放送を待った。

　チャイムが鳴り、先生の声がスピーカーから流れる。

『ただいまより、青空高校の文化祭を開かい催さいします。生徒のみなさんは良識を持って行動しましょう──』

「おお～！」

「来たねー！」

　放送を聞き、私は春奈と手を合わせる。

　いよいよはじめて体験する青空高校文化祭のはじまりだ！




（とはいえ、さいしょは古本市の店番だけどね）

　教室は事前に運び込まれた古本入りの段ボールでうめつくされている。

　値段もつけたあとで、私たち店番は会計をするだけだ。

　２年と３年の図書委員もいるし、とくに心配はないだろう。

　さっそく、何人かの生徒がお客としてやってくる。

「いらっしゃいませー」

「ご自由にごらんください」

　声をかけてみるけど、ほとんど図書委員の知り合いだ。古本市の仕組みもよく知っている。

　店番の図書委員と話したり、てきとうに本を見たりと自由にすごしている。

「文化祭ってことでちょっと緊きん張ちようしてたけど、けっこう気楽だね」

　話しかけると、春奈がうなずいた。

「あたしとしては思っていたよりお客さんが多い感じだけどねー。でも楽なのはたしかだよ。屋台とかカフェみたいに作ったり運んだりしなくていいし」

「春奈は午後に女テニのフランクフルト屋台で調理員やるんだもんね、大変そう」

「そー！　準備段階でめちゃくちゃ大変だったんだから。あ、ヒカリにもチケットあげるね」

「あっ、ありがとう！」

　しばらく春奈とそんなふうに話して時間をすごす。

　とちゅうでお父さんとお母さんがさしいれのお菓か子しを持ってきてくれたり。

　お兄ちゃんが来て、白雪姫ひめのチラシをもらったと見せびらかしてきたり。

　春奈の彼氏が来て、男子テニス部のアイス屋台のチケットをくれたり。

　そんなふうにしているうちに、やがて見覚えのあるお客さんがやってきた。

「ふたりとも、おつかれー！　これ、買っていっていい？」

「あれ、村雨くん？」

　へらへら笑ってマンガを大量に持ってきたのは１Ｂの図書委員、村雨守くんだった。




「このマンガ、シリーズ全巻そろってるし準備してるときからねらってたんだー」

「あ、本当だ。『１Ｂ村雨とりおき』って書いてある」

　村雨くんに言われて見てみると、たしかにメモ用紙が貼はってあった。

「へー、村雨、大人買いだね」

　となりの春奈が笑って紙かみ袋ぶくろにつめていく。

「はい、村雨くんありがとう。二百円のおつりになります」

　私はちゃりん、と音をさせて二枚の硬こう貨かを村雨くんにわたした。

　村雨くんが「ありがと」と笑ってから「ところでさ」と声をひそめる。

「さいきん日吉が元気ないんだけど、天野さんって原因知ってる？」

「え……」

　私の笑え顔がおが、ひきつった。




（祐生に元気がないのって、きっと私のせいだよね）

　とつぜん友達をやめるなんて言い出したんだから、祐生を傷つけていても当然だ。

「それは……」

（私だって悪いとは思ってる、けど）

　村雨くんには言いづらくて、私は口ごもってしまう。

　かわりに春奈が前に出てくれた。

「ちょっと村雨、ヒカリによけいなことは言わないように！」

「よけーなことって、俺は俺なりに心配してー」

「はいはい。あんたの気持ちはわかったから。けど、ヒカリがあんたに話す義理もないしね。聞きたかったら日吉くんに聞きなよ」

「ちぇー。まぁいいや。それじゃふたりとも、また店番交代のときにねー」

　軽い調子で村雨くんは言い、あっさりと古本市の教室をあとにする。

　私は安心して、ほっと息を吐はいた。

（それにしても祐生、元気ないんだ……。生徒会の劇のリハーサルとかではふつうだったから気付かなかったな）

　目が合うことはあるけど、すぐに私のほうから視線をそらしちゃうしね。

　なかなか祐生のこと直視できないから。

　となりの春奈が、うつむく私をじっと見つめた。

「……村雨とおなじことは言いたくないけどさ」

「え？」

　春奈の声で私は顔をあげる。

　春奈の心配そうな表情が目に入った。

「ヒカリ、日吉くんとずっとこのままでいるつもり？」

「──！」
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「ヒカリ、勘かん違ちがいしないで」

　春奈がしずかに私を見つめる。

「あたしはいつだってヒカリの味方だよ。日吉くん、悪くはないのかもしれないけど、ひどいって思うし」

「……うん。ありがとう、春奈」

　たしかに祐生には悪いところなんてない。

　友達でいてほしいって言ったのは八年前の私だし、祐生は約束を守ってくれただけだ。

　ただ、〝約束だから友達〟っていう態度がひどいと春奈は怒おこってくれてるんだろう。

　私の気持ちを知っているからこそ、よけいに。

「でもね」

　春奈がつづける。

「あたしには、ヒカリが今のままでいいとも思えない。ヒカリが何度も日吉くんに告白しようとしたとき、すごいなって思ったんだよ」

「まぁ、かなり何度も挑ちよう戦せんしたからね」

「それね。あんたって本当に日吉くんが好きなんだなって感心した」

「……」

　じっさい、私はそうとうがんばったと思う。

　三角関係トライアングル警報に邪じや魔まされつづけても、必死にがんばった。

（だって祐生が、好きだから）

　思い出すだけで胸が痛くなってくる。




　春奈はすこし眉まゆをよせて心配そうに私を見た。

「ヒカリはさ、日吉くんと話せないままでいいの？　ずっと気まずいままでいいの？」

「でも」

　私は古本の山を見つめながら制服のスカートをにぎりしめた。

　ほかの生徒は自分たちの会話に集中していて、私たちを気にする様子はない。

　そっと言葉をこぼす。

「……高星さんに告白されたら、祐生は高星さんとつきあうかもしれないんだよ。そんなことになったら、なおさら祐生としゃべったりできない」

（つらすぎるもの、無理だ）

　想像しただけで声がふるえそうになる。

　高星さんがいつ告白するのかはわからないけど、あの宣言からして近いうちだと思う。

　けど、そんなふうに言ってうつむく私の肩かたを、春奈が急につかんだ。

「そんなの、まだわかんないじゃん！」

「えっ」

　春奈が私を揺ゆり起こすように肩をつかむ手に力をこめる。

「高星さんだってフラれるかもしれないでしょ？　そしたらどうすんのさ」

（その可能性は考えてなかったかも）

　言われてはじめて動どう揺ようする。

　春奈の真しん剣けんな視線が私をつらぬいた。

「高星さんのことに気をとられすぎてない？　ちゃんと考えてみなよ。高星さんがいなかったら、ってこと。ヒカリは日吉くんとどうなりたいのか。自分はどうしたいのか」

「春奈……」

　とまどう私に、春奈は力強くうなずく。

「ヒカリ、言ってたじゃん。文化祭の花火を日吉くんの彼女として見たい、って。……あたしはヒカリに、後こう悔かいしないようにしてほしい」

「！」

　春奈の言葉が、心臓に刺ささった。




（高星さんがいなかったらなんて、考えてなかった）




　もし、三角関係がなかったら。

　そうしたら？




（そうしたら、私は────）




　考えたところでケータイのアラームが鳴る。

　時計を見れば、生徒会の劇に向かわなければいけない時刻だ。

　図書委員会のほうには伝えてあるので、このまま店番は抜ぬけていいことになっている。

　私はあわてて席を立った。

「ごめん、春奈。私、もう劇のほうに行かなきゃ」

「っ、ヒカリ」

「ごめんね！」

　なおも心配そうにする春奈に謝って、私は講堂に向かって駆かけ出す。

　頭のなかには、さっきの春奈の問いかけが何度もこだましていた。
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「遅おそかったな、天野」

「すみません、でもぎりぎり間に合ってますから！」

「たしかに」

　講堂で秋月会長と合流し、生徒会でさいごの打ち合わせをおこなう。

（前日リハーサルではちゃんとできたし、問題ないはず！）

　いろんなことを確かく認にんして、私は照明室に向かう。

　祐生は言っていたとおり、古いシーツとオモチャの剣けんで王子様風に見せている。

　祐生と確認作業をしているのは白雪姫ひめ姿の高星さんだ。

　女王役の先せん輩ぱい女子とおなじように、ふつうのワンピースを着ている。

　髪かみには赤い大きなリボン。いちおう姫のティアラをイメージしているらしい。

　ただの私服姿にも見えるのに、それがとっても可か憐れんで、かわいくて。

（本当、祐生とお似合いだよね）

　ため息がこぼれそうになってしまう。

（いや、考えるのはやめよう。今は劇に集中しなきゃ）

　でないと、なんのために準備をしてきたのかわからない。




　照明室の定位置につき、合図を待つ。

　やがて開演五分前のナレーションが聞こえてきて、台本通り客席照明を落とした。

　あとはすべて、順調そのもの。

　私が舞ぶ台たい照明やスポットライトをつけたり消したりするたび、舞台の場面が変わっていく。

　高星さんの演じる可憐な白雪姫。２年の先輩が演じる意地悪な女王。

　秋月会長は意外に上手に鏡の役を果たし、副会長の柊先輩は棒読みの狩人かりゆうどになり、三人しかいない七人のこびともがんばった。

　高星さんがアレンジを加えたという白雪姫は、ちょっとコミカルに仕上がっていて、ところどころで客席から笑いがこぼれる。

　さいごは、古いシーツを身にまとった祐生がさっそうと現れて。

　目覚めた白雪姫に「抵てい抗こうできない相手にキスなんて最低！」と殴なぐられていた。

　罰ばつとして王子は魔ま法ほうの鏡を割りに行くことになり、鏡が割れた結果、女王は悩なやむことがなくなり、白雪姫はこびとたちと幸せに暮らし、めでたし、めでたし。

　なかなかバイオレンスな白雪姫は、そうして幕を下ろしたのだった。
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　舞台裏で集まった生徒会の面々に、秋月会長が満足した笑えみを向けた。

「みんな、よくやってくれた！　劇はこれでおしまいだ!!」

（よかった、無事に終わったー！）

　生徒会のみんながいっせいに歓かん声せいをあげる。

　とくに主役である祐生と高星さんのまわりには人が集まっている。

　めずらしく笑顔の高星さんがまぶしい。

（そういえば──）

　ふと、成功に喜ぶ高星さんを見て思う。

（高星さんは、いつ祐生に告白するのかな）

　考えると胸が痛む。

　祐生が無言で私を見ていることには気づかなかった。
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　出演者の着き替がえも終わったし、小道具の片づけも終わった。

　生徒会の仕事はまだ残っているみたいだけど、私の担当はこれでおしまい。

　秋月会長からは、あとは自由に文化祭をすごしていいと言われている。

　私以外にも、祐生や柊副会長のようにクラスの手伝いがある人は先に着替えて抜けていた。

　だから私も「おつかれさまでした」と言って別行動をしようとしたとき。

　講堂前の人込みのなか、私を手招きする姿が見えた。

　お兄ちゃんだ。




「おつかれ、ヒカリ。よくがんばったな」

　棒付き飴あめをくわえたお兄ちゃんが私に近づいてくる。

　私は秋月会長たちに断ってから、お兄ちゃんのほうへと駆け寄った。

「見に来てくれたんだね！　ありがとう、お兄ちゃん。て言っても私は目立たないけどね」

「照明が目立つときって失敗したときだろ。上出来ってことだよ」

「あはは、たしかに。じゃあ目立たずにすんでよかった」

　とにもかくにも、終わればすべて良い思い出だ。

「ヒカリはこれから自由時間なのか？」とお兄ちゃんが聞くので答えようとしたら。

　どさっ、と、なにかの落ちる音が背後で聞こえた。




　ふりかえると、そこには高星さんの姿があって。

　高星さんの足元には、白雪姫の台本が転がっていた。

　きっと高星さんが落としたのだろう。

　高星さんは頰ほおを赤く染めて、大きくてかわいい瞳ひとみをさらに見開いている。

　見つめるさきは、まちがいなくお兄ちゃんだ。

　となりでお兄ちゃんが「げっ」とうめいた。

（なんで高星さん、お兄ちゃんを見つめてるんだろう）

　そもそも、このふたりって知り合いでもなんでもないよね？

　そう思ったのだけど。




「あ、あの……っ」

　高星さんが、お兄ちゃんに声をかけた。

　まわりのひとたちが高星さんを見る。

　けれど高星さんはいっさい気にせず。

　頰を紅潮させて、幸せそうに大声で言った。







「天野さん、わたしとつきあう気になってくれたんですねっ？」







（……は？　天野さんって……私？）




　もちろん、違ちがうと思う。

　でも、じゃあいったい誰だれが高星さんとつきあうっていうの？

　意味がわからない。




　私の口がぽかんとまぬけに開く。

　が、高星さんは私のことなどまったく目に入っていないようで。

　すごいいきおいで高星さんがお兄ちゃんと私のあいだにとびこんできた。

　高星さんの大きな瞳は、まちがいなくお兄ちゃんを見ている。




「嬉うれしいです！　やっとわたしの気持ちが天野さんに通じたんですね！」

　華はなやかで幸せそうな笑みをうかべる高星さん。

　即そく座ざにお兄ちゃんが眉まゆをよせて叫さけんだ。

「ちげぇよ!!　なんでそうなるんだ。俺はヒカリを──妹を見にきただけ」

「そ、そうなんですか。……でも、わたしの気持ちは変わりません」

　お兄ちゃんの猛もう烈れつな拒きよ絶ぜつにあい、高星さんは悲しそうな顔をする。

　ただ、それは一いつ瞬しゆんのことで、すぐにまた華やかな表情にもどった。

　高星さんはお兄ちゃんを見つめて。

　ひたむきに、告げる。

「天野さん、愛してます。わたしとつきあってくださいな……！」







（はああああ!?）







　まさに、おいて行かれた気分だった。

　完全に状じよう況きようにおいてけぼりにされている。

（なんなの、これ？　なにごと？？？）

　耳にした言葉を理解できない。




　目をむく私の前で、お兄ちゃんがあっさり首を横に振ふった。

「何度も言うけど、無理。俺忙いそがしいし、高星とつきあう気はない」

「じゃあせめて連れん絡らく先だけでも」

「無理」

「くっ、冷たいですね。でもそんなところも素す敵てきです……」

「うわ……」

　冷ややかに言われても、高星さんはなぜかうっとりとしている。

　逆にお兄ちゃんのほうはそんな高星さんにおびえていて、あきらかに引いている。

　妹の私にはわかる。あれは本気で嫌いやがってる顔だ。




（──って、いやいや、ぼーっと見てる場合じゃなくて！）




　目の前でくりひろげられる兄と友人の告白劇に動どう揺ようしていたが、それどころじゃない。

　私は高星さんの腕うでをひっつかんだ。

「ちょ、ちょっと高星さん、いま話したいんだけどいい!?」

「え？　あら、ヒカリさん、どうしたのかしら。すごい形相よ。顔色も悪いし」

（そりゃ顔色も悪くなるよ！）

　心のなかで絶ぜつ叫きようして、私は高星さんをひっぱっていく。

　高星さんが人込みのなかで告白なんかしたせいで、すっかり注目が集まっていた。

　まずはその視線から逃のがれるためだ。つぎに、お兄ちゃんと距きよ離りをとらせるため。

　そしてなにより、ふたりっきりで話をするため！

「お兄ちゃんはそこで待ってて！　秋月会長、みなさん、おつかれさまでしたっ」

「お、おう」

　お兄ちゃんが私のいきおいにのまれたようにうなずく。

　秋月会長は緊きん急きゆう事態を察してくれたのか、しずかにうなずくのが見えた。

　生徒会のひとたちは、ふだんしゃべらない高星さんの豹ひよう変へんっぷりにおどろいていたみたいだけど、秋月会長が「他人が聞く話じゃない」と言って解散させてくれたようだった。
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　講堂前の人込みを離はなれ、クラブ棟とうの前まで高星さんを連れてくる。

　ここなら人はいないし話を聞かれることもないだろう。

「高星さん、ちょっと聞きたいんだけど、私の兄との関係は──……」

　冷や汗あせをかきながら私が問いかける。

　高星さんが小首をかしげてみせた。




「ヒカリさんは知っているはずでしょう？　天野さんは、わたしの好きなひとよ」

（う、うそでしょ────！）




　高星さんの爆ばく弾だん発言に私の声がうわずる。

「な、なな、なんで！　ていうか、知らないよ!?」

「あら？　白雪姫ひめのチラシを作るとき聞いてきたじゃない。だからてっきり、わたしが毎朝駅で天野さんを待ち伏ぶせして告白しつづけたことを知っているのかと思ったんだけど」

　ちがったかしら？　なんて、高星さんが私を見つめてくる。

（チラシを作るとき、って……）

　言われて思い出すのは、あのときの高星さんとの会話。







『高星さんは、好きなひととかいる？』

『……いるわ』

『！　それって』

『わたしとあのひとのことが気になるのね』




『わたしと彼のこと、いつから知っていたの？』

『えっと、知っていたわけじゃないけど……』

『なら推測したってところかしら？　まぁあれだけ彼に近づけば、いちばん近くにいるあなたは気付くわよね』

『…………』

『あなたにとっても彼が大事なひとだっていうのはわかってる。でも、わたしも本気なの』







（あのひとって、まさかお兄ちゃんだったの!?）

　そりゃたしかに私にとってお兄ちゃんは大事なひとだし、お兄ちゃんのいちばん近くにいる自覚もある。なにせ家族だからね。

（『彼に近づいた』っていうのは、祐生と近づいていたことじゃなかったんだ）

　さっき高星さんが自分で言ってたように、お兄ちゃんに会うため毎朝駅で待ち伏せしていたことだろう。

　私は気付かなかったけど、そういえばお兄ちゃんが最近朝早く出るようになっていた。

　あれは高星さんを避さけるためだったんじゃないだろうか。

　お兄ちゃんも言っていた。『面めん倒どうから逃にげたいだけ』と。




「な、なんで高星さんがお兄ちゃんを……」

　おもわず疑問が口から出る。

「うふふ、知りたいなら教えてあげるわ」

　うっとりとした瞳ひとみで高星さんが語りだした。
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　高星さんの熱い話をまとめると、なんでも高星さんは転校前の学校、華京女子高で嫌がらせをうけていたらしい。

　理由は高星さんの家が成金だとか、目立ってて気にくわないとか、くだらないもの。

　まぁたぶん嫉しつ妬とみたいなものだと思う。

　でも高星さんは強がってしまって、そしたらどんどん嫌がらせがエスカレートして。

　心が折れそうになったとき、お兄ちゃんが助けてくれたという。




「あのときの天野さんはドラマのヒーローみたいだったわ！」とは、高星さんの言葉だ。

（まぁお兄ちゃん、けっこう正義感強いしね）

　まきこまれて高星さんを助けるくらいはふつうにありえる。

　そんなわけで、お兄ちゃんのおかげで高星さんは救われ、それをきっかけにもともと校風の合わない華京から転校することにしたんだとか。

「本当は天野さんの通う尚しよう武ぶ館かんに行きたかったのよ」

　高星さんはそう言うが、残念ながら尚武館は男子校だ。

　そこで青空高校に行ってみたら、同級生にお兄ちゃんの知り合いがいておどろいたそうだ。

　お兄ちゃんの知り合い。──つまり、祐生のこと。

　なんでも高星さんは、祐生にお兄ちゃんのことや私のことまで聞きまくっていたらしい。




「日吉くんから天野さんの妹さん、ヒカリさんのことを聞いて、仲良くなりたいなとは思っていたの。でもいざヒカリさんに会ったら、お兄さんの彼女として認めてもらいたくて見み栄えを張っちゃって……。ヒカリさんが素す敵てきなひとで、本当に安心したし嬉うれしかったのよ」




（そ、そんな意図があったのか……！）

　まさか初対面時の高星さんの態度にそんな事情があったとは。まったく気付けなかった。

（けど、言われてみれば思い当たることも出てくるんだよね）




　まず、初対面の私をためらいなく〝ヒカリさん〟なんて呼んだこと。

（あれはお兄ちゃんに先に出会ってて〝天野さん〟呼びだったからなのか）




　さらに買い出しさきのディスカウントストアで、高星さんが祐生の家に行きたがったこと。




『あれ？　俺、高星さんに住所教えた？』

『天野さんの家の近くでしょ。教えてくれれば分かるわ。……できれば近くに行きたいというか、なんていうか……』

『なるほど』




（あれは偶ぐう然ぜんでもお兄ちゃんと会えるチャンスをねらってたんだ……！）

　そもそも、よく考えてみればあのときすでに〝天野さん〟って言ってるしね。

　高星さんがお兄ちゃんと知り合いだってことを考えついても良かったのかもしれない。




　聞けば、祐生が高星さんのことを私に言いあぐねていたのも、高星さんが『言うときは自分から言うから』と口止めしていたかららしい。

　まぁ高星さんとお兄ちゃんのプライバシーとか、お兄ちゃんと私の関係とか、いろいろデリケートな話題だもんね。

　口止めされていなかったとしても、祐生が言葉にしづらかったことはわかる。




　そりゃ私が祐生を好きだと知っていても高星さんがすこしも動どう揺ようしていなかったわけだ。




『ヒカリさんって、本当に日吉くんが好きなのね』




　なにせ高星さんは助けられて以来、ずっとお兄ちゃんが好きなんだから。

　つまり。







（私と高星さん、ライバルでもなんでもなかったんだ────！）







　まったくもって想定外。

　信じられない裏切りだった。
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（まさか高星さんの好きなひとが祐生じゃなくお兄ちゃんだったなんて……）

　いまだに衝しよう撃げきが大きすぎて受け入れられない。

　呆ぼう然ぜんとしている私に、高星さんが申し訳なさそうな顔をした。

「あの、もしかして気付いていなかったのかしら？　だとしたら、ごめんなさい」

「いや、まあ勝手に誤解した私も悪いから……」

　力のない声でこたえる。

　高星さんはちいさく首を横に振ふってうつむいた。

「それだけじゃないわ。そんなつもりはなかったけど、天野さん目当てでヒカリさんや日吉くんに近づいたみたいになっちゃったでしょう？　悪いと思っているの。……天野さんのことがなくても、ヒカリさんとは友達になれて嬉しかったのに」

　高星さんが落ち込んだ顔をみせる。

　あわてて高星さんをはげました。

「いやいや、それは気にしなくていいよ！　私たち、もうふつうに友達だと思うし」

「本当!?」

　私の言葉に、高星さんが大きな目をかがやかせた。

「ならヒカリさん、わたしとヒカリさんと天野さんとで文化祭をまわってくれない!?」

「へっ？」

「あ、もちろん、わたしがお邪じや魔まなら遠えん慮りよするわ」

「いや、邪魔ってことはないよ。お兄ちゃんに相談してからだけど」

（個人的には高星さん、いい子だしお兄ちゃんにはおすすめしたいし）

　あの様子だと難しいかもしれないけどね。

「いいの？　ありがとう、ヒカリさん……！」

　高星さんは私の回答に歓かん喜きの顔をみせている。

　その笑え顔がおははじめて見るものだ。

（……高星さんってこんなひとだったっけ？）

　たしか、もっと大人びていてミステリアスじゃなかっただろうか。

　これじゃただの恋こいする女子高生だ。

　しかもお兄ちゃんに会えて興奮しているからか、かなりハイテンション気味。

（それとも、これが本当の高星さんだったのかな）

　だとしたら私、なんにも分かってなかったことになる。

　あらためて自分のにぶさに、ため息をつくことしかできなかったのだった。
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　その後、私のすすめもあって、お兄ちゃんは高星さんと三人で文化祭をまわることに納なつ得とくしてくれた。いちおう、お兄ちゃんとしても助けた高星さんのその後は気になっていたみたいだ。

「あんまりうちの妹に迷めい惑わくかけんなよ」なんて言うお兄ちゃんを連れて文化祭をまわる。




　春奈ががんばって焼いているフランクフルトを食べに行って、古本市をのぞいて、クラス展示なんかも見て、さいごに春奈の彼氏にもらったチケットでアイスも食べて。

　あとすこしで終わりだから、気をきかせて高星さんとお兄ちゃんがふたりきりになれるよう、生徒会室に用事があると噓うそをついた。

（せっかくだから高星さんにうまくいってほしいもんね）

　ちょっと想像外の面があったけど、高星さんがいい子なのはまちがいない。

　妹としては、兄の彼女に大だい歓かん迎げいだ。

　そうして高星さんの衝撃告白から数時間後。

　私はひとりで生徒会室にほど近いベンチに座り込んでいた。




　時刻は午後の四時半すぎ。

　さきほど校内放送で後夜祭がはじまることが案内されていた。

　希望生徒は校庭のイベントに参加しているころだろう。

　もうすぐ青空高校文化祭のメインイベント、花火の時間だ。

　私が祐生への告白を決意するきっかけになった、十月の花火。




（あっという間だったなぁ……）

　さいしょに祐生に告白しようとして三角関係トライアングル警報に邪魔された日から、約一か月。

　信じられないくらい、いろんなことがあった一か月だと思う。

　生徒会室につづく道も、すっかり見慣れた景色になってしまった。

（けど、もう生徒会に来ることもなくなるんだろうな）

　思えば秋月会長の脅きよう迫はくからはじまった生徒会のお手伝いだ。

　私が祐生を好きだと秋月会長に気付かれたから。

（祐生、か）

　ぼんやりと校庭のほうに視線を向けて考える。

（……これから、どうしよう）

　一か月前は、祐生に告白して、できれば彼女としてあの校庭に行き、ふたりで十月の花火を見たいと思っていた。

（でも、今は？）

　今、私はどうしたいと思っているんだろう。

　このままだと文化祭は終わってしまう。

　思い出すのは何度三角関係トライアングル警報に邪魔されても告白しようとした日々。

（あのときの気持ちは──）

　胸をおさえて、ふと首をかしげた。

（──あれ？　でも）

　気付く。

（高星さんがライバルじゃなかったってことは、〝三角関係トライアングル警報〟っていったい……）




「天野？」

「！」




　暗がりから急に声をかけられた。

　びくりと体をふるわせて視線をあげると。

　自信にあふれた瞳ひとみと目が合った。

「こんなところにいたのか。探したんだぞ」

「秋月会長」

　制服姿の秋月会長がいつのまにか目の前に立っている。

「あの、もう生徒会の仕事はいいんですか？」

　問いかけると、秋月会長がうなずいた。

「ああ。花火にかんしては先生方の領分だしな。校庭のイベントは抜ぬけさせてもらった」

「そうなんですね。でも、どうしてここに」

「……さぁな」

　秋月会長がちいさく笑う。

　がさりとうしろの生け垣がきが葉は擦ずれの音をたてた。

　秋月会長は「天野」と呼びかけてくる。

「すこし、話さないか？　ふたりきりで話がしたい」
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（ふたりきりって、ちょっと緊きん張ちようしちゃうかも。……前に変なところ見せちゃったし、変なこと言われたし）

　いや、好きとかなんとかっていうのは秋月会長なりの励はげましだか冗じよう談だんだとは思うけどね。

　ともあれ秋月会長に連れてこられたのは校舎の屋上。

　ふだんの昼休みにはたくさんの生徒がいる場所も、今は誰だれもいない。

　手すりの向こうには校庭が見えて、生徒のほとんどが集まっているのがわかった。

　さわがしい声は屋上まで届かず、私と秋月会長、ふたりだけの足音がひびく。

　空は夕暮れがはじまり、朱しゆ色いろから紺こんへとうつりかわっていく。

　きれいな空だ。

　秋月会長の赤みがかった茶色い髪かみがゆれる。

　秋月会長がふりかえり、私と向かい合った。




「今日まで生徒会の仕事を手伝ってもらって悪かったな。なにか俺にできることがあればいいんだが」

　どうやら秋月会長の用事は、私へのねぎらいだったようだ。

（変なこと言わないでよかった）

　私はちょっとだけ胸をなでおろし秋月会長にこたえた。

「いえいえ、気にしないでください。私もなんだかんだ言って楽しかったんで」

　おかげで高星さんとも友達になれたしね。

　秋月会長は「そうか？　欲よくがないな」と苦く笑しようした。

「こう見えても、俺だっておまえには悪いと思ってたんだ。悪かったな、脅迫なんかして」

「えっと」

「でも」

　言葉とともに、秋月会長が一歩、私に近づいた。

「……おまえが来てくれて、助かった。ありがとう」

「！」

　秋月会長が手をのばし。

　私の頭をそっとなでる。

　やさしい手つきに、髪がさわさわと音を立てた。




（まさか秋月会長にまじめに謝られてお礼を言われるなんて……！）

　つい、目の前の秋月会長を凝ぎよう視ししてしまう。

　秋月会長がまじめなひとっていうのは分かってるけど、偉えらそうなひとでもあったから。

（なんか、すごく意外だし……くすぐったいかも）

　秋月会長に評価してもらえたことが純じゆん粋すいに嬉うれしい。

　なにより秋月会長が私の頭をなでるしぐさが、あまりにもやさしいから。

「あ、ありがとうございます」

　言いながら、照れて顔が赤くなってしまうのがわかる。

　秋月会長はかすかに笑えんで。

「なぁ、天野」

　私の髪をなでていた秋月会長の指が、ふいに私の頰ほおへと移動した。




（えっ？）

　頰にふれられ、体が硬こう直ちよくする。

　だってこんなこと、誰にもされたことがない。

（なんで秋月会長、私の顔にさわってるの）

　長い指にふれられているのがわかる。

　なんだこれ、と思うのに、動けなくて。

　秋月会長の真しん摯しなまなざしに何も言えなくなる。

「俺は前にも言ったよな」

「な、なにを」

　秋月会長が、まっすぐに私を見つめて告げた。




「俺はおまえが好きだ」




（な……！）

　おどろきに目を見張る。

　のんだ息が、ひゅっと喉のどで鳴った。




　秋月会長は私のおどろきに気付きながら引くことをしない。

「天野」

　くりかえし私の名前を呼ぶ。
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　夕日の光を受け、秋月会長の瞳が濡ぬれたように輝かがやく。

「俺ならおまえを苦しめたりしない。おまえがほしがることはなんでもするし、おまえがそばにいてほしいと思ったときには必ずそばにいる。……だれよりも、やさしくする」

　吐と息いきまじりの秋月会長の声は、ひどく甘くて。

　赤みがかった茶色の瞳が、ひたむきに私を見つめてくる。

「なんなら、おまえの傷が癒いえるまででもいい。おまえは俺を利用すればいい。おまえが楽になれるなら、それでかまわない」




「なんで、そこまで……」

（どうして私なの？）

　公園での言葉は秋月会長の冗談だと思っていた。

（なのに、まさか本当だなんて）

　声がかすれる。

　秋月会長が即そく答とうした。




「天野に泣いてほしくないから」

（え……）




　秋月会長の言葉は静かだった。

「俺はおまえに笑っていてほしいんだ。つらそうな顔は見たくない」

「秋月会長」

「おまえが好きだから」

　秋月会長がささやく。




「俺の彼女に、なってほしい」

「──！」




　呼吸ができなくなる。

　秋月会長が、あまりにも真しん剣けんだから。

（そんな）

　秋月会長はまちがいなく本気だ。

　こんなときに、そんな噓うそをつくようなひとじゃない。

　口は悪いけど、まじめなひとだから。




「おまえは？　天野。おまえはどうしたい」

「わ、私は」

　聞かれて私の声がうわずる。

　秋月会長は問いつめるように言葉を重ねた。

「日吉を追いかけつづけるのか？　それとも、俺に甘やかされるのか。どっちがいい」

　思うのと、思われるの。

　どっちがいいのかと秋月会長は聞いてくる。

「俺はおまえに傷ついてほしくない。けどそれ以上に、後こう悔かいしてほしくない」

　だからちゃんと考えろ、と、秋月会長は言う。

「俺はおまえの選せん択たくなら、なんでも受け入れる」

　秋月会長がやわらかく微笑ほほえんだ。




（私は、どうしたいんだろう）

　きっと秋月会長は、私がのぞめばやさしくしてくれるんだろう。

　噓を言うようなひとじゃないから、まちがいない。

　もしかしたらそれで、秋月会長が言うとおり楽になれるのかもしれない。

（だけど）




　夕日がゆっくりと沈しずんでいく。

　あたりはずいぶん暗くなっていて、静かに暗くら闇やみが落ちてくる。

　花火の時間が、近い。




（私は──）




　口を開こうとしたとき。




　びこん、びこん、びこん！

　ブザーのような音が頭にひびきわたった。




（えっ）




　冷や汗あせが背中をすべりおちる。

　まさか、と思ううちに。

　視界いっぱいに、すでに見慣れたマークと文字がひろがった。




【晴れ】【大雨】【雷かみなり】【雪】【くもり】／【三角関係トライアングル警報発令中！】




（な……っ）




　おどろきに両目を見開く。

　秋月会長が不ふ審しんげに声をかけてきた。

「天野？」

　直後。




　ばん！　と扉とびらがいきおいよく開く音がして。

　駆かけ寄ってきた人ひと影かげが、私と秋月会長のあいだにわりこんでくる。

（え？　え？　え？）

　混乱する私のまえで、秋月会長が眉まゆをよせるのがわかった。

　乱入者が声こわ高だかに宣言する。

「ヒカリにさわらないでください、秋月会長！」




「祐生!?」

「日吉……」




　出入り口からとびだしてきたのは、祐生。

　私の好きな、幼なじみだった。
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　時間はすこしさかのぼる。

　天野ヒカリと秋月蓮が屋上に向かっていたころ。

　日吉祐生はクラスでおこなっていたお化け屋や敷しきの片づけをしていた。

「けっこう評判よかったよね～」「ねぇ、そろそろ花火見にいこうよ！」

　クラスの女子たちの会話を聞きながら、祐生はそっと眉をよせる。

（花火、か）

　青空高校の文化祭名物、十月の花火。

　できれば祐生は幼なじみといっしょに見たいと思っていた。

　だけどそれは、今の状じよう況きようでは叶かなうはずもない。

（なんで俺、あんな言いかたしちゃったんだろ）

　八年前の約束を引き合いにだしたりして、ヒカリに誤解されるのも当然だ。

（でも、そうせずにいられなかったんだ。でないと──）




　────うばわれてしまいそうで、こわくて。




（うばわれるって、誰だれに？）

　心のなかに生まれた言葉に、祐生は自分で疑問に思う。

　備品返へん却きやくに行っていた級友、村雨守があせった顔で駆けてきたのはそんなときだった。

「日吉！」

「どうしたの、村雨。なにを急いで……」

「や、やばいかも！　さっき秋月会長と天野さんが、ふたりで屋上に向かうの見ちゃって」

「秋月会長が、ヒカリと？」

　村雨の言葉に祐生は眉をよせる。

　胸のあたりに、もやっとしたものが生まれたが、祐生は気付かないふりをして村雨から顔をそむけた。

「めずらしい組み合わせだけど、おかしなことじゃないよ。それに俺には関係ない」

「バカ！　天野さん、秋月会長にうばわれちゃうかもしんねーぞ！」

「！」

　うばわれる。

　その言葉に、祐生は唇くちびるを嚙かむ。

　胸のもやもやは強くなり、息苦しいくらいだ。

　村雨がさらに言葉をつづける。

「いいのか？　天野さんが秋月会長とつきあっても。おまえはそれで平気なのか？」

「それは──……っ」




　以前、秋月蓮本人にも聞かれたことだった。

　ヒカリが蓮とつきあうことに賛成か、反対か。

（あのとき俺は、決めるのはヒカリだって答えた。だけど、でも）

　でも、と祐生は思う。

（でも俺自身の心は──）

　こぶしを強く握にぎりしめる。

　村雨が「日吉」と真しん剣けんな声で呼びかけた。

「後こう悔かいしねーようにしろ。高１の文化祭は今日だけなんだぞ」

「村雨」

　なんでここまで言ってくれるんだ？　と問えば、村雨は苦く笑しようする。

「いや、俺、秋月会長におまえが天野さんに過保護なことばらしちゃったし。それがきっかけになってたら気まずいじゃん？　だから罪つみ滅ほろぼし的な」

　言われて思いつくのは、『ヒカリにふさわしくない』うんぬんの会話だ。

「そんなの気にしなくていいのに」

「まぁそれに、日吉は友達だからなー」

　村雨がニッと笑って祐生の背中を叩たたいた。

「行って来いよ。そんで、いいかげん自覚してこい──！」

「……わかった。ありがとう、村雨」

　なにを自覚するのかは走りながら考えることにして、祐生は教室をとびだす。

　めざすのはヒカリと蓮のいる屋上だ。

（後悔したくない。ヒカリをわたしたくない。ヒカリといっしょにいたい）

　人込みをかきわけ廊ろう下かを駆け抜ぬける。

　教師の注意が飛ぶが、気にしていられなかった。

　祐生の足が階段を蹴ける。

（俺は、ヒカリを────）

　屋上の扉は、すぐそこだった。

　扉を開けて目に入った景色に、おもわず声が出る。




「──ヒカリにさわらないでください、秋月会長！」
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　とつぜんあらわれた祐生に、私は目を見開いた。

「なんで、祐生がどうしてここに!?」

「村雨に聞いた。ふたりが屋上に向かうのを見たんだって。秋月会長に変なこと言っちゃった罪滅ぼしらしいよ」

（罪滅ぼし？）

　なんのことか私にはわからない。

　けれど秋月会長には伝わったらしく、「そうか」と納なつ得とくしていた。

　祐生はそんな秋月会長と私とを交こう互ごに見やり。

　やがて。

　祐生が私にむかって、いきおいよく頭をさげた。




「ごめん、ヒカリ──！」




「……え？」

　なんのことだろう、と、私が固まる。

　顔を上げた祐生は、なぜだかひどく情けない表情をしていた。

　まるで、道に迷った子供のように。

　きれいなかたちの眉をさげて、のぞきこむように私を見つめる。




「あのとき、〝約束〟だから友達をつづけたみたいに誤解させること言って、ごめん」

「それは……」

　祐生が言っているのは、私が祐生と仲たがいしたときのことだ。

　思い出しただけで、失しつ恋れんの痛みがよみがえってくる。

　けれど祐生が必死になって私に言いつのる。

「約束だから友達でいたわけじゃない。じっさいのところはむしろ逆だよ」

「逆？」

　祐生がなにを言いたいのか私にはわからない。

　祐生がうなずいた。

「俺はただ、八年前の約束にすがってただけなんだ。約束したんだからヒカリといちばん仲がいいのは俺のはず、って。そう自分に言い聞かせないと怖こわかった。でないと──」

　祐生がちらりと視線を移動させる。

　視線のさきにいるのは、だまって立っている秋月会長。

「──でないと、ヒカリを秋月会長にとられそうで」




（え……？）

　どういうことなんだろう。

　とまどう私に、祐生がつづける。




「このところ、ヒカリが秋月会長といっしょにいるのを見るといらいらしてたんだ。秋月会長が嫌きらいなわけじゃないし、むしろ尊敬してるのに、ヒカリに近づく秋月会長を見ると邪じや魔まに思えてしょうがなかった」




（な、なにそれ）

　そんなの初耳だ。

　秋月会長が複雑そうな表情をうかべる。

　そりゃ目の前で邪魔呼ばわりされたら当然だろう。

「俺はむしろ日吉の優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度に腹が立ったけどな」なんて言っている。

「おかげで天野が傷ついた」

（えっ、私のために怒おこってくれてるの？）

　秋月会長が異常にやさしい。本当に別人みたいだ。

　祐生は気まずそうに顔を伏ふせた。

「たしかにヒカリを傷つけたのは俺が悪かったです。反省もしてる」

　けど、と、祐生がふたたび私を見た。

「無自覚だったんだ」

「なにが？」

　疑問を口にする私に、祐生が真剣な顔をみせた。

　熱い口調で祐生が語る。




「ヒカリはずっとそばにいたし、これからもずっといっしょにいるんだと思ってた。だから考えたこともなかった。けど、秋月会長がヒカリに近づいて……それで気付いたんだ」

　祐生がささやく。

　冷たい風が祐生の髪かみをゆらした。

「俺はヒカリの友達でいたいんじゃない。ましてや約束のためにそばにいたわけでもない」

　まっすぐな祐生の視線が私に向けられた。







「俺はただ、ずっとヒカリの〝いちばん〟でいたいんだ──……！」







（え……）

　気付けば、祐生の頰ほおがわずかに赤い。

　祐生は照れくささに耐たえながら、それでもまっすぐに私を見つめている。

「ヒカリのいちばんそばにいたい。いつだって俺がヒカリを守りたい」

　祐生の言葉が私の心に浸しん透とうしていく。

　言葉の意味に気付かされる。




（そんな、それじゃ、まるで祐生が、私を）




「ヒカリが……好きなんだ」

（────！）




　祐生が吐と息いきをこぼすようにささやいた。

　息をのむ。全身がこわばる。

　時間がとまったようにさえ感じられて。




「秋月会長にはヒカリをわたしたくない。誰だれにもわたさない」

「俺だって引く気はない。けど──……決めるのは、天野だ」

　祐生が宣言し、ずっとだまっていた秋月会長がわりこんだ。




　予想していなかった。ぜったいにありえないと思っていた。

（でも、まさか、そんな）

　こんなことが、あるなんて。




（もしかして三角関係って、私と祐生と秋月会長のことだったの────!?）




　気付いたときには、すっかりあたりは暗くなっていた。
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（ど、どうしよう。どうすればいいの？）

　こんな状じよう況きようは初めてで頭がくらくらしそうだ。

　最高に混乱している私を助けてくれたのは、意外にも秋月会長だった。

　秋月会長は「天野」と呼びかけてくる。

「まわりは気にするな。おまえは自分が幸せになれる道を選べ。……後こう悔かいしないように」

（後悔──……）

　そういえば春奈もおなじようなことを言っていた気がする。




『ヒカリ、言ってたじゃん。文化祭の花火を日吉くんの彼女として見たい、って。……あたしはヒカリに、後悔しないようにしてほしい』




　春奈の言葉を思い出したとき。

　どん、と大きい音がして。

　夜空に花火が舞まい上がった。

（あ……！）

　わっ、と校庭から歓かん声せいがあがるのが聞こえる。

（そうだ、花火だ）

　八年前に祐生と見たときとおなじだ。

　青空高校文化祭、定番の花火。

　ずっとずっと、祐生の彼女として見たいと思いつづけてきた十月の花火。




「……っ」

　強く唇くちびるをかみしめる。

　しめつけられる胸を手でおさえる。




　祐生が不安そうに「ヒカリ」と私を見てくるのがわかる。

　いっぽう秋月会長はどこまでもおだやかに待っている。

　まるで私を、見守るみたいに。




（最初は秋月会長って嫌いやなひとだと思ってた）

　だけど知っていくうちに悪いひとじゃないと気付いて。

　いいひとなんだとわかって。

（秋月会長のことが嫌きらいなわけじゃない、むしろ人としては好きだと思う）

　心配だとも思う、幸せになってほしいとも思う。

（だって秋月会長は傷つきやすいくせに強がるような、放ほうっておけないひとだから）

　だけど。

　ぎゅっと胸のあたりをにぎりしめる。

（────私は、秋月会長をえらべない）




　わかっていた。決まっていた。

　結論なんて、考えるまでもなく決まりきっていた。

　秋月会長がどれだけいいひとでも、どれだけ幸せになってほしくても。

　それでも。




（私はこの花火を、祐生といっしょに見たかったんだもの……！）




「……秋月会長、ごめんなさい」

「！」

　私の言葉に、祐生が息をのむのがわかった。

　秋月会長は表情を変えない。

　静かに「そうか」とうなずいた。

「おまえが選んだなら、それでいい」

「秋月会長」

「がんばれよ、天野」

　ちいさくささやいて、秋月会長が歩き出す。

（…………ごめんなさい）

　心のなかでもう一度つぶやく。だけど振ふり返ることはできない。

（これは私の、けじめなんだ）

　秋月会長がドアを閉める音がして。

　私は祐生と向かい合う。




「ヒカリ……」

　あらためて、心配そうな祐生を見つめた。

　ちいさいころからいっしょにいた幼なじみ。

　かっこよくて、さわやかで、やさしくて。

（私の大好きな、ひと）

　祐生に、ずっとずっと言いたかった言葉を告げる。




「────私、祐生が好き」

「！」




　祐生が目を見開く。

（やっと、言えた……！）

　何度も何度も言おうとして、言えなかった。

　そのうえライバルがいると変に意識したり、祐生から友達以上には見てもらえないと思って落ち込んだりして。

（だけど、言えたんだ）

　いろんな感情があふれてくる。

　祐生がおどろいた顔で問いかけてくる。




「い、いいの？　俺、ヒカリを傷つけたのに」

　とまどう祐生に、私は首を横にふる。

「それはおたがいさまだもん。私も、ひどい言いかたしかできなくてごめん。……私は祐生が好きだよ。ずっとずっと好きだった」

　思いがすらすらと口から出る。

（好きなひとに好きって言えるのは、こんなに満たされることだったんだ……！）

　胸があたたかくて、じんわりと喜びが体をめぐる。

　祐生が、好きだから。

　好きで好きで、今、やっとそれを伝えられたから。

（だから、こんなにも嬉うれしい）




「……っ！」

　祐生の顔が真っ赤になる。

　だけど瞳ひとみだけは私を激しく見つめていて。

　祐生が強ごう引いんに、私のことを抱だきしめた。




「ゆ、祐生!?」

「そんなふうに言われたら、俺はもうあとに引けないよ」

　祐生が強気な口調で言う。

（な、なんか祐生がいつもと違ちがう!?　やさしいより激しいっていうか、なんていうか）

　心臓がどきどきと激しく打つ。

　全身が熱くなるのがわかる。

「ヒカリ」

　しっかりとした声で祐生が語りかけてくる。

　祐生のなにもかもが、私にはきらきらして見えて。

　祐生が、私の耳元にそっとささやいた。




「俺の、彼女になって。ずっとずっと、俺のそばにいて」

「は、はい……！」




　甘くてやさしい、祐生の声。

　かっこよくて、やさしくて、そして時々強引で。

（やっぱり、祐生が好き……──！）

　幸せでいっぱいになる。

　伝わってくる祐生のぬくもりに溶とけてしまいそう。

　私を抱きしめる強い力が、そのまま祐生の気持ちの強さをあらわしているように思えて。




（ああ、両りよう想おもいになれたんだ）




　嬉しさで涙なみだがにじみそうだった。

　いろんなことがあった。

　三角関係トライアングル警報にふりまわされて、高星さんをうたがって、秋月会長と話すようになって。

（祐生を好きでよかった。あきらめなくて、よかった──）




　花火が夜空をいろどる。

　あざやかな光が空から降ってくる。

　私たちはもういちど、おたがいを見つめあう。

「俺は、なにがあってもヒカリのいちばんだからね」

「……うん。約束しよう、祐生」




　ずっとずっといっしょだよ、と。

　私は八年ぶりに、祐生とゆびきりをするため小指をからめあった。

[image: ]
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「えっ、ヒカリ、日吉くんとつきあうことになったの!?」




　花火を見終わり、みんなが集まっている校庭に向かった私たちを最初に迎むかえたのは春奈だった。となりで春奈の彼氏が「よかったね、おめでとう！」と手を叩たたいてくれる。

「ほんとだよ！　どうなることかと思ったけど、やったねえ！」

「えへへ、ありがとう」

　ちょっと照れくさいけど、嬉しくてにこにこしてしまう。

「いやー、俺としてもほっとしたわー」と言うのは村雨くんだ。

　祐生が村雨くんに笑いかけた。

「うん、村雨には感謝してるよ。おかげでヒカリを好きな気持ちに気付けたし。これからは俺がヒカリを守るからね！」

　そう祐生がさわやかに言いきると。

　うしろから、ぬっと白い手がでてきて祐生の首をつかまえた。




「────ほぉ。祐生、てめぇ偉えらそうに言ってくれんなぁ？」




「お兄ちゃん!?」「アキラさんっ？」

　私と祐生が同時に叫さけぶ。

　いったいいつから見ていたのか、祐生をつかまえたのはお兄ちゃんだった。

　お兄ちゃんはいつもの棒付き飴あめをくわえて祐生をにらみつける。

　口元は笑っているけど、お兄ちゃんの目は笑っていない。

「ねえ、お兄ちゃんこそ高星さんはどうしたの？」

「あー、まぁそれはともかくヒカリ。さっき買っておいたドーナツ食べないか？」

「あっ、食べる食べる！」

　お兄ちゃんが手にした袋ふくろからドーナツをとりだし、私はそれにかぶりついた。

　たしかドーナツは柔じゆう道どう部の屋台だ。柔道部、やるじゃないか。かなりおいしい。

　もぐもぐしながら、ふと気付く。

（……もしかして私、食べ物でごまかされてない？）

　ちょっとお兄ちゃん、と抗こう議ぎしようとすると。




「天野は食い物で釣つれるのか」

「ヒカリさんがうらやましい……！」

　どこからか、興味深そうな秋月会長と、くやしそうな高星さんがあらわれた。

　春奈とその彼氏が「うわっ、秋月会長だ」「高星さんがしゃべってる……」とさわぎだす。

　祐生が高星さんに同情をこめてつぶやいた。

「高星さん、またアキラさんに振ふられちゃったんだ……」

「日吉くん、かわいそうなものを見る目はやめてくれないかしら。逆に落ち込むわよ」

（うーん、なんで高星さんが振られるんだろう）

　謎なぞだ。

　高星さんは「わたし、あきらめませんから！」とお兄ちゃんに宣戦布告している。

　そんな高星さんを見て、秋月会長もなぜか「なるほど」と言い出した。

「たしかに一度振られたくらいであきらめるのもばかばかしいな。まだ好きなのに」




（えっ？）

　目をむく私のまえで、秋月会長が大だい胆たん不ふ敵てきに笑った。

「油断したらすぐに日吉から奪うばってやるからな。覚かく悟ごしろ」

「油断なんてしません。だいたい最大の敵はアキラさんですよ」

「……たしかに」

　肩かたをすくめて言う祐生に、秋月会長がうなずく。

　祐生と秋月会長の視線を受けて、お兄ちゃんが口元だけで笑った。

（なんでお兄ちゃんが最大の敵なんだろう。そりゃ仲のいい兄妹きようだいだとは思うけどさ）

　わけがわからない。

　個人的には最大の敵は、どう考えても恋れん愛あい予報だったと思う。




（でも、もう関係ないよね）

　なにせ私は両想いになれたのだ。

（たとえ失恋警報とかが出てきても、もう負けないんだから──！）

　いや、出てこないと思うけどさ。失恋警報なんて。




　ともあれ、そんなわけで。




　恋愛予報にふりまわされつつ、私はようやく初はつ恋こいのひとと両想いになれたのだった。

　これが、雨降って地固まるってやつなのかもね！








あとがき









　こんにちは、西にし本もと紘ひろ奈なと申します。

　この度たびは恋愛予報を手に取ってくださりありがとうございます！

　まさか、たま様にイラストを描いていただけるとは思わず大感激でした……！

　どのキャラもすごく生き生きしてて魅力的なので、ぜひじっくり見てくださいね。

　なにせ、当時の担当編集様に『この秋あき月づき蓮れん、まさに理想の○○○○キャラですね！』などの長文感激メールを送ったほど。

（○○○○部分はネタバレになるので伏ふせておきます。ご想像ください！）

　かわいくてかっこいいキャラたちを描いてくださったたま様に心から感謝です！

　また、この本を作るにあたりご尽じん力りよくくださった二人の担当編集様、編集部の皆さま、その他多くの皆さまにも厚く御礼申し上げます。

　それでは、読んでくださり本当にありがとうございました！

　またどこかでお会いできましたら嬉うれしいです。


西本紘奈　　


















カバー・本文イラスト／たま

デザイン／百足屋ユウコ・しおざわりな（ムシカゴグラフィクス）










恋れん愛あい予よ報ほう




三さん角かくカンケイ警けい報ほう・発はつ令れい中ちゆう！








西にし本もと紘ひろ奈な
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